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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された新たな振興計画（素案）につい

て、文化観光スポーツ部会における調査審議結果をとりまとめたものである。

２ 文化観光スポーツ部会の概要

⑴ 文化観光スポーツ部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、文化観光スポーツ部会は

「観光・リゾート産業、文化、スポーツ、交流等に関すること」を所掌する

こととされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 総合部会の調査審議箇所について

新たな振興計画（素案）のうち、総合部会における調査審議箇所について

は、次のとおりである。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第４章 基本施策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑷ 沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展

ア 沖縄文化の継承・発展・普及

① 各地域におけるしまくとぅばの保存・普及・継承の促進

② 伝統芸能の継承・発展

③ 伝統文化の保存・継承・発展

イ 文化芸術の振興と文化芸術を支える環境づくり

① 創造的文化芸術の発展を担う人材の育成

② 県民等の文化芸術活動の充実

③ 文化資源を活用した地域づくり

④ 文化芸術活動を支える基盤の強化

ウ 沖縄空手の保存・継承・発展

① 沖縄空手の指導者及び後継者の育成

② 沖縄空手会館を拠点とした「空手発祥の地・沖縄」の強力な

発信

③ 沖縄空手世界大会の定期開催等を通じた国際交流

④ ユネスコ無形文化遺産の登録に向けた取組の推進

⑸ 悠久の歴史や伝統文化に育まれた魅力ある空間と風土の形成

ア 首里城の復興

③ 首里城に関係する文化財等の保全・復元・収集

⑤ 首里城を中心とした琉球文化のルネサンス

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑴ 県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」の強化
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ウ 地域・産業間連携による「稼ぐ力」の向上

② 観光産業と多様な産業との連携

⑵ 世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖縄観光の変革

ア 「新しい生活様式/ニューノーマル」における安全・安心で快

適な観光の推進

① 「安全・安心の島」の構築に向けた受入体制等の整備

② 快適で魅力ある観光まちづくりの推進

③ 多様な受入環境の整備

イ SDGsに適応する観光ブランド力の強化

① サステナブル・ツーリズムの推進

② 持続的観光指標の設定と観光管理の体制構築

ウ 多彩かつ質の高い観光の推進

① 国内外観光客のマーケティング

② 沖縄のソフトパワーを生かしたツーリズムの推進

③ 多様な市場における沖縄観光の価値を訴求する誘客活動の展

開

④ 質の高いクルーズ観光の推進

⑤ 観光消費額向上に資する新たな拠点形成や観光プログラムの

創出

⑥ 空港・港湾と観光拠点エリアにおける観光二次交通の利便性

向上

エ デジタルトランスフォーメーションによる沖縄観光の変革

① ICTによる新たな観光体験の創出促進

② ICT・通信インフラを拡充した観光施設等の受入体制構築

③ 世界のビジネスパーソン等が訪れるワーケーション拠点の形

成

④ リアルタイムな観光情報の提供

⑤ 観光二次交通の利用促進

オ マリンタウンMICEエリアの形成を核とした戦略的なMICEの振興

① MICE振興とビジネスツーリズムの推進

② マリンタウンMICEエリアを核とした全県的なMICE受入体制の

整備

③ MICEを活用した関連産業の振興

⑹ 沖縄の優位性や潜在力を生かした新たな産業の創出

ウ 沖縄のソフトパワーを生かした新事業・新産業の創出

① 文化芸術に関する産業の創出・振興

② 空手を活用した産業の創出・振興

③ eスポーツを活用した新たな展開

④ 健康サービス産業の振興

⑼ 希望と活力にあふれる「スポーツアイランド沖縄」の形成
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ア スポーツ関連産業の振興と地域の活性化

① スポーツコンベンションの推進とスポーツ交流拠点の形成

② スポーツを核とした新たな産業の創出とアジア展開

③ スポーツ資源を活用したまちづくり

イ 県民等が主体的に参画するスポーツ環境の整備

① スポーツ施設及び関連基盤の整備・充実

② 県民の競技力向上・スポーツ活動の推進

③ 県民一人ひとりが参加する生涯スポーツの推進

⑽ 島々の資源・魅力を生かし、潜在力を引き出す産業振興

ウ 持続可能で高品位な離島観光の振興

① 着地型観光プログラム等の定着

② 環境に配慮した持続可能な観光の推進

⑿ 自立型経済の構築に向けた社会基盤の高度化とネットワークの

形成

イ 世界水準の拠点空港等の整備

② 国際路線の拡充に向けた取組強化

③ 空港における高度な危機管理体制の構築

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑵ 沖縄を結び目とするグローバルな交流ネットワークの形成

ア 交流基盤としてのウチナーネットワークの継承・発展

① 国内外のウチナーンチュとの絶え間ない交流

② 交流の架け橋となる人づくり

イ 多文化共生社会の構築

① 在住外国人等が住みやすい地域づくり

② 県民の異文化理解・国際理解の促進

ウ 多元的な交流の推進

① 観光交流、経済交流等の推進

② 沖縄の文化を通じた交流

⑷ 離島を核とする交流の活性化と関係人口の創出

イ 離島を核とする関係人口の創出と移住促進

① 離島におけるテレワーク、ワーケーション等の推進

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑸ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくり

イ 地域産業を担う人づくり

① 多彩で質の高いサービスを提供できる観光人材の育成・確

保

○第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域

ウ 観光振興及び歴史文化の継承・発展
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① 自然環境等を生かした観光振興

② 文化の継承・発展

⑵ 中部圏域

イ 歴史文化の継承・発展及び観光振興

① 歴史文化の継承・発展

② 異文化融合した圏域の特色を生かした観光振興

③ スポーツコンベンション地域の形成

⑶ 南部圏域

イ 歴史文化の継承・発展及び観光振興

① 歴史文化の継承・発展

② 国際交流都市機能や圏域の魅力を生かした観光振興

⑷ 宮古圏域

イ 自然環境等を生かした観光及び文化・交流

① 自然環境等を生かした観光振興

② 伝統文化の継承及び国内外の交流促進

⑸ 八重山圏域

イ 自然環境等を生かした観光及び文化・交流

① 自然環境等を生かした観光振興

② 伝統文化の継承及び国内外の交流促進

⑶ 文化観光スポーツ部会の構成について

文化観光スポーツ部会の構成は次のとおりである。

◎下地 芳郎 一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー会長

○平田 大一 沖縄文化芸術振興アドバイザー

現代版組踊推進協議会会長

石原 端子 沖縄大学人文学部准教授

大城 學 岐阜女子大学沖縄サテライト校教授

倉科 和子 独立行政法人国際協力機構沖縄センター所長

小島 博子 株式会社EGL OKINAWA代表取締役

一般社団法人日本旅行業協会沖縄県支部副支部長

佐久本 嗣男 一般社団法人劉衛流龍鳳会会長

渡嘉敷 通之 公益財団法人沖縄県スポーツ協会専務理事

富田めぐみ 合同会社琉球芸能大使館代表

原田 宗彦 一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構会長

東 良和 沖縄ツーリスト株式会社代表取締役会長

前田 裕子 公益財団法人名護市観光協会理事長

ﾐｹﾞｰﾙ･ﾀﾞﾙｰｽﾞ 沖縄空手案内センタースタッフ

與座 博好 公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団理事長

與座 嘉博 一般社団法人日本旅行業協会沖縄県支部支部長
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※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 文化観光スポーツ部会の開催実績について

文化観光スポーツ部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回文化観光スポーツ部会

日時：令和３年７月19日（月）15:00～17:00

場所：県庁１階第１・第２会議室

議題：審議事項

⑴ 沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展

⑵ 悠久の歴史や伝統文化に育まれた魅力ある空間と風土の形成

⑶ 県土のグランドデザインと圏域別展開

〇第２回文化観光スポーツ部会

日時：令和３年８月６日（金）9:30～12:00

場所：県庁１階第１・第２会議室

議題：審議事項

⑴ 第１回部会審議結果（案）及び委員意見のとりまとめ

⑵ 希望と活力にあふれる「スポーツアイランド沖縄」の形成

⑶ 沖縄を結び目とするグローバルな交流ネットワークの形成

〇第３回文化観光スポーツ部会

日時：令和３年８月23日（月）14:00～17:00

場所：八汐荘屋良ホール

議題：審議事項

⑴ 第２回部会審議結果(案)及び委員意見のとりまとめ

⑵ 第４章及び第６章の観光に関する部分

〇第４回文化観光スポーツ部会

日時：令和３年９月２日（木）14:00～17:00

場所：八汐荘中会議室

議題：審議事項

⑴ 第３回部会審議結果(案)及び委員意見のとりまとめ

⑵ 第４章及び第６章の観光に関する部分

⑶ 成果指標について

〇第５回文化観光スポーツ部会

日時：令和３年11月16日（火）14:00～17:00

場所：沖縄県市町村自治会館中会議室
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議題：審議事項

⑴ 新たな振興計画（中間とりまとめ）について

⑵ 主要指標及び成果指標について

〇第６回文化観光スポーツ部会

日時：令和３年11月24日（水）10:00～12:00

場所：沖縄県市町村自治会館大会議室

議題：審議事項

⑴ 新たな振興計画（中間とりまとめ）審議結果振り返り

⑵ 主要指標及び成果指標について

３ 文化観光スポーツ部会における調査審議結果

⑴ 新たな振興計画（素案）に対する修正意見について

新たな振興計画（素案）に対する修正意見については、別紙１－１（新た

な振興計画（素案）に対する修正意見審議結果一覧（文化観光スポーツ部会））

のとおり、新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見については、

別紙１－２（新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見審議結果

一覧（文化観光スポーツ部会））のとおり取りまとめた。

⑵ 関連体系図（案）に対する修正意見について

関連体系図（案）に対する修正意見については、別紙２（関連体系図（案）

に対する修正意見審議結果一覧（文化観光スポーツ部会））のとおり取りま

とめた。

⑶ 自由意見について

調査審議の過程における⑴及び⑵以外の意見については、別紙３（自由意

見の一覧（文化観光スポーツ部会））のとおり取りまとめた。
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形
（
原

形
）
を

正
し

く
理

解
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
「
伝

統
芸

能
の

正
し

い
継

承
と

発
展

」
と

す
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

当
該

項
目

で
は

、
本

県
の

歴
史

と
風

土
に

培
わ

れ
て

き
た

独
特

の
伝

統
文

化
を

継
承

発
展

さ
せ

て
い

く
こ

と
の

重
要

性
を

踏
ま

え
た

も
の

で
あ

り
、

委
員

ご
指

摘
の

と
お

り
将

来
に

渡
っ

て
「
正

し
く
」
保

存
・
継

承
さ

れ
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
伝

統
芸

能
の

分
野

に
お

い
て

も
、

継
承

に
と

ど
ま

ら
ず

、
新

た
な

創
造

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

発
展

の
た

め
の

取
り

組
み

も
行

っ
て

い
く
こ

と
と

し
て

い
る

。
当

該
趣

旨
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
県

文
化

振
興

条
例

に
お

い
て

も
同

様
で

あ
り

、
同

条
例

に
お

い
て

も
「
伝

統
的

な
文

化
の

継
承

及
び

発
展

」
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
表

現
と

し
て

は
現

状
ど

お
り

統
一

さ
せ

た
い

。

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

7



別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
4
章

4
3

2
7

□
 組

踊
、

三
線

を
伴

奏
楽

器
と

す
る

三
線

音
楽

、
琉

球
舞

踊
そ

の
他

の
伝

統
芸

能
等

を
県

民
向

け
に

披
露

す
る

機
会

の
創

出
や

、
県

民
に

向
け

た
鑑

賞
機

会
の

提
供

と
発

信
を

通
し

て
、

伝
統

芸
能

の
継

承
と

発
展

に
取

り
組

む
。

□
 組

踊
、

三
線

を
伴

奏
楽

器
と

す
る

三
線

音
楽

、
琉

球
舞

踊
そ

の
他

の
伝

統
芸

能
等

を
県

民
向

け
に

披
露

す
る

機
会

の
創

出
や

、
広

く
国

内
外

に
向

け
た

鑑
賞

機
会

の
提

供
と

情
報

発
信

を
通

し
て

、
伝

統
芸

能
の

継
承

と
発

展
に

取
り

組
む

。

①
県

民
が

独
自

の
文

化
に

誇
り

を
持

ち
、

継
承

し
て

い
く
た

め
に

は
、

そ
れ

ら
文

化
・
芸

術
に

県
民

が
触

れ
る

機
会

を
増

や
す

だ
け

で
な

く
、

県
外

（
世

界
）
か

ら
の

評
価

を
得

る
よ

う
な

視
点

・
施

策
が

必
要

で
は

な
い

か
。

（
外

か
ら

の
評

価
で

県
民

が
価

値
・
誇

り
を

再
認

識
す

る
こ

と
が

促
進

さ
れ

る
）

②
国

内
外

へ
向

け
た

鑑
賞

機
会

の
提

供
と

情
報

発
信

に
関

し
て

は
、

質
の

高
い

も
の

を
提

供
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

鑑
賞

し
た

人
の

評
価

が
低

け
れ

ば
、

次
の

鑑
賞

機
会

は
な

か
な

か
得

ら
れ

な
い

。
公

演
の

際
に

は
、

人
手

が
足

り
ず

演
者

が
舞

台
裏

の
仕

事
を

す
る

こ
と

も
あ

り
、

演
者

が
舞

台
に

集
中

で
き

な
い

状
況

が
多

々
あ

る
。

良
い

舞
台

を
作

り
上

げ
る

た
め

に
は

人
手

が
掛

か
る

の
で

、
舞

台
を

支
え

る
人

材
の

確
保

も
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

②
の

ご
意

見
に

関
し

て
文

化
芸

術
の

振
興

に
当

た
っ

て
は

、
委

員
ご

指
摘

の
と

お
り

質
の

高
い

文
化

芸
術

が
人

々
に

深
い

感
動

や
新

た
な

発
見

を
も

た
ら

す
と

と
も

に
、

人
々

の
創

造
性

を
喚

起
す

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
を

実
現

す
る

た
め

、
１

－
４

－
イ

-
①

に
お

い
て

文
化

芸
術

を
担

う
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

、
当

該
項

目
で

は
、

広
く
国

内
外

に
発

信
し

て
い

く
こ

と
を

明
確

に
す

る
た

め
、

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
4
章

4
5

1
2

□
 広

く
県

民
が

、
国

内
外

の
優

れ
た

文
化

芸
術

を
鑑

賞
で

き
る

機
会

を
拡

充
し

、
文

化
創

造
勝

つ
そ

う
の

尊
さ

や
芸

術
の

感
動

を
体

感
で

き
る

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

□
 高

齢
者

や
障

害
者

、
青

少
年

を
含

め
、

広
く
県

民
が

、
国

内
外

の
優

れ
た

文
化

芸
術

を
鑑

賞
で

き
る

機
会

を
拡

充
し

、
文

化
創

造
勝

つ
そ

う
の

尊
さ

や
芸

術
の

感
動

を
体

感
で

き
る

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

社
会

的
課

題
の

解
決

に
お

い
て

、
文

化
の

力
が

発
揮

で
き

る
よ

う
な

振
興

計
画

が
で

き
な

い
か

。

社
会

的
課

題
の

解
決

に
お

い
て

、
文

化
の

力
が

発
揮

で
き

る
よ

う
な

振
興

計
画

が
で

き
な

い
の

か
特

に
近

年
、

福
祉

や
介

護
の

世
界

と
文

化
の

融
合

が
か

な
り

重
要

視
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
る

。
福

祉
や

子
ど

も
の

貧
困

関
係

の
課

題
、

あ
る

い
は

高
齢

者
の

皆
さ

ん
の

芸
能

活
動

を
通

じ
た

生
き

生
き

頑
張

っ
て

い
る

姿
な

ど
、

社
会

的
な

課
題

に
も

っ
と

連
携

で
き

る
よ

う
な

包
括

的
な

振
興

計
画

を
検

討
し

て
頂

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

と
お

り
修

正
す

る
。

4
5
ペ

ー
ジ

の
1
2
行

目
で

示
し

て
お

り
ま

す
「
広

く
県

民
」

は
、

高
齢

者
や

障
害

者
、

青
少

年
な

ど
を

幅
広

く
含

む
も

の
と

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

が
、

委
員

の
ご

指
摘

を
踏

ま
え

、
文

頭
に

「
高

齢
者

や
障

害
者

、
青

少
年

等
、

」
と

加
筆

修
正

す
る

こ
と

で
、

社
会

的
課

題
の

解
決

へ
の

連
携

を
よ

り
明

確
に

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
4
章

4
6

2
ウ

　
沖

縄
空

手
の

保
存

・
継

承
・
発

展
―

エ
イ

サ
ー

と
比

較
し

て
、

沖
縄

空
手

の
学

校
で

の
普

及
率

は
低

い
の

で
、

学
校

に
も

協
力

を
お

願
い

し
て

空
手

の
普

及
が

で
き

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

ま
た

、
海

外
の

学
校

か
ら

空
手

の
交

流
を

し
た

い
と

い
う
希

望
も

あ
る

の
で

、
海

外
と

の
交

流
と

い
う
点

で
も

空
手

に
は

可
能

性
が

あ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
学

校
へ

講
師

を
派

遣
し

沖
縄

空
手

の
実

技
や

歴
史

等
に

関
す

る
出

前
講

座
を

実
施

す
る

な
ど

、
県

内
の

教
育

関
係

機
関

や
空

手
関

係
団

体
と

連
携

を
図

り
、

感
性

を
育

む
大

切
な

時
期

で
あ

る
幼

少
期

に
お

け
る

空
手

の
体

験
機

会
の

創
出

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
海

外
の

学
校

と
の

交
流

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

空
手

会
館

内
に

設
置

し
て

い
る

「
沖

縄
空

手
案

内
セ

ン
タ

ー
」
を

通
じ

て
受

け
入

れ
の

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト

を
行

い
、

沖
縄

空
手

会
館

を
拠

点
に

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

な
ど

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

6
4
章

4
6

2
ウ

　
沖

縄
空

手
の

保
存

・
継

承
・
発

展
―

空
手

に
関

し
て

学
校

教
育

の
中

で
取

り
入

れ
て

い
る

校
数

と
か

を
目

標
に

し
て

い
る

の
か

。
義

務
教

育
課

程
か

ら
高

等
学

校
と

か
も

含
め

て
、

空
手

着
着

用
を

必
須

と
せ

ず
体

操
着

で
も

よ
い

と
す

る
な

ど
、

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
て

学
校

教
育

の
中

で
受

け
入

れ
ら

れ
る

よ
う
に

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
学

校
へ

講
師

を
派

遣
し

沖
縄

空
手

の
実

技
や

歴
史

等
に

関
す

る
出

前
講

座
を

実
施

す
る

な
ど

、
県

内
の

教
育

関
係

機
関

や
空

手
関

係
団

体
と

連
携

を
図

り
、

感
性

を
育

む
大

切
な

時
期

で
あ

る
幼

少
期

に
お

け
る

空
手

の
体

験
機

会
の

創
出

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
当

該
取

組
を

含
む

施
策

全
体

（
1
-
⑷

-
ウ

-
①

）
に

係
る

指
標

に
つ

い
て

は
、

県
内

空
手

道
場

に
お

け
る

門
下

生
数

を
指

標
と

し
て

お
り

ま
す

。

7
4
章

4
6

2
ウ

　
沖

縄
空

手
の

保
存

・
継

承
・
発

展
―

空
手

の
普

及
も

小
学

校
の

と
き

に
全

員
さ

せ
た

ら
ど

う
か

。
小

学
校

の
と

き
に

空
手

の
型

(か
た

)は
体

育
ま

た
は

運
動

会
で

必
ず

習
う
も

の
と

し
、

空
手

の
こ

の
型

(か
た

)は
し

っ
か

り
で

き
る

と
い

う
の

が
あ

る
と

よ
い

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
学

校
へ

講
師

を
派

遣
し

沖
縄

空
手

の
実

技
や

歴
史

等
に

関
す

る
出

前
講

座
を

実
施

す
る

な
ど

、
県

内
の

教
育

関
係

機
関

や
空

手
関

係
団

体
と

連
携

を
図

り
、

感
性

を
育

む
大

切
な

時
期

で
あ

る
幼

少
期

に
お

け
る

空
手

の
体

験
機

会
の

創
出

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

そ
の

中
で

、
委

員
か

ら
ご

提
案

の
あ

り
ま

す
小

学
校

に
お

け
る

型
の

演
武

の
導

入
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
4
章

4
9

1
5

□
  

さ
ら

に
、

組
踊

や
エ

イ
サ

ー
な

ど
琉

球
文

化
の

次
世

代
へ

の
継

承
や

発
展

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
が

誇
れ

る
琉

球
文

化
を

国
内

外
へ

発
信

す
る

な
ど

、
首

里
城

に
象

徴
さ

れ
る

琉
球

王
国

の
歴

史
、

万
国

津
梁

と
し

て
独

自
の

文
化

を
築

い
て

き
た

琉
球

文
化

の
ル

ネ
サ

ン
ス

を
興

す
必

要
が

あ
る

。

さ
ら

に
、

組
踊

、
空

手
や

エ
イ

サ
ー

な
ど

琉
球

文
化

の
空

手
は

、
沖

縄
県

に
と

っ
て

重
要

な
文

化
財

で
あ

り
、

世
界

で
沖

縄
の

一
番

知
ら

れ
て

い
る

文
化

財
で

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
4
章

5
1

1
1

□
  

首
里

城
及

び
そ

の
周

辺
エ

リ
ア

に
お

い
て

、
組

踊
や

県
内

各
地

の
伝

統
芸

能
の

鑑
賞

な
ど

琉
球

文
化

を
体

感
で

き
る

機
会

の
創

出
や

、
芸

術
性

・
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト

性
の

高
い

新
た

な
琉

球
芸

能
の

創
作

機
会

の
創

出
等

に
取

り
組

む
。

組
踊

、
空

手
や

県
内

各
地

の
伝

統
芸

能
の

鑑
賞

な
ど

組
踊

や
舞

踊
と

共
に

、
空

手
は

芸
術

の
面

で
も

キ
ラ

ー
コ

ン
テ

ン
ツ

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

県
が

空
手

の
ユ

ネ
ス

コ
登

録
を

目
指

す
こ

と
か

ら
、

琉
球

文
化

で
あ

る
空

手
を

し
っ

か
り

位
置

づ
け

る
こ

と
を

目
指

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0

4
章

8
8

1
0

観
光

産
業

と
多

様
な

産
業

と
の

連
携

―
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
い

う
項

目
は

、
こ

れ
は

ま
さ

に
最

も
短

い
距

離
で

日
本

経
済

発
展

に
直

結
す

る
可

能
性

の
あ

る
分

野
で

あ
り

ま
し

て
、

他
の

単
品

の
優

位
性

の
あ

る
項

目
と

レ
ベ

ル
の

違
う
話

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

　
こ

の
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
位

置
づ

け
に

つ
い

て
、

そ
う
い

う
観

点
か

ら
こ

れ
か

ら
ご

議
論

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

経
済

発
展

に
つ

な
が

る
可

能
性

を
踏

ま
え

て
基

本
施

策
３

(２
)エ

で
下

記
の

と
お

り
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

ま
ま

と
し

た
い

。

（
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
9
7
頁

9
～

1
3
行

）
③

 世
界

の
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン
等

が
訪

れ
る

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

拠
点

の
形

成
　

観
光

地
に

お
け

る
W

i-
F
i 
等

の
通

信
設

備
、

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
。

　
送

り
手

と
な

る
企

業
や

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

個
人

向
け

の
誘

客
活

動
を

展
開

す
る

。

1
1

4
章

8
8

1
4

□
  

観
光

産
業

と
他

産
業

を
つ

な
ぐ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
を

強
化

す
る

ほ
か

、
農

山
漁

村
地

域
等

に
お

け
る

体
験

交
流

型
観

光
等

の
各

種
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

。

―
沖

縄
に

は
島

し
ょ
地

域
の

課
題

を
克

服
し

て
き

た
独

特
の

経
験

と
技

術
が

あ
り

、
こ

れ
は

世
界

に
誇

れ
る

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。
観

光
産

業
と

他
産

業
を

つ
な

ぐ
と

い
う
観

点
で

は
、

そ
れ

ら
技

術
を

見
せ

る
イ

ン
フ

ラ
ツ

ー
リ
ズ

ム
も

効
果

的
で

あ
り

、
明

示
し

て
は

ど
う
か

と
考

え
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
イ

ン
フ

ラ
ツ

ー
リ
ズ

ム
も

観
光

産
業

と
他

産
業

を
つ

な
ぐ

と
い

う
観

点
に

お
い

て
重

要
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

多
様

な
産

業
間

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
イ

ン
フ

ラ
ツ

ー
リ
ズ

ム
も

含
む

多
彩

な
体

験
交

流
型

観
光

等
が

創
出

さ
れ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
の

で
、

原
文

の
と

お
り

と
し

た
い

と
思

い
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2

4
章

8
8

1
4

□
  

観
光

産
業

と
他

産
業

を
つ

な
ぐ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
を

強
化

す
る

ほ
か

、
農

山
漁

村
地

域
等

に
お

け
る

体
験

交
流

型
観

光
等

の
各

種
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

。

島
嶼

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

体
験

交
流

型
観

光
等

農
山

漁
村

と
い

う
表

現
が

沖
縄

県
で

は
一

般
的

な
表

現
で

は
な

い
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
3

4
章

8
8

3
2

⑵
 世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

と
沖

縄
観

光
の

変
革

8
9
ペ

ー
ジ

２
行

と
３

行
の

間
に

追
加

□
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に
よ

り
世

界
的

に
観

光
産

業
は

影
響

を
受

け
て

お
り

、
本

県
に

お
い

て
も

入
域

観
光

客
数

が
大

幅
に

減
少

す
る

な
ど

、
多

大
な

影
響

を
受

け
て

い
る

。

□
本

県
経

済
の

回
復

を
図

る
た

め
に

は
、

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
で

あ
る

観
光

産
業

の
回

復
と

更
な

る
発

展
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

感
染

状
況

に
応

じ
た

防
疫

体
制

の
充

実
強

化
と

と
も

に
、

人
材

の
育

成
と

確
保

を
含

む
観

光
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

に
取

り
組

む
。

①
沖

縄
振

興
計

画
の

中
で

、
沖

縄
の

最
も

大
き

な
産

業
で

あ
り

、
且

つ
甚

大
な

コ
ロ

ナ
の

被
害

を
受

け
て

い
る

観
光

を
次

の
1
0
年

間
で

ど
う
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

く
か

書
き

加
え

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

②
観

光
の

部
分

が
始

ま
る

8
8
ペ

ー
ジ

と
8
9

ペ
ー

ジ
の

中
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

で
沖

縄
の

観
光

産
業

が
大

き
く
打

撃
を

受
け

て
い

る
と

い
う

こ
と

か
ら

、
プ

レ
ー

ヤ
ー

を
し

っ
か

り
育

成
す

る
視

点
も

含
め

て
、

次
の

1
0
年

間
の

中
で

沖
縄

の
観

光
を

担
う
業

界
に

対
す

る
考

え
方

を
一

定
盛

り
込

む
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
4

4
章

8
8

3
2

□
  

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
の

国
連

世
界

観
光

機
関

（
U

N
W

T
O

）
に

よ
る

将
来

見
通

し
で

は
、

2
0
3
0
年

の
海

外
旅

行
者

数
は

1
8
億

人
と

見
込

ま
れ

、
ア

ジ
ア

や
中

南
米

、
中

央
・
東

欧
、

東
地

中
海

地
域

、
中

東
、

ア
フ

リ
カ

と
い

っ
た

新
興

国
の

シ
ェ

ア
は

、
1
9
8
0
年

の
3
0
％

か
ら

2
0
3
0
年

に
は

5
7
％

に
な

る
と

予
測

さ
れ

て
い

る
。

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
の

国
連

世
界

観
光

機
関

（
U

N
W

T
O

）
に

よ
る

将
来

見
通

し
で

は
、

2
0
3
0
年

の
海

外
旅

行
者

数
は

1
8
億

人
と

見
込

ま
れ

、
ア

ジ
ア

や
中

南
米

、
中

央
・
東

欧
、

東
地

中
海

地
域

、
中

東
、

ア
フ

リ
カ

と
い

っ
た

新
興

国
の

シ
ェ

ア
は

、
1
9
8
0
年

の
3
0
％

か
ら

2
0
3
0
年

に
は

5
7
％

に
な

る
と

予
測

さ
れ

て
い

た
。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
世

界
の

観
光

は
大

き
な

影
響

を
受

け
て

い
る

た
め

、
「
予

測
さ

れ
て

い
た

」
と

過
去

形
に

す
る

か
、

現
状

に
つ

い
て

の
補

足
説

明
を

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
5

4
章

8
9

8
　

今
後

の
空

・
海

・
陸

の
交

通
網

や
M

IC
E

施
設

等
の

社
会

基
盤

整
備

に
向

け
て

は
、

土
地

利
用

計
画

の
見

直
し

や
、

補
助

金
、

税
制

優
遇

措
置

な
ど

企
業

・
団

体
・
個

人
へ

の
支

援
を

行
う
と

と
も

に
、

適
切

な
市

場
分

析
の

下
で

の
情

報
発

信
等

に
よ

り
、

民
間

の
活

動
を

誘
導

・
誘

発
へ

と
つ

な
げ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

一
方

、
こ

れ
ら

に
併

せ
て

環
境

等
の

規
制

や
新

た
な

課
税

制
度

等
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

こ
と

で
、

持
続

可
能

な
観

光
地

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

今
後

の
空

・
海

・
陸

の
交

通
網

や
M

IC
E
施

設
等

の
社

会
基

盤
整

備
に

向
け

て
は

、
土

地
利

用
計

画
の

見
直

し
や

、
補

助
金

、
税

制
優

遇
措

置
な

ど
企

業
・
団

体
へ

の
支

援
を

行
う
と

と
も

に
、

社
会

基
盤

性
に

当
た

っ
て

、
「
個

人
」
へ

の
支

援
を

行
う
と

あ
る

が
個

人
の

役
割

に
つ

い
て

は
明

確
で

は
な

い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

「
個

人
」
の

表
記

を
削

除
す

る
。

1
6

4
章

8
9

1
3

□
  

持
続

可
能

な
観

光
の

推
進

に
向

け
て

、
地

元
住

民
の

意
向

や
環

境
容

量
等

に
関

す
る

指
標

の
精

査
や

活
用

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

際
、

社
会

・
文

化
、

経
済

、
環

境
を

含
め

た
総

合
的

な
指

標
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

検
証

可
能

な
計

画
を

具
体

化
し

、
持

続
可

能
な

沖
縄

観
光

の
基

盤
と

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

□
  

持
続

可
能

な
観

光
の

推
進

に
向

け
て

、
地

元
住

民
の

意
向

や
観

光
消

費
の

地
域

還
元

性
、

環
境

容
量

等
に

関
す

る
指

標
の

精
査

や
活

用
に

つ
い

て
、

さ
ら

に
検

討
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
際

、
社

会
・
文

化
、

経
済

、
環

境
を

含
め

た
総

合
的

な
指

標
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

検
証

可
能

な
計

画
を

具
体

化
し

、
持

続
可

能
な

沖
縄

観
光

の
基

盤
と

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

地
域

経
済

に
還

元
す

る
点

を
盛

り
込

む
必

要
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
7

4
章

8
9

1
7

□
  

沖
縄

経
済

を
牽

引
す

る
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ
ス

ク
、

S
D

G
s、

IC
T
の

進
化

な
ど

、
外

部
環

境
の

変
化

に
適

応
す

る
と

と
も

に
、

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
か

し
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
を

目
指

す
。

□
  

観
光

は
平

和
産

業
で

あ
る

と
い

う
理

念
の

も
と

、
沖

縄
経

済
を

牽
引

す
る

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ
ス

ク
、

S
D

G
s、

IC
T
の

進
化

な
ど

、
外

部
環

境
の

変
化

に
適

応
す

る
と

と
も

に
、

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
か

し
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
を

目
指

す
。

平
和

産
業

の
強

調
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
8

4
章

8
9

2
0

2
4

□
  

安
全

・
安

心
で

快
適

な
観

光
地

の
形

成
を

基
本

方
向

に
、

世
界

の
観

光
需

要
に

対
応

し
た

受
入

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

観
光

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

、
D

X
を

取
り

入
れ

た
観

光
の

高
度

化
・
多

様
化

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
量

に
加

え
質

の
向

上
も

取
り

組
む

な
ど

、
沖

縄
観

光
の

変
革

が
課

題
で

あ
る

。

□
  

こ
の

た
め

、
「
新

し
い

生
活

様
式

/
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

」
に

お
け

る
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
の

推
進

、
S
D

G
sに

適
応

す
る

観
光

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

、
多

彩
か

つ
質

の
高

い
観

光
の

推
進

、
D

X
に

よ
る

沖
縄

観
光

の
変

革
、

マ
リ
ン

タ
ウ

ン
M

IC
E
エ

リ
ア

の
形

成
を

核
と

し
た

戦
略

的
な

M
IC

E
の

振
興

に
取

り
組

む
。

□
　

安
全

・
安

心
で

快
適

な
観

光
地

の
形

成
を

基
本

方
向

に
、

世
界

の
観

光
需

要
に

対
応

し
た

多
様

な
受

入
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
観

光
・
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
、

Ｄ
Ｘ

を
取

り
入

れ
た

観
光

の
高

度
化

・
多

様
化

を
促

進
す

る
沖

縄
観

光
の

変
革

が
課

題
で

あ
る

。
　

ま
た

、
地

域
社

会
、

経
済

、
環

境
の

３
つ

の
側

面
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
し

、
旅

行
者

・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
持

続
可

能
な

観
光

地
を

形
成

す
る

た
め

に
も

、
一

定
の

量
に

加
え

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
な

ど
質

の
向

上
に

取
り

組
む

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

□
　

こ
の

た
め

、
「
新

し
い

生
活

様
式

／
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

」
に

お
け

る
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
の

推
進

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

適
応

す
る

観
光

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

、
多

彩
か

つ
質

の
高

い
観

光
の

推
進

、
Ｄ

Ｘ
に

よ
る

沖
縄

観
光

の
変

革
、

マ
リ
ン

タ
ウ

ン
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

エ
リ
ア

の
形

成
を

核
と

し
た

戦
略

的
な

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
の

振
興

に
取

り
組

む
。

8
9
ペ

ー
ジ

2
0
行

目
と

2
4
行

目
に

一
部

重
複

が
あ

る
た

め
整

理
が

必
要

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
9

4
章

8
9

3
0

□
  

安
全

・
安

心
で

あ
る

こ
と

は
、

ほ
と

ん
ど

の
観

光
客

が
求

め
る

観
光

地
と

し
て

の
基

本
的

な
要

件
で

あ
る

。
本

県
に

は
日

本
品

質
の

生
活

基
盤

に
加

え
て

、
お

も
て

な
し

、
や

さ
し

さ
、

気
遣

い
の

県
民

性
を

有
し

て
お

り
、

観
光

地
と

し
て

「
安

全
・
安

心
」
プ

ラ
ス

「
快

適
」
な

レ
ベ

ル
ま

で
高

め
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
十

分
な

強
み

と
し

て
、

誰
も

が
リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
楽

し
め

る
観

光
地

と
し

て
の

受
入

品
質

を
高

め
る

環
境

整
備

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

―
「
新

し
い

生
活

様
式

／
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

」
に

お
け

る
観

光
の

変
化

を
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
1
4
ペ

ー
ジ

6
行

目
に

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
っ

て
顕

在
化

し
た

課
題

」
と

し
て

記
載

し
て

お
り

、
新

し
い

生
活

様
式

へ
の

対
応

は
、

各
取

組
共

通
の

課
題

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

当
該

箇
所

は
、

原
文

の
ま

ま
と

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
0

4
章

9
0

5
□

  
自

然
災

害
、

新
興

感
染

症
、

政
治

的
動

乱
、

各
種

の
風

評
被

害
な

ど
、

観
光

を
取

り
巻

く
環

境
に

は
様

々
な

リ
ス

ク
が

存
在

す
る

。
こ

の
よ

う
な

リ
ス

ク
が

表
面

化
し

た
と

き
に

は
、

観
光

産
業

は
も

と
よ

り
本

県
の

社
会

・
経

済
全

体
に

大
き

な
打

撃
や

多
大

な
損

失
を

及
ぼ

す
。

水
際

対
策

、
検

査
の

拡
大

、
感

染
経

路
追

跡
等

の
防

疫
体

制
の

拡
充

や
想

定
外

の
危

機
に

備
え

た
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
を

実
現

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
  

自
然

災
害

、
新

興
感

染
症

、
政

治
的

動
乱

、
各

種
の

風
評

被
害

な
ど

、
観

光
を

取
り

巻
く
環

境
に

は
様

々
な

リ
ス

ク
が

存
在

す
る

。
こ

の
よ

う
な

リ
ス

ク
が

表
面

化
し

た
と

き
に

は
、

観
光

産
業

は
も

と
よ

り
本

県
の

社
会

・
経

済
全

体
に

大
き

な
打

撃
や

多
大

な
損

失
を

及
ぼ

す
。

　
こ

の
た

め
、

観
光

危
機

発
生

時
に

お
け

る
観

光
客

へ
の

情
報

発
信

、
避

難
・
帰

宅
困

難
者

対
策

、
水

際
対

策
、

観
光

危
機

後
の

風
評

被
害

対
策

、
観

光
産

業
の

早
期

復
興

に
向

け
た

対
策

は
も

と
よ

り
、

平
常

時
か

ら
、

危
機

に
備

え
た

安
全

・
安

心
で

快
適

な
観

光
を

実
現

す
る

た
め

の
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

沖
縄

県
が

平
成

２
７

年
度

に
定

め
た

「
沖

縄
県

観
光

危
機

管
理

基
本

計
画

」
で

定
め

て
い

る
基

本
方

針
等

を
踏

ま
え

た
総

合
的

な
内

容
が

必
要

。
原

案
は

感
染

症
対

策
が

中
心

と
な

っ
て

い
る

。

県
計

画
（
基

本
計

画
、

実
行

計
画

）
及

び
市

町
村

計
画

な
ど

の
視

点
を

踏
ま

え
て

記
載

し
て

頂
き

た
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
1

4
章

9
0

2
0

□
  

空
港

・
港

湾
に

お
い

て
は

、
多

数
の

外
国

人
旅

行
者

等
が

同
時

に
入

域
す

る
ス

ム
ー

ズ
で

ス
ト

レ
ス

の
な

い
玄

関
口

と
し

て
、

C
IQ

の
迅

速
化

等
に

取
り

組
む

。

―
特

に
那

覇
空

港
内

に
お

け
る

宿
泊

施
設

、
ク

リ
ニ

ッ
ク

及
び

保
育

所
な

ど
新

た
な

機
能

が
必

要
で

あ
る

。

基
盤

整
備

部
会

へ
申

し
送

り

2
2

4
章

9
0

2
0

□
  

空
港

・
港

湾
に

お
い

て
は

、
多

数
の

外
国

人
旅

行
者

等
が

同
時

に
入

域
す

る
ス

ム
ー

ズ
で

ス
ト

レ
ス

の
な

い
玄

関
口

と
し

て
、

C
IQ

の
迅

速
化

等
に

取
り

組
む

。

―
感

染
症

対
策

の
観

点
か

ら
は

、
国

際
線

に
限

ら
ず

空
港

内
の

全
体

感
染

症
対

策
と

し
て

の
検

疫
機

能
の

充
実

や
医

療
機

関
と

の
連

携
な

ど
が

必
要

で
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

番
号

9
0
（
1
4
2
ペ

ー
ジ

2
3
行

）
に

お
い

て
も

同
様

の
ご

意
見

を
い

た
だ

い
て

お
り

、
同

意
見

を
踏

ま
え

て
修

正
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、

左
記

ご
意

見
は

、
当

該
修

正
に

反
映

・
包

含
さ

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

<
参

考
：
番

号
9
0
（
1
4
2
ペ

ー
ジ

2
3
行

）
に

お
け

る
委

員
の

意
見

>
□

  
特

に
検

疫
機

能
の

強
化

が
求

め
れ

て
お

り
、

各
圏

域
に

お
い

て
C

IQ
 の

体
制

強
化

な
ど

、
外

国
人

観
光

客
の

円
滑

な
受

入
体

制
の

構
築

に
関

係
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
む

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
3

4
章

9
0

2
6

□
  

沖
縄

ら
し

い
風

景
づ

く
り

、
憩

い
の

場
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

の
整

備
に

加
え

、
空

港
、

港
湾

の
緑

化
、

良
好

な
沿

岸
景

観
の

形
成

な
ど

、
観

光
地

と
し

て
の

受
入

品
質

を
単

な
る

「
安

全
・
安

心
」
だ

け
で

は
な

い
「
快

適
」
な

レ
ベ

ル
ま

で
高

め
、

誰
も

が
リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
楽

し
め

る
国

際
的

な
観

光
地

に
ふ

さ
わ

し
い

観
光

ま
ち

づ
く
り

に
市

町
村

と
連

携
し

て
取

り
組

む
。

□
  

沖
縄

ら
し

い
風

景
の

保
全

や
創

出
、

憩
い

の
場

や
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

の
整

備
に

加
え

、
（
略

）

 「
沖

縄
ら

し
い

風
景

の
保

全
や

創
出

」
と

い
う

文
言

を
追

加
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
4

4
章

9
0

3
1

□
  

観
光

客
を

受
け

入
れ

る
県

民
一

人
ひ

と
り

の
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
意

識
を

高
揚

さ
せ

る
た

め
の

運
動

を
展

開
す

る
。

□
  

観
光

客
を

受
け

入
れ

る
県

民
一

人
ひ

と
り

の
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
意

識
を

高
め

る
運

動
を

展
開

す
る

。

高
揚

さ
せ

る
と

い
う
表

現
は

不
適

切
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
5

4
章

9
1

2
□

  
本

県
は

、
平

成
1
9
年

２
月

に
国

内
初

と
な

る
「
観

光
バ

リ
ア

フ
リ
ー

宣
言

」
を

打
ち

出
し

、
‘
誰

も
が

楽
し

め
る

、
や

さ
し

い
観

光
地

’
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

す
る

各
種

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。
様

々
な

障
害

者
の

特
性

と
多

種
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
的

確
な

対
応

を
含

め
、

「
観

光
困

難
者

」
を

体
系

的
に

把
握

し
、

誰
も

が
気

兼
ね

な
く
参

加
で

き
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

取
り

組
み

、
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

世
界

水
準

の
観

光
地

と
し

て
の

受
入

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

□
  

本
県

は
、

平
成

1
9
年

２
月

に
国

内
初

と
な

る
「
観

光
バ

リ
ア

フ
リ
ー

宣
言

」
を

打
ち

出
し

、
‘
誰

も
が

楽
し

め
る

、
や

さ
し

い
観

光
地

’
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

す
る

各
種

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。
様

々
な

障
が

い
者

の
特

性
と

多
種

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

的
確

な
対

応
を

含
め

、
「
観

光
困

難
者

」
を

体
系

的
に

把
握

し
、

誰
も

が
気

兼
ね

な
く
参

加
で

き
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

取
り

組
み

、
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

世
界

水
準

の
観

光
地

と
し

て
の

受
入

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

昨
今

の
表

記
は

、
修

正
案

が
主

流
と

な
っ

て
き

て
い

る
か

ら
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
6

4
章

9
1

8
□

  
今

後
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

振
興

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
の

来
訪

者
を

含
む

障
害

者
と

そ
の

家
族

は
重

要
な

タ
ー

ゲ
ッ
ト

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
沖

縄
観

光
が

目
指

す
べ

き
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
に

結
び

つ
く
、

障
害

の
特

性
に

応
じ

た
多

面
的

な
条

件
整

備
（
受

入
環

境
、

組
織

体
制

等
）
や

県
民

の
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
を

は
じ

め
と

す
る

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
む

。

□
  

今
後

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

振
興

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
の

来
訪

者
を

含
む

障
が

い
者

と
そ

の
家

族
は

重
要

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
沖

縄
観

光
が

目
指

す
べ

き
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
に

結
び

つ
く
、

障
が

い
の

特
性

に
応

じ
た

多
面

的
な

条
件

整
備

（
受

入
環

境
、

組
織

体
制

等
）
や

県
民

の
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
を

は
じ

め
と

す
る

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
む

。

昨
今

の
表

記
は

、
修

正
案

が
主

流
と

な
っ

て
き

て
い

る
か

ら
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
7

4
章

9
1

8
□

  
今

後
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

振
興

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
の

来
訪

者
を

含
む

障
害

者
と

そ
の

家
族

は
重

要
な

タ
ー

ゲ
ッ
ト

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
沖

縄
観

光
が

目
指

す
べ

き
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
に

結
び

つ
く
、

障
害

の
特

性
に

応
じ

た
多

面
的

な
条

件
整

備
（
受

入
環

境
、

組
織

体
制

等
）
や

県
民

の
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
を

は
じ

め
と

す
る

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
む

。

□
  

今
後

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

振
興

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
の

来
訪

者
を

含
む

障
害

者
と

そ
の

家
族

は
重

要
な

タ
ー

ゲ
ッ
ト

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
沖

縄
観

光
が

目
指

す
べ

き
「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
に

結
び

つ
く
、

（
略

）

①
２

行
目

「
沖

縄
観

光
が

目
指

す
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

～
結

び
つ

く
」
は

不
要

。
②

こ
こ

で
使

用
し

て
い

る
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
が

以
下

で
も

使
用

さ
れ

て
い

る
が

明
確

な
定

義
が

必
要

で
あ

る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
を

削
除

す
る

。
「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
の

文
言

に
つ

い
て

は
、

多
面

的
な

条
件

整
備

や
県

民
の

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
向

上
が

、
観

光
産

業
の

価
値

を
さ

ら
に

高
め

る
こ

と
を

強
調

す
る

た
め

、
残

し
て

お
く
こ

と
と

す
る

。

2
8

4
章

9
1

1
6

□
  

近
年

、
海

外
旅

行
者

数
の

急
激

な
増

加
に

伴
う
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

世
界

各
地

で
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
自

然
環

境
へ

の
影

響
や

住
民

と
の

軋
轢

な
ど

負
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
社

会
・
文

化
、

経
済

、
環

境
の

３
領

域
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
す

る
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
・
ツ

ー
リ

ズ
ム

（
持

続
可

能
な

観
光

）
や

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
･ツ

ー
リ
ズ

ム
（
責

任
あ

る
観

光
）
に

資
す

る
政

策
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

な
流

行
前

ま
で

は
、

海
外

旅
行

者
数

の
急

激
な

増
加

に
伴

う
（
中

略
）
懸

念
さ

れ
て

い
た

。

「
近

年
」
と

い
う
記

載
の

訂
正

が
必

要
。

「
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

世
界

的
な

流
行

前
ま

で
は

」
な

ど
最

新
の

状
況

を
踏

ま
え

た
記

載
が

必
要

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
9

4
章

9
1

2
1

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
は

、
旅

行
者

・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
責

任
あ

る
観

光
で

あ
る

。

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
は

、
旅

行
者

・
観

光
客

が
地

域
・
住

民
と

価
値

を
共

有
す

る
責

任
あ

る
観

光
で

あ
る

。

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
は

、
旅

行
者

・
観

光
客

が
主

体
と

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ご
意

見
の

と
お

り
、

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

主
な

実
践

者
は

観
光

客
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

修
正

し
ま

す
。

3
0

4
章

9
1

2
6

□
  

S
D

G
sに

貢
献

す
る

世
界

水
準

の
観

光
地

づ
く
り

を
含

め
、

観
光

困
難

者
な

ど
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

先
進

的
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

 □
  

S
D

G
sに

貢
献

す
る

世
界

水
準

の
観

光
 地

づ
く
り

を
含

め
、

観
光

困
難

者
な

ど
多

様
 な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

先
進

的
取

組
を

推
 進

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

は
沖

縄
観

光
全

体
に

関
す

る
こ

と
で

あ
る

た
め

、
本

文
は

不
要

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
1

4
章

9
1

3
2

□
  

国
連

世
界

観
光

機
関

は
「
持

続
可

能
な

観
光

」
に

つ
い

て
、

‘
訪

問
客

、
産

業
、

環
境

、
受

入
地

域
の

需
要

に
適

合
し

つ
つ

、
現

在
と

未
来

の
社

会
、

経
済

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

観
光

’
と

し
て

お
り

、
地

域
社

会
、

経
済

、
環

境
の

３
つ

の
側

面
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
持

続
可

能
な

観
光

を
継

続
す

る
た

め
に

も
、

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
な

ど
、

量
だ

け
で

な
く
質

も
合

わ
せ

て
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

旅
行

者
・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
（
持

続
可

能
）

／
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
ル

（
責

任
あ

る
）
／

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

（
誰

も
が

楽
し

め
る

）
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

に
取

り
組

む
。

8
9
ペ

ー
ジ

1
7
行

目
の

リ
ー

ド
文

に
定

義
を

記
載

す
る

□
　

沖
縄

経
済

を
牽

引
す

る
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ
ス

ク
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ

、
ＩＣ

Ｔ
の

進
化

な
ど

、
外

部
環

境
の

変
化

に
適

応
す

る
と

と
も

に
、

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
に

対
応

で
き

る
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

、
世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

を
目

指
す

。

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
に

つ
い

て
の

説
明

が
必

要
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
2

4
章

9
1

3
2

□
  

国
連

世
界

観
光

機
関

は
「
持

続
可

能
な

観
光

」
に

つ
い

て
、

‘
訪

問
客

、
産

業
、

環
境

、
受

入
地

域
の

需
要

に
適

合
し

つ
つ

、
現

在
と

未
来

の
社

会
、

経
済

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

観
光

’
と

し
て

お
り

、
地

域
社

会
、

経
済

、
環

境
の

３
つ

の
側

面
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
持

続
可

能
な

観
光

を
継

続
す

る
た

め
に

も
、

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
な

ど
、

量
だ

け
で

な
く
質

も
合

わ
せ

て
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

旅
行

者
・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
（
持

続
可

能
）

／
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
ル

（
責

任
あ

る
）
／

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

（
誰

も
が

楽
し

め
る

）
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

に
取

り
組

む
。

一
定

の
量

に
加

え
質

の
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
・
・
・

9
1
ペ

ー
ジ

2
2
行

目
で

、
マ

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

負
の

側
面

に
触

れ
て

お
り

、
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
へ

の
転

換
を

目
指

す
文

脈
の

中
で

、
「
量

だ
け

で
な

く
」
と

い
う
表

現
は

ふ
さ

わ
し

く
な

い
と

考
え

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
3

4
章

9
2

2
1

□
  

環
境

容
量

等
を

踏
ま

え
た

持
続

可
能

な
観

光
施

策
を

進
め

る
た

め
、

国
際

基
準

の
S
T
Iを

基
に

開
発

さ
れ

た
「
日

本
版

持
続

可
能

な
観

光
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
令

和
２

年
６

月
観

光
庁

）
の

活
用

に
取

り
組

む
。

□
  

環
境

容
量

等
を

踏
ま

え
た

持
続

可
能

な
観

光
施

策
を

進
め

る
た

め
、

国
際

基
準

の
S
T
Iを

基
に

開
発

さ
れ

た
「
日

本
版

持
続

可
能

な
観

光
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
令

和
２

年
６

月
観

光
庁

）
を

活
用

す
る

ほ
か

、
 本

県
独

自
の

成
果

指
標

の
設

定
に

取
り

組
む

。

観
光

産
業

は
沖

縄
経

済
を

牽
引

す
る

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
で

あ
り

、
観

光
庁

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

に
と

ど
め

る
の

で
は

な
く
、

本
県

独
自

の
「
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

策
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
4

4
章

9
2

2
4

□
  

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
に

よ
る

社
会

的
利

益
の

創
出

と
地

域
へ

の
還

元
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

9
5
ペ

ー
ジ

の
④

質
の

高
い

ク
ル

ー
ズ

観
光

の
推

進
へ

移
項

致
し

ま
す

。
こ

の
項

目
の

最
後

に
、

ク
ル

ー
ズ

船
に

つ
い

て
の

表
記

が
唐

突
に

出
て

き
て

い
る

。
何

故
、

こ
こ

に
記

載
が

あ
る

の
か

必
要

性
に

つ
い

て
ご

説
明

を
お

願
い

し
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

一
部

の
離

島
に

お
い

て
は

、
タ

ク
シ

ー
の

満
車

、
ゴ

ミ
の

ポ
イ

捨
て

、
生

活
用

品
の

欠
品

な
ど

、
ク

ル
ー

ズ
寄

港
に

よ
る

住
環

境
の

悪
化

が
見

ら
れ

て
い

た
こ

と
も

あ
り

、
こ

の
項

目
に

記
載

い
た

し
ま

し
た

が
、

9
2
ペ

ー
ジ

1
6
行

目
の

記
載

に
て

、
ク

ル
ー

ズ
船

の
取

組
内

容
も

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
委

員
の

ご
指

摘
を

踏
ま

え
、

9
5

ペ
ー

ジ
の

④
質

の
高

い
ク

ル
ー

ズ
観

光
の

推
進

へ
移

項
致

し
ま

す
。

3
5

4
章

9
2

2
8

□
  

本
県

の
観

光
産

業
に

つ
い

て
は

、
自

立
型

経
済

の
持

続
可

能
な

発
展

に
貢

献
し

、
地

元
ひ

い
て

は
県

民
の

幸
福

感
を

高
め

る
観

光
を

推
進

す
べ

き
で

あ
り

、
中

長
期

的
な

ス
パ

ン
で

観
光

収
入

と
環

境
保

持
そ

し
て

住
民

の
幸

福
感

の
三

位
一

体
と

な
っ

た
バ

ラ
ン

ス
が

取
れ

た
持

続
的

発
展

の
観

光
産

業
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。
今

後
は

、
特

に
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
に

対
応

し
た

質
の

高
い

観
光

の
推

進
が

、
結

果
と

し
て

滞
在

日
数

や
観

光
収

入
の

増
加

、
環

境
配

慮
、

地
元

住
民

の
理

解
、

生
活

の
向

上
等

に
つ

な
が

る
こ

と
が

理
想

的
で

あ
る

。

①
8
9
ペ

ー
ジ

1
7
行

目
の

リ
ー

ド
文

に
定

義
を

記
載

す
る

□
　

沖
縄

経
済

を
牽

引
す

る
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ
ス

ク
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ

、
ＩＣ

Ｔ
の

進
化

な
ど

、
外

部
環

境
の

変
化

に
適

応
す

る
と

と
も

に
、

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
に

対
応

で
き

る
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

、
世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

を
目

指
す

。

②
修

正
文

結
果

と
し

て
滞

在
日

数
や

観
光

収
入

の
増

加
、

環
境

配
慮

、
地

元
住

民
の

理
解

、
生

活
の

向
上

等
に

つ
な

が
る

。

①
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
に

つ
い

て
の

説
明

が
必

要

②
「
理

想
的

で
あ

る
」
は

「
つ

な
が

る
」
で

結
ん

で
頂

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
6

4
章

9
3

1
□

  
持

続
可

能
な

観
光

産
業

を
目

指
す

上
で

は
量

だ
け

で
な

く
、

質
の

向
上

に
も

合
わ

せ
て

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
観

光
地

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
観

点
で

政
策

を
展

開
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

□
　

持
続

可
能

な
観

光
産

業
を

目
指

す
上

で
は

、
量

だ
け

で
な

く
、

引
き

続
き

観
光

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
観

光
人

材
の

育
成

・
確

保
等

、
質

の
強

化
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

域
経

済
の

発
展

と
環

境
保

護
を

行
う
体

制
を

構
築

し
、

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

観
点

で
施

策
を

展
開

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

こ
の

表
現

で
は

、
こ

れ
ま

で
質

の
向

上
に

取
り

組
ん

で
い

な
か

っ
た

印
象

を
与

え
る

。
質

の
向

上
を

中
心

と
し

た
記

載
に

し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
「
質

の
強

化
」
と

い
う
場

合
の

質
に

つ
い

て
の

説
明

・
例

示
を

加
え

て
頂

き
た

い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
7

4
章

9
3

9
□

  
国

内
・
国

外
観

光
客

の
行

動
歴

、
購

買
デ

ー
タ

等
の

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

を
検

討
し

、
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

構
築

に
取

り
組

む
。

こ
れ

に
よ

り
、

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
、

高
付

加
価

値
な

観
光

、
観

光
消

費
額

の
向

上
、

良
質

な
観

光
客

を
誘

致
す

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
へ

の
転

換
を

図
る

。

―
①

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
へ

の
取

り
組

み
強

化
を

盛
り

込
ん

で
頂

き
た

い
。

世
界

的
に

は
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
が

中
心

に
な

っ
て

い
る

。

②
ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
の

管
理

主
体

は
、

地
方

行
政

型
と

エ
リ
ア

型
が

あ
り

ま
す

が
、

地
方

行
政

型
と

な
る

こ
と

が
読

み
取

れ
ま

す
。

そ
の

際
に

は
、

現
在

保
有

す
る

各
種

コ
モ

ン
デ

ー
タ

の
フ

ァ
イ

ル
形

式
の

統
一

な
ど

、
行

政
関

係
課

同
士

で
の

調
整

も
今

後
の

課
題

に
な

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
S
m

ar
tC

it
y関

連
の

記
載

の
と

こ
ろ

す
べ

て
で

、
更

新
頻

度
や

時
間

頻
度

、
sh

ap
e
F
ile

形
式

が
異

な
る

も
の

の
統

一
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

体
制

づ
く
り

の
記

載
が

必
要

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

【
原

案
の

と
お

り
】

①
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
へ

の
取

組
は

重
要

と
認

識
し

て
い

る
。

素
案

で
は

「
国

内
・
国

外
観

光
客

の
行

動
歴

、
購

買
デ

ー
タ

等
の

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

を
検

討
し

、
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

構
築

に
取

り
組

む
」
と

し
て

お
り

、
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
へ

の
取

組
は

同
文

に
含

ま
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

②
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

取
扱

い
等

に
つ

い
て

は
、

観
光

分
野

に
留

ま
ら

ず
、

様
々

な
分

野
に

跨
が

る
こ

と
か

ら
、

関
係

部
局

と
調

整
の

上
、

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

3
8

4
章

9
3

1
5

□
  

本
県

は
、

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
等

の
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
有

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
要

素
の

魅
力

を
更

に
高

め
る

こ
と

で
観

光
地

と
し

て
の

競
争

力
を

増
大

さ
せ

、
他

に
は

な
い

世
界

水
準

の
観

光
地

と
し

て
の

地
位

を
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
、

「
教

育
水

準
」
に

関
わ

る
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

な
が

ら
、

持
続

可
能

な
質

の
高

い
観

光
を

推
進

す
る

。

―
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

が
例

示
さ

れ
て

い
る

が
、

「
健

康
・
長

寿
」
は

納
得

で
き

る
が

、
「
安

全
・

安
心

」
と

「
快

適
・
環

境
」
を

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
と

定
義

す
る

こ
と

に
違

和
感

が
あ

る
。

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

の
観

光
面

で
の

活
用

に
関

し
て

は
表

記
方

法
を

再
検

討
し

て
頂

き
た

い
。

①
【
原

案
の

と
お

り
】

8
9
ペ

ー
ジ

1
7
行

目
に

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
に

関
す

る
説

明
を

記
載

す
る

こ
と

か
ら

、
当

該
箇

所
は

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
9

4
章

9
3

1
5

□
  

本
県

は
、

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
等

の
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
有

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
要

素
の

魅
力

を
更

に
高

め
る

こ
と

で
観

光
地

と
し

て
の

競
争

力
を

増
大

さ
せ

、
他

に
は

な
い

世
界

水
準

の
観

光
地

と
し

て
の

地
位

を
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
、

「
教

育
水

準
」
に

関
わ

る
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

な
が

ら
、

持
続

可
能

な
質

の
高

い
観

光
を

推
進

す
る

。

□
  

本
県

は
、

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
等

の
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
有

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
要

素
の

魅
力

を
更

に
高

め
る

こ
と

で
観

光
地

と
し

て
の

競
争

力
を

増
大

さ
せ

、
他

に
は

な
い

世
界

水
準

の
観

光
地

と
し

て
の

地
位

を
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。
 　

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

 適
・
環

境
」
、

「
教

育
水

準
」
に

関
わ

る
高

次
 元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

な
が

ら
、

持
続

可
能

 な
質

の
高

い
観

光
を

推
進

す
る

。

 □
　

健
康

・
長

寿
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

支
え

て
き

 た
本

県
の

伝
統

的
な

生
活

習
慣

や
食

文
化

 は
、

高
次

元
の

ニ
ー

ス
に

対
応

す
る

も
の

で
あ

 り
、

「
健

康
・
長

寿
」
と

い
う
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
 か

し
た

付
加

価
値

の
高

い
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

推
 進

し
、

観
光

客
等

に
向

け
た

国
内

外
で

の
プ

 ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

等
に

取
り

組
み

、
健

康
へ

 の
高

い
関

心
を

有
す

る
富

裕
層

等
の

取
り

 込
み

を
図

る
。

当
該

箇
所

（
9
3
ペ

ー
ジ

の
1
9
～

2
0
行

目
）
は

不
要

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

前
段

と
同

様
の

記
載

内
容

の
た

め
、

当
該

箇
所

を
削

除
し

ま
す

。
ま

た
、

9
3
ペ

ー
ジ

2
1
行

目
か

ら
2
5
行

目
に

つ
い

て
も

、
1
1
5
ペ

ー
ジ

３
行

目
に

同
様

の
記

載
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
削

除
し

ま
す

。

4
0

4
章

9
3

1
5

□
  

本
県

は
、

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
等

の
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
有

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
要

素
の

魅
力

を
更

に
高

め
る

こ
と

で
観

光
地

と
し

て
の

競
争

力
を

増
大

さ
せ

、
他

に
は

な
い

世
界

水
準

の
観

光
地

と
し

て
の

地
位

を
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
、

「
教

育
水

準
」
に

関
わ

る
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

な
が

ら
、

持
続

可
能

な
質

の
高

い
観

光
を

推
進

す
る

。

―
西

普
天

間
住

宅
地

区
跡

地
に

お
け

る
「
国

際
医

療
機

拠
点

形
成

構
想

」
を

踏
ま

え
た

観
光

面
で

の
活

用
な

ど
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
な

ど
も

打
ち

出
す

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
医

療
資

源
の

観
光

資
源

と
し

て
の

活
用

に
関

し
て

は
、

富
裕

層
誘

致
や

消
費

単
価

の
向

上
に

繋
が

る
も

の
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

一
方

で
、

県
全

体
の

医
療

体
制

の
確

保
や

地
域

医
療

へ
の

影
響

等
に

つ
い

て
も

十
分

に
考

慮
す

る
必

要
が

あ
り

、
関

係
機

関
の

意
見

等
も

確
認

し
な

が
ら

慎
重

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
素

案
は

原
文

の
と

お
り

と
し

ま
す

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
1

4
章

9
3

3
2

□
　

心
身

の
健

康
を

希
求

す
る

ア
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

関
わ

る
ウ

ェ
ル

ネ
ス

や
、

日
常

生
活

を
離

れ
て

の
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
や

癒
や

し
、

自
己

回
復

等
を

意
味

す
る

‘
リ
ト

リ
ー

ト
’
も

、
国

内
外

の
旅

行
者

が
求

め
る

重
要

な
ニ

ー
ズ

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

。
中

に
は

‘
サ

イ
レ

ン
ト

･リ
ト

リ
ー

ト
’
な

ど
、

都
市

部
で

は
味

わ
え

な
い

「
静

寂
」
や

光
害

の
影

響
の

な
い

美
し

い
夜

空
を

示
す

‘
ダ

ー
ク

ス
カ

イ
’
な

ど
離

島
・
過

疎
地

の
特

性
を

生
か

し
た

新
た

な
展

開
も

期
待

で
き

る
。

こ
う
し

た
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

タ
ー

ゲ
ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

展
開

し
、

沖
縄

の
魅

力
を

生
か

し
た

質
の

高
い

環
境

と
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
図

る
。

□
　

心
身

の
健

康
を

希
求

す
る

ア
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

関
わ

る
ウ

ェ
ル

ネ
ス

や
、

日
常

生
活

を
離

れ
て

の
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
や

癒
や

し
、

自
己

回
復

等
は

、
国

内
外

の
旅

行
者

が
求

め
る

重
要

な
ニ

ー
ズ

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

。
ま

た
、

都
市

部
で

は
味

わ
え

な
い

「
静

寂
」
や

光
害

の
影

響
の

な
い

美
し

い
夜

空
を

示
す

‘
ダ

ー
ク

ス
カ

イ
’
な

ど
（
後

略
）

9
4
ペ

ー
ジ

9
行

目
～

1
0
行

目
□

 豊
か

な
自

然
環

境
、

琉
球

王
朝

時
代

か
ら

培
わ

れ
て

き
た

伝
統

文
化

や
伝

統
芸

能
、

空
手

、
泡

盛
や

琉
球

料
理

、
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
等

の
本

県
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

、
都

市
部

で
は

得
ら

れ
な

い
良

質
な

観
光

体
験

や
沖

縄
の

魅
力

を
生

か
し

た
高

品
質

の
環

境
と

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

リ
ト

リ
ー

ト
、

サ
イ

レ
ン

ト
リ
ト

リ
ー

ト
と

い
う
表

現
を

あ
え

て
使

う
必

要
は

な
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
3
ペ

ー
ジ

3
2
行

目
か

ら
9
4
ペ

ー
ジ

６
行

目
ま

で
の

内
容

と
の

重
複

を
避

け
る

た
め

、
9
4
ペ

ー
ジ

9
行

目
か

ら
1
0
行

目
ま

で
を

左
案

と
お

り
修

正
す

る
。

4
2

4
章

9
4

1
4

□
  

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

地
域

の
資

源
と

触
れ

あ
う
体

験
型

観
光

や
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ナ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
な

ど
、

多
彩

で
付

加
価

値
の

高
い

沖
縄

観
光

の
実

現
を

支
え

る
多

様
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

に
取

り
組

む
。

―
①

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
と

い
う
の

は
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

中
の

一
部

分
で

あ
る

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

追
加

。
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
×

観
光

と
い

う
意

見
を

述
べ

た
の

で
、

整
合

性
を

取
る

た
め

に
ヘ

ル
ス

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

追
加

。

②
素

案
で

は
、

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ナ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

資
料

７
で

は
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

リ
ズ

ム
と

な
っ

て
お

り
、

記
載

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

統
一

し
た

方
が

よ
い

。

①
【
原

案
の

と
お

り
】

　
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

と
し

て
、

9
3
ペ

ー
ジ

3
2
行

目
に

「
心

身
の

健
康

を
希

求
す

る
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

関
わ

る
ウ

ェ
ル

ネ
ス

や
、

～
」
と

し
て

記
載

し
て

お
り

、
重

複
を

避
け

る
た

め
、

ヘ
ル

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

関
し

て
は

記
載

し
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

　
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

つ
い

て
は

、
1
2
8
ペ

ー
ジ

３
（
９

）
希

望
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
の

形
成

に
記

載
し

て
い

る
た

め
、

当
該

箇
所

に
は

、
記

載
し

な
い

こ
と

と
し

ま
す

。

②
「
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ナ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
」
と

し
て

原
文

の
と

お
り

と
し

ま
す

。
ま

た
、

資
料

7
に

つ
い

て
も

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ナ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

修
正

し
ま

す
。

4
3

4
章

9
4

1
6

□
　

本
県

の
美

し
い

海
を

フ
ィ
ー

ル
ド

と
し

た
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

に
つ

い
て

は
、

「
安

全
・
安

心
」

や
環

境
に

配
慮

し
た

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

体
制

づ
く
り

や
観

光
客

の
満

足
度

向
上

に
資

す
る

取
組

を
実

施
す

る
。

□
　

本
県

の
美

し
い

海
を

フ
ィ
ー

ル
ド

と
し

た
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

に
つ

い
て

は
、

「
安

全
・
安

心
」

や
環

境
に

配
慮

し
た

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

体
制

づ
く
り

や
利

用
者

の
満

足
度

向
上

に
資

す
る

取
組

を
実

施
す

る
。

観
光

客
の

満
足

度
だ

け
に

限
定

し
な

い
で

利
用

者
全

般
を

対
象

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
4

4
章

9
4

1
9

□
　

本
県

に
は

豊
か

な
自

然
が

残
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
青

い
海

と
緑

豊
か

な
森

林
に

固
有

種
や

希
少

種
を

は
じ

め
と

す
る

多
く
の

野
生

動
植

物
が

生
息

・
生

育
す

る
、

世
界

で
も

ま
れ

に
見

る
生

物
多

様
性

に
富

ん
だ

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
　

今
後

も
、

多
く
の

観
光

客
を

惹
き

つ
け

て
い

る
自

然
環

境
の

保
全

に
最

大
限

に
配

慮
し

、
持

続
可

能
な

観
光

を
推

進
す

る
。

―
埋

立
や

開
発

等
に

よ
り

沖
縄

の
自

然
環

境
の

破
壊

が
進

行
し

て
い

る
現

状
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

原
案

は
沖

縄
県

全
体

の
表

現
と

し
て

は
や

や
説

明
不

足
で

あ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

自
然

環
境

に
関

す
る

現
状

や
取

組
に

つ
い

て
は

、
以

下
に

記
載

さ
れ

て
い

る
た

め
、

9
4
ペ

ー
ジ

1
9
行

目
～

に
関

し
て

は
、

原
文

の
ま

ま
と

し
た

い
。

第
４

章
１

 沖
縄

ら
し

い
自

然
と

歴
史

、
伝

統
、

文
化

を
大

切
に

す
る

島
を

目
指

し
て

2
9
ペ

ー
ジ

1
1
行

目
⑴

 世
界

に
誇

れ
る

島
し

ょ
型

環
境

モ
デ

ル
地

域
の

形
成 3
5
ペ

ー
ジ

2
5
行

目
⑵

 自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
・
継

承
及

び
持

続
可

能
な

利
用

4
5

4
章

9
4

2
8

□
  

沖
縄

を
他

の
観

光
地

と
差

別
化

す
る

魅
力

の
核

と
な

る
の

が
「
自

然
と

文
化

の
魅

力
」
と

「
安

全
・
安

心
・
快

適
な

旅
行

環
境

」
で

あ
る

。
　

多
次

元
の

観
光

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る
中

、
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
長

期
滞

在
型

に
対

応
し

た
滞

在
型

観
光

の
推

進
、

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ

や
観

光
の

魅
力

を
最

大
限

に
引

き
出

し
た

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

を
活

用
し

た
広

域
周

遊
ル

ー
ト

の
開

発
に

取
り

組
み

、
非

日
常

で
リ
ア

ル
な

体
験

が
で

き
、

高
品

質
で

付
加

価
値

の
高

い
魅

力
的

な
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

展
開

す
る

こ
と

が
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

と
し

て
の

地
位

を
確

立
で

き
る

よ
う
取

り
組

む
。

　
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
長

期
滞

在
型

に
対

応
し

た
滞

在
型

観
光

の
推

進
、

広
域

周
遊

ル
ー

ト
の

開
発

に
取

り
組

み
、

（
略

）

9
5
ペ

ー
ジ

2
0
行

目
に

文
言

を
追

加
□

　
滞

在
日

数
や

観
光

消
費

額
の

増
加

に
向

け
て

は
、

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

を
活

用
し

た
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

、
レ

ジ
ャ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

（
略

）

免
税

店
制

の
部

分
を

削
除

「
自

然
と

文
化

」
「
安

全
安

心
」
と

掲
げ

る
段

落
で

免
税

店
の

話
は

違
和

感
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

　
委

員
指

摘
の

と
お

り
、

9
4
ペ

ー
ジ

2
8
行

で
は

、
削

除
す

る
。

　
た

だ
し

、
総

点
検

よ
り

「
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

出
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

旅
行

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

着
地

型
観

光
・
滞

在
型

観
光

の
推

進
、

広
域

周
遊

ル
ー

ト
の

開
発

、
沖

縄
型

特
定

免
税

店
制

度
の

推
進

等
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
と

い
う
指

摘
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

9
5
ペ

ー
ジ

2
0
行

目
に

て
文

言
を

追
加

修
正

す
る

。

4
6

4
章

9
5

2
0

□
　

滞
在

日
数

や
観

光
消

費
額

の
増

加
に

向
け

て
は

、
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

、
レ

ジ
ャ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

、
リ
ゾ

ー
ト

ウ
ェ
デ

ィ
ン

グ
な

ど
、

観
光

リ
ゾ

ー
ト

に
関

わ
る

広
範

な
ニ

ー
ズ

を
多

角
的

に
把

握
し

、
各

コ
ン

テ
ン

ツ
の

効
果

的
な

発
信

に
よ

り
消

費
額

の
高

い
観

光
客

の
誘

客
を

図
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

□
　

滞
在

日
数

や
観

光
消

費
額

の
増

加
に

向
け

て
は

、
、

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

を
活

用
し

た
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

、
レ

ジ
ャ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

、
リ
ゾ

ー
ト

ウ
ェ
デ

ィ
ン

グ
、

M
IC

E
、

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

、
観

光
リ
ゾ

ー
ト

に
関

わ
る

広
範

な
ニ

ー
ズ

を
多

角
的

に
把

握
し

、
各

コ
ン

テ
ン

ツ
の

効
果

的
な

発
信

に
よ

り
消

費
額

の
高

い
観

光
客

の
誘

客
を

図
る

。

例
示

に
M

IC
E
と

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
追

加
し

て
頂

き
た

い
。

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

推
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

22



別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
7

4
章

9
6

2
6

□
  

ク
ル

ー
ズ

寄
港

地
の

分
散

化
と

県
内

で
の

周
遊

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
広

い
範

囲
・
分

野
に

経
済

効
果

を
波

及
さ

せ
る

た
め

、
県

内
周

遊
ク

ル
ー

ズ
、

着
地

型
観

光
、

船
内

飲
食

へ
の

県
産

品
提

供
や

タ
ー

ミ
ナ

ル
内

で
の

県
産

品
販

売
等

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
受

入
施

設
及

び
周

辺
環

境
の

整
備

を
進

め
、

観
光

交
流

拠
点

と
し

て
の

寄
港

促
進

に
向

け
て

取
り

組
む

。

□
  

ク
ル

ー
ズ

寄
港

地
の

分
散

化
と

県
内

で
の

周
遊

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
広

い
範

囲
・
分

野
に

経
済

効
果

を
波

及
さ

せ
る

た
め

、
県

内
周

遊
ク

ル
ー

ズ
、

着
地

型
観

光
、

船
内

飲
食

へ
の

県
産

品
提

供
や

タ
ー

ミ
ナ

ル
内

で
の

県
産

品
販

売
等

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
受

入
施

設
、

二
次

交
通

及
び

周
辺

環
境

の
整

備
を

進
め

、
観

光
交

流
拠

点
と

し
て

の
寄

港
促

進
に

向
け

て
取

り
組

む
。

寄
港

時
の

ク
ル

ー
ズ

客
の

満
足

度
向

上
に

は
二

次
交

通
の

整
備

が
欠

か
せ

な
い

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
8

4
章

9
5

3
1

□
  

東
洋

の
カ

リ
ブ

構
想

の
実

現
に

向
け

て
、

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
等

の
新

た
な

旅
行

形
態

に
つ

い
て

も
、

良
質

な
観

光
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

振
興

を
要

件
に

、
沖

縄
観

光
の

付
加

価
値

を
創

出
す

る
方

策
と

し
て

展
開

を
図

り
、

そ
の

誘
致

を
含

め
た

多
様

な
国

際
ク

ル
ー

ズ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

等
に

取
り

組
む

。

□
　

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
等

の
新

た
な

旅
行

形
態

に
つ

い
て

も
、

良
質

な
観

光
・

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

振
興

を
要

件
に

、
沖

縄
観

光
の

付
加

価
値

を
創

出
す

る
方

策
と

し
て

展
開

を
図

り
、

そ
の

誘
致

を
含

め
た

多
様

な
国

際
ク

ル
ー

ズ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

等
に

取
り

組
む

。

「
東

洋
の

カ
リ
ブ

構
想

」
は

コ
ロ

ナ
前

の
構

想
で

あ
り

、
新

計
画

に
向

け
て

構
想

自
体

を
見

直
し

、
時

代
の

潮
流

に
合

っ
た

構
想

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

構
想

見
直

し
の

際
に

「
東

洋
の

○
○

」
と

い
っ

た
発

想
で

は
な

く
、

沖
縄

を
中

心
に

据
え

た
構

想
名

称
に

し
て

頂
き

た
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

委
員

の
ご

意
見

の
と

お
り

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

、
ク

ル
ー

ズ
産

業
を

取
り

巻
く
環

境
は

大
き

く
変

化
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

「
東

洋
の

カ
リ
ブ

構
想

」
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

国
際

ク
ル

ー
ズ

産
業

・
船

社
の

動
向

、
消

費
者

ニ
ー

ズ
、

マ
イ

ン
ド

、
旅

行
行

動
の

変
化

の
調

査
を

行
っ

た
上

で
、

同
構

想
の

見
直

し
、

ま
た

は
、

新
た

な
戦

略
の

策
定

等
を

行
う
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
質

の
高

い
ク

ル
ー

ズ
観

光
の

推
進

を
施

策
と

し
て

掲
げ

、
ク

ル
ー

ズ
寄

港
に

よ
る

経
済

波
及

の
増

大
、

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
な

ど
の

付
加

価
値

の
高

い
ク

ル
ー

ズ
の

誘
致

な
ど

、
よ

り
「
質

」
を

重
視

し
た

施
策

を
展

開
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

.
沖

縄
を

中
心

に
添

え
た

構
想

の
名

称
へ

の
変

更
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

調
査

、
見

直
し

の
段

階
で

検
討

し
て

ま
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
9

4
章

9
6

1
8

⑥
 空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

に
お

け
る

観
光

二
次

交
通

の
利

便
性

向
上

―
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
は

、
脱

炭
素

に
向

け
て

都
市

の
在

り
方

を
大

き
く
変

え
よ

う
と

い
う
動

き
が

あ
る

。
沖

縄
の

観
光

は
レ

ン
タ

カ
ー

頼
み

な
の

で
、

今
後

は
カ

ー
ボ

ン
フ

リ
ー

な
都

市
型

観
光

と
い

う
視

点
も

取
り

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

案
の

と
お

り
】

県
の

脱
炭

素
・
低

炭
素

社
会

に
向

け
た

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
、

2
9
ペ

ー
ジ

3
3
行

、
3
1
ペ

ー
ジ

1
6
行

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
委

員
の

ご
指

摘
ど

お
り

、
沖

縄
の

二
次

交
通

は
レ

ン
タ

カ
ー

に
集

中
し

て
い

る
状

況
が

続
い

て
い

る
こ

と
か

ら
、

カ
ー

ボ
ン

フ
リ
ー

な
都

市
型

観
光

の
充

実
に

は
、

路
線

バ
ス

や
モ

ノ
レ

ー
ル

を
始

め
と

し
た

公
共

交
通

や
カ

ー
シ

ェ
ア

、
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

等
も

含
め

た
多

様
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

繋
ぐ

M
aa

S
等

の
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

が
必

要
不

可
欠

と
考

え
て

お
り

、
9
6
ペ

ー
ジ

2
2
行

の
と

お
り

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

5
0

4
章

9
6

2
2

観
光

拠
点

周
辺

に
お

け
る

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ
を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

ほ
か

、
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

を
結

ぶ
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
向

上
、

レ
ン

タ
カ

ー
貸

渡
拠

点
の

分
散

化
な

ど
観

光
二

次
交

通
の

利
便

性
向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

観
光

拠
点

周
辺

に
お

け
る

カ
ー

ボ
ン

フ
リ
ー

の
視

点
も

踏
ま

え
た

多
様

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

ほ
か

、
（
略

）

バ
ス

自
体

、
化

石
燃

料
で

走
ら

な
い

よ
う
な

カ
ー

ボ
ン

フ
リ
ー

の
や

り
方

が
重

要
だ

と
思

い
ま

す
。

カ
ー

ボ
ン

フ
リ
ー

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
の

在
り

方
を

考
え

て
、

歩
く
、

自
転

車
に

乗
る

、
あ

る
い

は
電

気
を

使
っ

た
移

動
手

段
、

そ
う
い

っ
た

大
き

な
方

向
に

シ
フ

ト
す

る
よ

う
な

き
っ

か
け

に
な

る
よ

う
な

言
葉

が
素

案
の

中
に

入
っ

て
い

れ
ば

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

県
の

脱
炭

素
・
低

炭
素

社
会

に
向

け
た

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
、

2
9
ペ

ー
ジ

3
3
行

、
3
1
ペ

ー
ジ

1
6
行

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

5
1

4
章

9
7

6
□

  
観

光
施

設
等

に
お

け
る

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ス
決

済
の

普
及

・
促

進
や

無
料

公
衆

無
線

L
A

N
（
F
re

e
-
W

i-
F
i）

の
環

境
整

備
に

取
り

組
む

。

□
  

観
光

施
設

等
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
・
促

進
や

無
料

公
衆

無
線

L
A

N
（
F
re

e
-
W

i-
F
i）

、
施

設
情

報
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

な
ど

の
環

境
整

備
に

取
り

組
む

。

整
備

だ
け

で
な

く
、

そ
の

発
信

も
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
※

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
＝

二
次

利
用

を
可

能
と

し
た

デ
ー

タ
。

様
々

な
W

e
bサ

ー
ビ

ス
・
ア

プ
リ
な

ど
で

の
活

用
を

想
定

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
2

4
章

9
7

1
0

□
  

観
光

地
に

お
け

る
W

i-
F
i等

の
通

信
設

備
、

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
。

―
下

記
の

と
お

り
修

正
□

  
観

光
地

、
滞

在
施

設
お

よ
び

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
に

お
け

る
W

i-
F
i等

の
通

信
設

備
、

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
。

【
原

案
の

と
お

り
】

滞
在

施
設

お
よ

び
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

は
9
7
ペ

ー
ジ

６
行

目
の

観
光

施
設

等
に

含
ま

れ
る

た
め

、
原

文
の

ま
ま

と
し

た
い

。
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果

5
3

4
章

9
7

1
2

□
  

送
り

手
と

な
る

企
業

や
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

個
人

向
け

の
誘

客
活

動
を

展
開

す
る

。

□
  

送
り

手
と

な
る

企
業

や
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

個
人

事
業

主
等

に
対

し
、

沖
縄

の
優

位
性

・
差

別
化

要
素

を
構

築
し

誘
客

活
動

を
展

開
す

る
。

全
国

的
に

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

は
推

進
さ

れ
て

い
る

た
め

、
沖

縄
の

差
別

化
要

素
と

タ
ー

ゲ
ッ
ト

の
多

様
性

を
視

野
に

計
画

づ
く
り

を
行

う
べ

き
と

考
え

る
た

め
。

な
お

、
大

学
な

ど
の

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
者

や
学

生
な

ど
へ

の
訴

求
も

必
要

で
あ

る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

は
大

学
以

外
に

も
関

係
者

が
多

岐
に

わ
た

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

左
案

の
表

現
に

修
正

す
る

。

5
4

4
章

9
7

1
6

□
  

IC
T
の

活
用

に
よ

り
混

雑
回

避
に

必
要

な
混

雑
情

報
や

比
較

的
空

い
て

い
る

観
光

地
の

情
報

な
ど

、
リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
観

光
情

報
の

提
供

に
取

り
組

む
。

□
  

IC
T
の

活
用

に
よ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
観

光
地

お
よ

び
移

動
経

路
等

に
お

け
る

混
雑

回
避

に
必

要
な

情
報

の
提

供
に

取
り

組
み

、
観

光
客

の
満

足
度

向
上

を
図

る
。

目
的

と
手

段
整

理
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
5

4
章

9
7

2
0

□
  

過
度

な
レ

ン
タ

カ
ー

利
用

に
起

因
す

る
那

覇
空

港
の

混
雑

等
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

観
光

客
の

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
民

間
が

取
り

組
む

M
aa

S
 や

C
A

S
E
 等

の
基

盤
と

な
る

公
共

交
通

情
報

等
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

継
続

的
に

利
用

で
き

る
環

境
を

構
築

し
、

維
持

す
る

と
と

も
に

、
公

共
交

通
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

IC
T
 を

活
用

し
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
促

進
し

、
国

内
外

か
ら

来
訪

す
る

観
光

客
の

二
次

交
通

の
利

便
性

・
満

足
性

の
向

上
を

図
る

。

―
M

aa
S
や

C
A

S
E
に

つ
い

て
は

一
般

的
な

用
語

に
は

な
っ

て
い

な
い

た
め

、
説

明
文

を
入

れ
て

頂
き

た
い

【
原

案
の

と
お

り
】

M
aa

S
及

び
C

A
S
E
の

説
明

に
つ

い
て

は
、

基
本

施
策

１
(1

)ウ
で

下
記

の
と

お
り

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

本
文

に
は

説
明

文
を

入
れ

ず
、

原
文

の
ま

ま
と

し
た

い
。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
3
3
ペ

ー
ジ

1
0
行

第
４

章
基

本
施

策
１

　
(１

)世
界

に
誇

れ
る

島
し

ょ
型

環
境

モ
デ

ル
地

域
の

形
成

ウ
　

人
と

環
境

に
優

し
い

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
　

自
家

用
車

以
外

の
す

べ
て

の
交

通
手

段
に

よ
る

移
動

を
1
つ

の
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

捉
え

、
シ

ー
ム

レ
ス

に
つ

な
ぐ

新
た

な
「
移

動
」
の

概
念

で
あ

る
M

aa
S
（
M

o
bi

lit
y

as
 a

 S
e
rv

ic
e
）
や

、
C

o
n
n
e
c
te

d（
接

続
）
、

A
u
to

n
o
m

o
u
s（

自
律

走
行

）
、

S
h
ar

e
d（

共
有

）
、

E
le

c
tr

ic
（
電

動
）
を

組
み

合
わ

せ
た

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
次

世
代

の
地

域
交

通
の

姿
を

表
し

た
C

A
S
E
な

ど
・
・
・
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
6

4
章

9
7

2
9

□
  

M
IC

E
 に

つ
い

て
は

、
経

済
・
消

費
活

動
の

裾
野

が
広

く
、

周
辺

地
域

も
含

め
て

大
き

な
経

済
効

果
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

観
光

に
M

IC
E
 振

興
に

よ
る

「
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ゾ
ー

ト
」
と

い
う
新

機
軸

を
位

置
付

け
、

M
IC

E
の

誘
致

や
、

そ
の

開
催

支
援

、
受

入
体

制
の

整
備

、
関

連
ビ

ジ
ネ

ス
の

振
興

な
ど

、
各

種
施

策
を

戦
略

的
に

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

関
連

産
業

の
成

長
発

展
及

び
国

際
的

な
M

IC
E
 開

催
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド

を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

□
　

M
IC

E
 に

つ
い

て
は

、
経

済
・
消

費
活

動
の

裾
野

が
広

く
、

周
辺

地
域

を
含

め
て

大
き

な
経

済
効

果
が

見
込

ま
れ

る
ほ

か
、

教
育

的
効

果
や

地
域

活
性

化
に

も
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

観
光

に
M

IC
E
 振

興
に

よ
る

「
ビ

ジ
ネ

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
」
と

い
う
新

機
軸

を
位

置
付

け
、

M
IC

E
 の

誘
致

や
、

そ
の

開
催

支
援

、
受

入
体

制
の

整
備

、
関

連
ビ

ジ
ネ

ス
の

振
興

な
ど

、
各

種
施

策
を

戦
略

的
に

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

関
連

産
業

の
成

長
発

展
及

び
国

際
的

な
M

IC
E
 開

催
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド

を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

経
済

効
果

だ
け

で
な

く
、

教
育

的
効

果
や

地
域

活
性

化
に

繋
が

る
な

ど
幅

広
い

効
果

を
明

記
し

て
頂

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
7

4
章

9
8

2
□

  
そ

の
た

め
に

は
、

大
型

M
IC

E
 施

設
の

整
備

を
含

む
マ

リ
ン

タ
ウ

ン
M

IC
E
 エ

リ
ア

の
形

成
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
本

県
の

自
然

、
歴

史
、

文
化

な
ど

魅
力

あ
る

観
光

資
源

を
生

か
し

た
ユ

ニ
ー

ク
ベ

ニ
ュ

ー
や

ア
フ

タ
ー

M
IC

E
、

各
種

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
開

発
を

促
進

さ
せ

る
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

9
8
ペ

ー
ジ

2
5
行

目
に

「
基

盤
整

備
」
を

追
加

□
会

場
や

ホ
テ

ル
等

の
施

設
館

の
協

同
に

よ
る

大
型

M
IC

E
案

件
の

受
入

促
進

や
、

M
IC

E
主

催
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

基
盤

整
備

な
ど

、
全

県
的

な
M

IC
E
受

入
体

制
の

整
備

を
推

進
す

る
。

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
世

界
的

に
ハ

イ
ブ

リ
ッ
ド

M
IC

E
（
リ
ア

ル
と

オ
ン

ラ
イ

ン
併

用
）
が

主
流

に
な

っ
て

い
く
と

思
わ

れ
る

。
県

内
の

M
IC

E
施

設
や

宿
泊

施
設

等
の

会
議

室
は

通
信

環
境

の
整

備
や

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
整

備
が

不
十

分
で

あ
り

、
主

催
者

が
求

め
る

ニ
ー

ズ
に

十
分

対
応

出
来

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

。
改

め
て

「
基

盤
整

備
」
の

強
化

を
打

ち
出

す
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
8

4
章

9
8

8
□

  
離

島
も

含
め

た
全

県
的

な
M

IC
E
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
（
一

財
）
沖

縄
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ビ
ュ

ー
ロ

ー
を

中
心

と
し

た
誘

致
主

体
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

や
分

析
能

力
等

を
強

化
し

つ
つ

、
M

IC
E
主

催
者

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
誘

致
や

M
IC

E
 ブ

ラ
ン

ド
を

踏
ま

え
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

等
を

展
開

す
る

。

―
M

IC
E
人

材
育

成
に

継
続

し
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
【
原

案
の

と
お

り
】

M
IC

E
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

、
9
8
頁

2
9
行

目
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

が
、

施
策

①
に

も
記

載
す

る
必

要
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
修

正
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

5
9

4
章

9
8

3
3

□
  

沖
縄

M
IC

E
 ブ

ラ
ン

ド
や

安
全

・
安

心
な

M
IC

E
 開

催
に

向
け

た
取

組
に

加
え

S
D

G
s

や
D

X
 な

ど
新

た
な

取
組

を
県

内
M

IC
E
 関

連
事

業
者

へ
浸

透
さ

せ
、

高
付

加
価

値
な

M
IC

E
 コ

ン
テ

ン
ツ

や
ユ

ニ
ー

ク
ベ

ニ
ュ

ー
の

開
発

等
を

促
進

さ
せ

る
こ

と
で

国
内

外
の

競
合

地
と

の
差

別
化

を
図

る
。

□
  

沖
縄

M
IC

E
 ブ

ラ
ン

ド
や

安
全

・
安

心
な

M
IC

E
 開

催
に

向
け

た
取

組
に

加
え

S
D

G
s

や
D

X
 な

ど
新

た
な

取
組

を
県

内
M

IC
E
 関

連
事

業
者

へ
浸

透
さ

せ
、

高
付

加
価

値
な

M
IC

E
 コ

ン
テ

ン
ツ

や
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
等

を
促

進
さ

せ
る

こ
と

で
国

内
外

の
競

合
地

と
の

差
別

化
を

図
る

。

ユ
ニ

ー
ク

ベ
ニ

ュ
ー

の
み

で
な

く
、

受
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

包
括

的
な

表
現

に
。

な
お

、
ユ

ニ
ー

ク
べ

ニ
ュ

ー
と

い
う
表

現
は

専
門

用
語

で
あ

り
こ

こ
で

使
用

す
る

の
は

適
切

で
は

な
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
0

4
章

1
1
4

1
7

①
文

化
芸

術
に

関
す

る
産

業
の

創
出

・
振

興
―

琉
球

舞
踊

や
組

踊
は

、
単

体
で

の
取

り
組

み
で

は
な

く
歴

史
背

景
、

食
・
國

酒
と

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

で
の

人
材

育
成

や
環

境
整

備
を

進
め

る
べ

き
。

琉
球

舞
踊

、
組

踊
な

ど
大

変
貴

重
な

文
化

資
源

が
あ

り
、

県
民

に
は

そ
の

活
動

が
日

常
で

知
れ

渡
っ

て
い

る
が

、
海

外
（
訪

日
客

）
に

対
し

て
は

十
分

に
浸

透
し

て
い

な
い

と
感

じ
ま

す
。

観
光

振
興

に
近

い
意

見
に

な
り

ま
す

が
、

琉
球

舞
踊

や
組

踊
単

体
で

の
訴

求
で

は
な

く
、

歴
史

背
景

、
食

・
國

酒
（
泡

盛
）
な

ど
と

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

訴
求

を
し

た
方

が
欧

米
人

に
対

し
て

は
効

果
的

だ
と

思
い

ま
す

し
、

人
材

育
成

や
環

境
整

備
に

つ
い

て
も

同
様

の
視

点
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

で
は

、
琉

球
舞

踊
、

組
踊

、
歴

史
、

食
文

化
、

泡
盛

な
ど

を
日

本
遺

産
と

し
て

、
周

遊
ル

ー
ト

の
設

定
や

ガ
イ

ド
養

成
、

多
言

語
で

の
情

報
発

信
等

、
総

合
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

観
光

誘
客

を
促

進
す

る
取

組
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

沖
縄

の
特

色
あ

る
伝

統
行

事
や

伝
統

芸
能

に
代

表
さ

れ
る

多
様

で
豊

か
な

文
化

資
源

を
活

用
し

た
魅

力
あ

る
舞

台
公

演
の

制
作

、
国

内
外

へ
の

情
報

発
信

等
に

よ
り

沖
縄

観
光

の
魅

力
向

上
を

図
る

取
組

も
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

委
員

ご
指

摘
の

と
お

り
、

文
化

資
源

単
体

の
訴

求
で

は
な

く
、

歴
史

背
景

、
食

文
化

、
泡

盛
な

ど
と

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

の
情

報
発

信
に

今
後

と
も

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。

6
1

4
章

1
1
4

2
4

□
  

空
手

に
つ

い
て

は
、

武
道

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

よ
る

観
光

産
業

や
商

工
業

等
関

連
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
、

空
手

を
目

的
と

し
た

交
流

人
口

を
増

や
し

、
「
空

手
関

連
産

業
」
と

い
う
新

た
な

産
業

の
創

出
を

図
る

た
め

、
空

手
を

組
み

込
ん

だ
体

験
型

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

商
品

等
の

開
発

支
援

に
取

り
組

む
。

―
空

手
の

「
ブ

ラ
ン

ド
構

築
」
に

取
り

組
む

こ
と

を
よ

り
明

確
に

打
ち

出
す

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
沖

縄
が

世
界

に
誇

る
伝

統
文

化
で

あ
る

空
手

は
、

観
光

産
業

等
の

成
長

に
資

す
る

訴
求

力
の

高
い

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

の
文

化
コ

ン
テ

ン
ツ

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

新
た

な
振

興
計

画
に

お
い

て
は

、
沖

縄
空

手
会

館
を

拠
点

と
し

た
「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」

の
国

内
外

へ
の

強
力

な
発

信
の

ほ
か

、
世

界
の

愛
好

家
を

対
象

と
し

た
世

界
レ

ベ
ル

の
大

会
や

国
際

的
な

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
、

世
界

各
地

へ
の

指
導

者
の

派
遣

、
沖

縄
空

手
の

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

登
録

に
向

け
た

取
組

等
を

位
置

づ
け

、
こ

れ
ら

の
取

組
を

積
極

的
か

つ
一

体
的

に
推

進
す

る
こ

と
で

、
沖

縄
空

手
の

ブ
ラ

ン
ド

構
築

を
図

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

6
2

4
章

1
1
4

2
4

□
 空

手
に

つ
い

て
は

、
武

道
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

よ
る

観
光

産
業

や
商

工
業

等
関

連
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
、

空
手

を
目

的
と

し
た

交
流

人
口

を
増

や
し

、
 「

空
手

関
連

産
業

」
と

い
う
新

た
な

産
業

の
創

出
を

図
る

た
め

、
空

手
を

組
み

込
ん

だ
体

験
型

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

商
品

等
の

開
発

支
援

に
取

り
組

む
。

□
　

空
手

に
つ

い
て

は
、

武
道

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

よ
る

観
光

産
業

や
商

工
業

等
関

連
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
、

空
手

を
目

的
と

し
た

交
流

人
口

を
増

や
し

、
「
空

手
関

連
産

業
」
と

い
う
新

た
な

産
業

の
創

出
を

図
る

た
め

、
国

内
外

の
空

手
愛

好
家

か
ら

観
光

客
ま

で
幅

広
い

層
を

対
象

に
空

手
を

組
み

込
ん

だ
多

様
で

魅
力

あ
る

体
験

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
商

品
等

の
開

発
支

援
に

取
り

組
む

。

空
手

を
実

際
に

や
っ

て
い

る
空

手
家

に
沖

縄
に

来
て

い
た

だ
く
マ

ー
ケ

ッ
ト

だ
け

で
な

く
、

沖
縄

の
空

手
を

今
ま

で
体

験
し

た
こ

と
こ

の
な

い
人

に
も

体
験

し
て

も
ら

う
と

い
う
、

言
わ

ば
初

心
者

の
裾

野
を

広
げ

る
た

め
の

空
手

体
験

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

両
方

で
進

め
て

い
く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
3

4
章

1
1
5

2
④

健
康

サ
ー

ビ
ス

産
業

の
振

興
―

伝
統

的
な

生
活

習
慣

や
食

文
化

の
担

い
手

と
し

て
の

県
民

の
率

先
し

た
行

動
化

を
記

載
し

て
は

ど
う
か

。
4
0
番

の
意

見
と

も
連

動
し

ま
す

が
、

琉
球

の
食

文
化

も
歴

史
背

景
、

文
化

芸
術

、
國

と
の

パ
ッ
ケ

ー
ジ

組
立

が
必

要
と

考
え

ま
す

。
加

え
て

、
県

民
が

6
次

振
興

計
画

の
期

間
に

、
健

康
・
長

寿
を

意
識

し
琉

球
食

文
化

に
シ

フ
ト

し
、

長
寿

県
復

活
な

ど
実

績
回

復
を

果
た

す
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

よ
り

内
地

の
方

々
を

は
じ

め
訪

日
旅

客
へ

の
何

よ
り

も
訴

求
力

に
な

り
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
1
1
4
ペ

ー
ジ

1
7
行

目
の

「
③

文
化

芸
術

に
関

す
る

産
業

の
創

出
・
振

興
」
に

お
い

て
は

、
医

食
同

源
と

す
る

沖
縄

の
伝

統
的

な
食

文
化

に
つ

い
て

も
、

沖
縄

の
伝

統
文

化
と

し
て

位
置

づ
け

、
次

世
代

へ
の

継
承

を
図

る
と

と
も

に
、

観
光

資
源

と
し

て
の

活
用

に
繋

げ
る

た
め

の
取

組
を

行
う
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

具
体

的
に

は
、

沖
縄

の
伝

統
的

な
食

文
化

を
継

承
す

る
場

や
機

会
の

創
出

、
琉

球
料

理
伝

承
人

な
ど

の
、

担
い

手
の

育
成

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

6
4

4
章

1
1
5

3
□

  
「
健

康
・
長

寿
」
へ

の
高

い
関

心
を

有
す

る
富

裕
層

に
対

し
、

健
康

・
長

寿
等

の
ブ

ラ
ン

ド
力

を
支

え
て

き
た

本
県

の
伝

統
的

な
生

活
習

慣
や

食
文

化
は

、
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
も

の
で

あ
り

、
「
健

康
・
長

寿
」
と

い
う
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
か

し
た

付
加

価
値

の
高

い
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

取
り

組
み

、
健

康
増

進
に

資
す

る
科

学
的

根
拠

や
検

証
結

果
の

利
活

用
を

進
め

、
観

光
客

等
に

向
け

た
国

内
外

で
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

活
動

等
に

取
り

組
む

。

□
本

県
の

伝
統

的
な

生
活

習
慣

や
食

文
化

並
び

に
、

温
暖

な
気

候
や

花
粉

の
飛

散
が

少
な

い
環

境
は

、
富

裕
層

や
「
健

康
・
長

寿
」
に

高
い

関
心

を
有

す
る

層
の

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

「
食

」
、

「
リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

」
、

「
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
等

、
心

身
の

健
康

増
進

や
回

復
に

繋
が

る
コ

ン
テ

ン
ツ

に
つ

い
て

、
効

能
等

の
科

学
的

根
拠

を
利

活
用

す
る

こ
と

で
高

付
加

価
値

化
を

図
り

、
観

光
客

へ
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

取
り

組
み

、
健

康
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

振
興

に
繋

げ
る

。

産
業

化
と

い
う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

「
O

IS
T
や

琉
球

大
学

や
製

薬
会

社
お

よ
び

医
療

機
関

な
ど

と
産

学
官

連
携

を
図

る
。

」
な

ど
取

り
組

む
主

体
を

明
記

す
る

必
要

が
あ

る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
5

4
章

1
2
8

1
1

□
  

ス
ポ

ー
ツ

が
持

つ
言

語
を

超
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
と

人
、

地
域

と
地

域
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
地

域
の

一
体

感
や

潜
在

的
な

活
力

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
を

有
す

る
。

ま
た

、
日

々
の

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

増
進

は
、

免
疫

力
を

高
め

、
ひ

い
て

は
あ

ら
ゆ

る
感

染
症

へ
の

抵
抗

力
を

強
め

て
い

き
、

県
全

体
の

「
健

康
・
長

寿
」
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

□
　

ス
ポ

ー
ツ

が
持

つ
言

語
を

超
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
と

人
、

地
域

と
地

域
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
地

域
の

一
体

感
や

潜
在

的
な

活
力

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
を

有
す

る
と

と
も

に
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

国
際

貢
献

、
課

題
解

決
と

い
っ

た
S
D

P
（
S
po

rt
fo

r 
de

ve
lo

pm
e
n
t 

an
d 

P
e
ac

e
）
の

推
進

に
も

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
（
略

）

①
ど

こ
か

に
S
D

G
sと

の
関

連
が

あ
る

こ
と

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
国

際
貢

献
が

が
可

能
な

こ
と

を
明

示
で

き
れ

ば
よ

り
良

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
た

め
。

②
こ

の
1
0
年

で
は

な
く
て

、
次

の
1
0
年

か
も

し
れ

な
い

が
、

ス
ポ

ー
ツ

ア
イ

ラ
ン

ド
と

し
て

の
世

界
へ

の
貢

献
の

視
点

も
入

れ
て

沖
縄

の
強

み
を

世
界

で
活

用
で

き
る

よ
う
に

な
れ

ば
い

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

（
理

由
）

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

国
際

貢
献

は
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

こ
と

か
ら

S
D

P
の

推
進

に
つ

い
て

盛
り

込
ま

せ
て

頂
き

ま
す

。

6
6

4
章

1
2
8

1
2

ま
た

、
日

々
の

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

増
進

は
、

免
疫

力
を

高
め

、
ひ

い
て

は
あ

ら
ゆ

る
感

染
症

へ
の

抵
抗

力
を

強
め

ま
た

、
日

々
の

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

増
進

は
、

免
疫

力
を

高
め

、
ひ

い
て

は
 あ

ら
ゆ

る
感

染
症

へ
の

抵
抗

力
を

強
め

「
あ

ら
ゆ

る
」
と

言
い

切
っ

て
い

い
の

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ご
指

摘
の

と
お

り
「
あ

ら
ゆ

る
」
を

削
除

し
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
7

4
章

1
2
8

1
1

□
  

ス
ポ

ー
ツ

が
持

つ
言

語
を

超
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
と

人
、

地
域

と
地

域
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
地

域
の

一
体

感
や

潜
在

的
な

活
力

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
を

有
す

る
。

ま
た

、
日

々
の

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

増
進

は
、

免
疫

力
を

高
め

、
ひ

い
て

は
あ

ら
ゆ

る
感

染
症

へ
の

抵
抗

力
を

強
め

て
い

き
、

県
全

体
の

「
健

康
・
長

寿
」
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

□
  

本
県

の
亜

熱
帯

・
海

洋
性

の
地

域
特

性
を

生
か

し
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

地
域

経
済

の
活

性
化

、
競

技
力

の
向

上
及

び
社

会
課

題
の

解
決

等
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

本
県

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

の
経

済
的

価
値

や
社

会
的

価
値

を
向

上
さ

せ
、

希
望

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
の

形
成

を
目

指
す

。

□
 ス

ポ
ー

ツ
が

持
つ

言
語

を
超

え
た

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
と

人
、

地
域

と
地

域
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
地

域
の

一
体

感
や

潜
在

的
な

活
力

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
を

有
す

る
と

と
も

に
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

国
際

貢
献

、
課

題
解

決
と

い
っ

た
S
D

P
（
S
po

rt
 f

o
r

de
ve

lo
pm

e
n
t 

an
d 

P
e
ac

e
）
の

推
進

に
も

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
日

々
の

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

増
進

は
、

免
疫

力
を

高
め

、
ひ

い
て

は
感

染
症

へ
の

抵
抗

力
を

強
め

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
心

身
を

健
康

に
保

ち
明

る
く
豊

か
な

社
会

づ
く
り

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。

□
 本

県
の

亜
熱

帯
・
海

洋
性

の
地

域
特

性
を

生
か

し
、

（
略

）

□
  

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
や

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

促
進

と
と

も
に

、
県

民
等

の
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

が
課

題
で

あ
る

。

□
  

こ
の

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
の

振
興

と
地

域
の

活
性

化
、

県
民

が
主

体
的

に
参

画
す

る
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
。

□
　

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
や

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

促
進

、
県

民
等

の
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

、
こ

れ
ら

に
対

応
す

る
た

め
の

人
材

の
育

成
が

求
め

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

の
形

成
」
は

、
地

域
外

か
ら

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
（
ア

ウ
タ

ー
施

策
）
と

県
民

等
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

の
促

進
（
イ

ン
ナ

ー
施

策
）
を

同
時

並
行

し
て

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
両

施
策

が
共

に
あ

る
こ

と
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

が
課

題
で

あ
る

。

□
 こ

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

産
業

の
振

興
と

地
域

の
活

性
化

、
県

民
が

主
体

的
に

参
画

す
る

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

指
導

者
等

ス
ポ

ー
ツ

に
関

わ
る

多
様

な
人

材
の

育
成

を
大

学
、

競
技

団
体

等
と

連
携

し
て

進
め

る
ほ

か
、

ア
ウ

タ
ー

施
策

と
イ

ン
ナ

ー
施

策
の

均
衡

を
は

か
る

取
り

組
み

を
進

め
、

両
施

策
に

よ
る

メ
リ
ッ
ト

を
県

民
や

県
外

か
ら

訪
れ

た
人

々
が

共
に

享
受

で
き

る
よ

う
取

り
組

む
。

　
振

り
返

り
で

議
論

さ
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
て

、
観

光
経

済
の

面
と

県
民

の
ス

ポ
ー

ツ
促

進
の

両
面

が
整

理
さ

れ
て

わ
か

り
や

す
く
な

っ
た

と
感

じ
ま

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
こ

の
序

文
の

部
分

で
も

う
少

し
明

確
に

分
け

て
書

き
込

ん
で

も
良

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
に

は
側

面
が

二
つ

あ
る

と
い

う
事

と
、

そ
の

両
面

が
重

な
る

部
分

を
書

き
込

む
の

も
良

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

？
　

　
あ

と
、

「
ス

ポ
ー

ツ
が

心
身

の
健

康
と

と
も

に
明

る
く
豊

か
な

社
会

づ
く
り

に
寄

与
す

る
」
と

い
う
事

を
1
1
行

目
あ

た
り

か
ら

の
文

中
に

入
れ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

し
た

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ア
ウ

タ
ー

施
策

と
イ

ン
ナ

ー
施

策
の

二
つ

の
側

面
が

あ
る

こ
と

を
記

載
さ

せ
て

頂
く
と

と
も

に
、

「
心

身
の

健
康

な
ど

へ
の

寄
与

」
に

つ
い

て
も

盛
り

込
ま

せ
て

頂
き

ま
す

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
8

4
章

1
2
8

1
9

□
  

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
や

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

促
進

と
と

も
に

、
県

民
等

の
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

が
課

題
で

あ
る

。

―
１

３
０

ペ
ー

ジ
1
行

目
の

記
載

表
現

の
ほ

う
が

適
切

と
思

い
、

統
一

し
ま

し
た

県
民

等
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

意
識

の
向

上

【
原

案
の

と
お

り
】

当
該

箇
所

に
お

け
る

「
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

」
は

「
参

画
意

識
の

向
上

」
を

含
め

て
お

り
ま

す
の

で
、

素
案

に
お

け
る

文
案

ど
お

り
と

し
た

く
思

い
ま

す
。

6
9

4
章

1
2
8

1
9

2
2

□
  

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
や

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

促
進

と
と

も
に

、
県

民
等

の
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

が
課

題
で

あ
る

。

□
　

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
や

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

促
進

、
県

民
等

の
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

、
こ

れ
ら

に
対

応
す

る
た

め
の

人
材

の
育

成
が

求
め

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

の
形

成
」
は

、
地

域
外

か
ら

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
（
ア

ウ
タ

ー
施

策
）
と

県
民

等
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

の
促

進
（
イ

ン
ナ

ー
施

策
）
を

同
時

並
行

し
て

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
両

施
策

が
共

に
あ

る
こ

と
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

が
課

題
で

あ
る

。

①
こ

れ
ま

で
座

長
と

し
て

沖
縄

発
の

ス
ポ

ー
ツ

産
業

育
成

の
補

助
事

業
に

取
り

組
ん

で
き

た
が

、
成

果
が

上
が

ら
ず

、
事

業
自

体
が

凍
結

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

背
景

の
ひ

と
つ

に
人

材
不

足
が

あ
り

、
こ

れ
を

解
決

す
る

の
が

教
育

機
関

の
設

置
で

あ
る

と
考

え
る

。
ぜ

ひ
沖

縄
に

ス
ポ

ー
ツ

、
文

化
、

観
光

に
関

す
る

専
門

職
大

学
院

を
作

ら
れ

て
は

ど
う

か
。

②
（
上

記
の

意
見

と
関

連
し

て
）
、

豊
岡

の
芸

術
文

化
観

光
専

門
職

大
学

は
文

化
面

と
観

光
が

１
つ

に
な

っ
た

大
学

と
い

う
考

え
方

で
あ

り
、

専
門

職
大

学
と

い
う
こ

と
で

特
化

し
た

こ
と

を
や

る
と

人
材

も
集

ま
り

ま
す

。
芸

大
も

法
人

化
さ

れ
て

新
し

い
カ

ラ
ー

を
発

揮
す

る
な

ら
ば

、
観

光
や

福
祉

や
介

護
等

の
資

格
も

取
り

な
が

ら
、

文
化

芸
能

が
生

か
せ

る
よ

う
な

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
、

学
ぶ

場
所

を
つ

く
る

こ
と

を
考

え
た

ほ
う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

今
後

1
0
年

に
お

い
て

、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

人
材

育
成

が
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
、

左
案

の
よ

う
に

修
正

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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7
0

4
章

1
2
8

1
9

□
  

こ
の

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
の

振
興

と
地

域
の

活
性

化
、

県
民

が
主

体
的

に
参

画
す

る
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
。

□
 こ

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

産
業

の
振

興
と

地
域

の
活

性
化

、
県

民
が

主
体

的
に

参
画

す
る

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

指
導

者
等

ス
ポ

ー
ツ

に
関

わ
る

多
様

な
人

材
の

育
成

を
大

学
、

競
技

団
体

等
と

連
携

し
て

進
め

る
ほ

か
、

ア
ウ

タ
ー

施
策

と
イ

ン
ナ

ー
施

策
の

均
衡

を
は

か
る

取
り

組
み

を
進

め
、

両
施

策
に

よ
る

メ
リ
ッ
ト

を
県

民
や

県
外

か
ら

訪
れ

た
人

々
が

共
に

享
受

で
き

る
よ

う
取

り
組

む
。

①
外

か
ら

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

と
県

民
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

の
促

進
と

い
う
非

常
に

相
違

反
す

る
言

葉
が

２
つ

入
っ

て
い

て
整

理
し

に
く
い

。
外

か
ら

人
を

呼
ん

で
地

域
を

活
性

化
す

る
の

は
ア

ウ
タ

ー
の

政
策

、
県

民
と

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

の
向

上
は

イ
ン

ナ
ー

の
政

策
で

、
こ

の
２

つ
の

政
策

を
同

時
展

開
で

き
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
コ

ミ
ッ
シ

ョ
ン

の
設

立
が

重
要

で
は

な
い

か
。

②
県

民
視

点
で

考
え

た
場

合
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

人
を

呼
び

込
む

と
、

ど
う
し

て
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
が

使
え

な
く
な

る
。

こ
ん

な
に

き
れ

い
な

芝
な

の
に

県
民

が
使

え
な

く
な

る
状

況
を

何
と

か
制

度
で

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ア
ウ

タ
ー

施
策

と
イ

ン
ナ

ー
施

策
を

と
も

に
推

進
し

目
的

を
達

成
す

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

お
り

、
左

案
の

よ
う
に

修
正

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

③
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
誘

致
に

あ
た

り
、

公
共

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
、

ま
た

は
会

館
が

１
年

以
上

前
か

ら
予

約
で

き
な

い
の

が
最

大
の

問
題

で
あ

る
。

毎
年

開
催

の
イ

ベ
ン

ト
が

呼
べ

な
い

た
め

、
き

ち
ん

と
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

を
や

る
こ

と
を

お
示

し
い

た
だ

き
た

い
。

④
公

共
施

設
の

複
数

年
の

予
約

に
関

連
し

て
、

例
え

ば
補

償
金

や
予

約
金

等
の

担
保

に
よ

っ
て

施
設

の
複

数
年

予
約

を
可

能
と

す
る

よ
う
な

考
え

方
も

あ
る

。
た

だ
施

設
を

運
営

す
る

の
は

指
定

管
理

者
で

、
彼

ら
に

そ
の

権
限

は
な

く
全

て
条

例
で

縛
ら

れ
る

の
で

、
そ

れ
も

議
会

等
で

も
ん

で
い

た
だ

き
特

例
的

な
も

の
を

つ
く
る

の
は

ど
う
か

。
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由

　
　

　
等
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議
　

結
　

果

7
1

4
章

1
2
8

2
6

□
  

野
球

や
サ

ッ
カ

ー
等

の
キ

ャ
ン

プ
・
大

会
の

誘
致

な
ど

、
温

暖
な

気
候

や
既

存
の

イ
ン

フ
ラ

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

推
進

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
多

様
な

種
目

や
選

手
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

施
設

・
設

備
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

野
球

の
キ

ャ
ン

プ
地

訪
問

観
光

や
、

サ
ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
等

の
地

元
チ

ー
ム

を
活

用
し

た
観

光
の

推
進

を
図

り
、

県
民

と
観

光
客

が
一

体
と

な
っ

て
楽

し
め

る
観

光
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
  

 野
球

、
サ

ッ
カ

ー
、

空
手

等
の

キ
ャ

ン
プ

・
大

会
の

誘
致

や
カ

ヌ
ー

、
セ

ー
リ
ン

グ
等

の
多

様
な

種
目

の
合

宿
実

施
等

、
沖

縄
の

環
境

や
既

存
の

イ
ン

フ
ラ

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

を
踏

ま
え

、
各

競
技

選
手

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
・
設

備
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

野
球

の
キ

ャ
ン

プ
地

訪
問

観
光

や
、

サ
ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
、

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

等
の

地
元

チ
ー

ム
を

活
用

し
た

観
光

の
推

進
を

図
り

、
県

民
と

観
光

客
が

一
体

と
な

っ
て

楽
し

め
る

観
光

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

①
世

界
に

於
い

て
、

沖
縄

の
伝

統
空

手
の

愛
好

者
よ

り
本

土
系

の
空

手
・
競

技
空

手
・

ス
ポ

ー
ツ

空
手

の
愛

好
者

が
明

ら
か

に
多

い
。

ま
た

、
海

外
で

ほ
ぼ

毎
週

末
や

夏
休

み
な

ど
に

か
け

て
セ

ミ
ナ

ー
や

合
宿

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
魅

力
的

で
あ

る
「
空

手
発

祥
の

地
」
で

の
開

催
を

ヒ
ン

ト
に

、
ま

た
、

彼
ら

が
や

る
空

手
を

尊
重

し
、

こ
の

マ
ー

ケ
ッ
ト

の
皆

さ
ん

へ
積

極
的

に
ア

プ
ロ

ー
チ

・
誘

致
す

る
べ

き
と

思
い

ま
す

。

②
ヨ

ッ
ト

、
カ

ヌ
ー

、
ボ

ー
ト

な
ど

は
冬

の
合

宿
を

沖
縄

で
組

む
と

か
、

北
部

で
大

会
が

行
わ

れ
る

の
で

地
域

の
活

性
化

や
北

部
の

発
展

に
も

貢
献

で
き

る
と

思
う
が

、
カ

ヌ
ー

や
ボ

ー
ト

や
ヨ

ッ
ト

等
の

計
画

は
あ

る
の

か
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

施
設

整
備

に
つ

い
て

県
の

考
え

を
お

聞
か

せ
願

い
た

い
。

③
コ

ラ
ソ

ン
も

キ
ン

グ
ス

、
F
C

琉
球

と
同

様
の

地
域

密
着

度
や

歴
史

も
持

っ
て

い
る

の
で

、
併

記
し

て
あ

げ
る

べ
き

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

カ
ヌ

ー
、

セ
ー

リ
ン

グ
等

の
競

技
の

誘
致

も
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

左
案

の
と

お
り

修
正

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

7
2

4
章

1
2
8

2
6

□
  

野
球

や
サ

ッ
カ

ー
等

の
キ

ャ
ン

プ
・
大

会
の

誘
致

な
ど

、
温

暖
な

気
候

や
既

存
の

イ
ン

フ
ラ

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

推
進

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
多

様
な

種
目

や
選

手
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

施
設

・
設

備
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

野
球

の
キ

ャ
ン

プ
地

訪
問

観
光

や
、

サ
ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
等

の
地

元
チ

ー
ム

を
活

用
し

た
観

光
の

推
進

を
図

り
、

県
民

と
観

光
客

が
一

体
と

な
っ

て
楽

し
め

る
観

光
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
　

野
球

、
サ

ッ
カ

ー
、

空
手

等
の

キ
ャ

ン
プ

・
大

会
の

誘
致

や
カ

ヌ
ー

、
セ

ー
リ
ン

グ
等

の
多

様
な

種
目

の
合

宿
実

施
等

、
沖

縄
の

環
境

や
既

存
の

イ
ン

フ
ラ

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

を
踏

ま
え

、
各

競
技

選
手

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
・
設

備
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

野
球

等
の

キ
ャ

ン
プ

地
訪

問
観

光
や

、
サ

ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
、

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

等
の

地
元

チ
ー

ム
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

や
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

促
進

を
図

り
、

県
民

と
観

光
客

が
一

体
と

な
っ

て
楽

し
め

る
ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
×

観
光

と
い

っ
た

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
活

用
を

盛
り

込
ん

だ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
を

促
進

す
る

。

①
「
観

光
」
と

い
う
言

葉
の

使
い

方
を

、
こ

の
章

で
は

意
識

し
て

変
え

た
ほ

う
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

通
常

の
観

光
施

設
や

見
ど

こ
ろ

を
訪

れ
る

観
光

と
、

ス
ポ

ー
ツ

を
素

材
に

し
た

誘
客

を
「
ス

ポ
ー

ツ
観

光
」
と

呼
ぶ

こ
と

で
タ

ー
ゲ

ッ
ト

や
目

的
が

は
っ

き
り

す
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

②
漠

然
と

「
観

光
を

促
進

す
る

」
と

表
現

す
る

の
で

は
な

く
、

よ
り

具
体

的
に

、
ス

ポ
ー

ツ
×

文
化

×
観

光
を

統
合

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
開

発
に

言
及

し
た

ほ
う
が

、
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

掴
み

や
す

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

①
ご

指
摘

の
と

お
り

と
考

え
ま

す
の

で
修

正
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
「
ス

ポ
ー

ツ
観

光
」
と

い
う
表

現
を

も
う
少

し
具

体
的

に
「
イ

ベ
ン

ト
や

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

促
進

」
と

言
い

換
え

て
お

り
ま

す
。

②
ご

指
摘

の
と

お
り

と
考

え
ま

す
の

で
修

正
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
な

お
、

ス
ポ

ー
ツ

×
観

光
×

文
化

に
つ

い
て

は
、

も
う
少

し
幅

広
に

捉
え

て
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
と

い
う
表

現
に

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
3

4
章

1
2
8

2
6

□
  

野
球

や
サ

ッ
カ

ー
等

の
キ

ャ
ン

プ
・
大

会
の

誘
致

な
ど

、
温

暖
な

気
候

や
既

存
の

イ
ン

フ
ラ

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

推
進

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
多

様
な

種
目

や
選

手
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

施
設

・
設

備
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

野
球

の
キ

ャ
ン

プ
地

訪
問

観
光

や
、

サ
ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
等

の
地

元
チ

ー
ム

を
活

用
し

た
観

光
の

推
進

を
図

り
、

県
民

と
観

光
客

が
一

体
と

な
っ

て
楽

し
め

る
観

光
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

□
  

野
球

、
サ

ッ
カ

ー
、

空
手

等
の

キ
ャ

ン
プ

・
大

会
の

誘
致

や
カ

ヌ
ー

、
セ

ー
リ
ン

グ
等

の
多

様
な

種
目

の
合

宿
実

施
等

、
沖

縄
の

環
境

や
既

存
の

イ
ン

フ
ラ

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

を
踏

ま
え

、
各

競
技

選
手

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
・
設

備
等

の
整

備
や

医
療

機
関

、
リ
カ

バ
リ
ー

、
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

施
設

と
の

連
携

を
進

め
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

と
と

も
に

、
（
略

）

ラ
グ

ビ
ー

チ
ー

ム
が

読
谷

に
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

来
た

と
き

に
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

施
設

と
病

院
が

連
携

し
て

い
な

い
の

で
非

常
に

や
り

に
く
い

部
分

が
あ

っ
た

よ
う
な

の
で

、
病

院
の

拠
点

と
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
医

科
学

の
拠

点
を

し
っ

か
り

す
る

具
体

的
な

文
言

が
あ

っ
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

沖
縄

を
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
の

拠
点

と
す

る
こ

と
は

今
後

1
0
年

に
お

け
る

目
標

で
あ

る
こ

と
か

ら
左

案
の

と
お

り
修

正
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。

7
4

4
章

1
2
8

3
2

□
  

本
県

の
地

理
的

・
自

然
的

条
件

と
ス

ポ
ー

ツ
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
ス

ポ
ー

ツ
交

流
拠

点
と

し
て

の
国

際
的

な
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
と

既
存

産
業

の
連

携
強

化
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

を
核

と
し

た
新

産
業

の
創

出
、

ス
ポ

ー
ツ

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

―
ス

ポ
ー

ツ
交

流
拠

点
と

し
て

の
国

際
的

な
ブ

ラ
ン

ド
力

を
持

つ
た

め
に

は
、

戦
略

的
に

種
目

を
決

め
打

ち
し

た
り

、
そ

れ
に

伴
う
エ

リ
ア

開
発

を
目

指
す

方
が

良
い

か
と

思
い

ま
す

。
海

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
マ

リ
ン

ス
ポ

ー
ツ

（
ウ

ィ
ン

ド
サ

ー
フ

ィ
ン

、
ヨ

ッ
ト

は
内

海
の

あ
る

エ
リ
ア

で
戦

略
的

に
進

め
る

）
と

か
、

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
に

積
極

的
な

地
域

が
あ

れ
ば

そ
れ

を
促

進
す

る
な

ど
。

【
原

案
の

と
お

り
】

ご
指

摘
を

踏
ま

え
、

来
年

度
に

改
定

を
予

定
し

て
い

る
個

別
計

画
（
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
）
に

て
検

討
を

進
め

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

7
5

4
章

1
2
9

5
□

  
各

種
ス

ポ
ー

ツ
キ

ャ
ン

プ
や

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

、
競

技
大

会
等

の
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
誘

致
・
開

催
に

取
り

組
む

。

□
　

各
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
誘

致
・
受

入
を

推
進

す
る

市
町

村
や

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン

沖
縄

等
と

連
携

し
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

キ
ャ

ン
プ

や
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
、

競
技

大
会

等
の

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
誘

致
・
開

催
に

取
り

組
む

。

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

沖
縄

の
存

在
と

役
割

を
明

記
し

た
方

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

の
存

在
と

役
割

を
明

記
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
6

4
章

1
2
9

7
□

  
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

開
催

等
に

よ
り

訪
れ

る
選

手
や

観
光

客
は

、
本

県
の

地
域

特
性

を
生

か
せ

る
高

付
加

価
値

で
長

期
滞

在
型

の
観

光
で

あ
り

、
沖

縄
観

光
の

課
題

で
あ

る
「
閑

散
期

と
繁

忙
期

の
平

準
化

」
に

大
き

く
貢

献
す

る
こ

と
か

ら
、

積
極

的
に

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
本

県
の

魅
力

的
な

ス
ポ

ー
ツ

環
境

を
周

知
す

る
積

極
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

に
取

り
組

む
。

□
　

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
促

進
は

沖
縄

観
光

の
課

題
で

あ
る

「
閑

散
期

と
繁

忙
期

の
平

準
化

」
や

、
長

期
滞

在
傾

向
等

に
よ

る
経

済
効

果
の

増
大

に
貢

献
す

る
こ

と
か

ら
、

本
県

の
魅

力
的

な
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

を
積

極
的

に
展

開
す

る
と

と
も

に
、

高
付

加
価

値
コ

ン
テ

ン
ツ

の
造

成
や

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

①
高

付
加

価
値

型
と

い
う
表

現
の

根
拠

が
明

確
で

は
な

い
た

め
表

現
の

再
検

討
を

お
願

い
し

た
い

②
素

案
の

本
文

は
「
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

」
が

テ
ー

マ
で

す
の

で
「
積

極
的

に
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

推
進

」
で

は
な

く
、

「
積

極
的

に
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

を
推

進
」
に

修
正

し
て

頂
き

た
い

。

③
（
1
2
8
ペ

ー
ジ

2
6
行

目
の

理
由

と
同

様
）

「
観

光
」
と

い
う
言

葉
の

使
い

方
を

、
こ

の
章

で
は

意
識

し
て

変
え

た
ほ

う
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

通
常

の
観

光
施

設
や

見
ど

こ
ろ

を
訪

れ
る

観
光

と
、

ス
ポ

ー
ツ

を
素

材
に

し
た

誘
客

を
「
ス

ポ
ー

ツ
観

光
」
と

呼
ぶ

こ
と

で
タ

ー
ゲ

ッ
ト

や
目

的
が

は
っ

き
り

す
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ご
指

摘
を

踏
ま

え
、

「
高

付
加

価
値

コ
ン

テ
ン

ツ
の

造
成

」
と

い
う
表

現
に

変
え

さ
せ

て
頂

く
と

と
も

に
、

全
体

の
表

現
も

変
え

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。

7
7

4
章

1
2
9

1
9

②
ス

ポ
ー

ツ
を

核
と

し
た

新
た

な
産

業
の

創
出

と
ア

ジ
ア

展
開

□
　

ス
ポ

ー
ツ

に
関

連
し

た
高

付
加

価
値

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

に
向

け
、

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

活
用

や
医

科
学

分
野

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ア
ジ

ア
市

場
に

向
け

た
展

開
を

促
進

す
る

②
ス

ポ
ー

ツ
を

核
と

し
た

新
た

な
産

業
の

創
出

と
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

ス
ポ

ー
ツ

に
関

連
し

た
高

付
加

価
値

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

に
向

け
、

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

活
用

や
医

科
学

分
野

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

市
場

に
向

け
た

展
開

を
促

進
す

る
。

健
康

食
品

等
も

含
め

て
欧

米
市

場
へ

も
沖

縄
か

ら
の

輸
出

が
多

い
と

思
う
の

で
、

ア
ジ

ア
市

場
で

は
な

く
て

、
「
グ

ロ
ー

バ
ル

市
場

」
に

向
け

た
展

開
を

す
る

と
い

う
書

き
ぶ

り
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ご
指

摘
の

と
お

り
と

考
え

る
こ

と
か

ら
「
ア

ジ
ア

」
を

「
グ

ロ
ー

バ
ル

」
に

修
正

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

7
8

4
章

1
2
9

2
1

□
  

ス
ポ

ー
ツ

は
、

人
々

に
精

神
的

豊
か

さ
を

も
た

ら
す

と
と

も
に

、
新

産
業

の
創

出
に

向
け

て
利

活
用

す
べ

き
地

域
資

源
と

し
て

有
望

と
さ

れ
て

お
り

、
健

康
づ

く
り

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
も

の
づ

く
り

、
IC

T
等

の
既

存
産

業
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
県

内
企

業
等

が
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

関
連

事
業

を
創

出
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

□
　

ス
ポ

ー
ツ

は
、

新
産

業
の

創
出

に
向

け
て

利
活

用
す

べ
き

地
域

資
源

と
し

て
有

望
と

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

健
康

づ
く
り

・
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

、
も

の
づ

く
り

、
IC

T
 等

の
既

存
産

業
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
（
略

）

「
精

神
的

豊
か

さ
を

も
た

ら
す

」
こ

と
を

併
記

す
る

必
要

性
を

感
じ

ま
せ

ん
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
9

4
章

1
2
9

2
1

□
  

ス
ポ

ー
ツ

は
、

人
々

に
精

神
的

豊
か

さ
を

も
た

ら
す

と
と

も
に

、
新

産
業

の
創

出
に

向
け

て
利

活
用

す
べ

き
地

域
資

源
と

し
て

有
望

と
さ

れ
て

お
り

、
健

康
づ

く
り

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
も

の
づ

く
り

、
IC

T
等

の
既

存
産

業
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
県

内
企

業
等

が
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

関
連

事
業

を
創

出
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

（
略

）
県

内
企

業
等

が
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

関
連

事
業

を
創

出
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

産
業

の
展

示
会

開
催

・
誘

致
等

に
取

り
組

む
。

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
関

連
事

業
の

創
出

=
健

康
・
ウ

ェ
ル

ネ
ス

・
ス

ポ
ー

ツ
・
食

な
ど

の
関

連
産

業
分

野
の

展
示

会
誘

致
・
開

催
な

ど
に

つ
い

て
も

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
0

4
章

1
2
9

2
9

□
  

ア
リ
ー

ナ
・
ス

タ
ジ

ア
ム

及
び

県
内

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
等

の
地

域
資

源
を

活
用

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
団

体
や

ア
ス

リ
ー

ト
等

の
参

画
に

よ
る

多
様

な
社

会
課

題
の

解
決

を
促

進
す

る
。

―
ま

ち
づ

く
り

と
は

、
さ

ら
に

良
い

生
活

が
送

れ
る

よ
う
に

、
道

路
や

街
並

み
、

景
観

と
い

っ
た

ハ
ー

ド
部

分
と

、
歴

史
文

化
、

芸
術

、
ス

ポ
ー

ツ
等

の
ソ

フ
ト

両
面

か
ら

改
善

を
図

ろ
う

と
す

る
プ

ロ
セ

ス
で

す
が

、
ハ

ー
ド

部
分

の
記

述
が

な
い

の
が

気
に

な
り

ま
す

。
歩

道
の

拡
幅

や
自

転
車

専
用

道
の

整
備

な
ど

、
日

常
生

活
に

密
着

し
た

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
記

述
が

必
要

で
、

以
下

の
イ

－
①

と
も

関
連

し
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

ご
指

摘
の

と
お

り
、

ま
ち

づ
く
り

に
お

い
て

は
ハ

ー
ド

面
の

整
備

が
必

要
と

な
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
が

、
各

取
組

に
よ

り
、

整
備

す
べ

き
内

容
が

異
な

る
た

め
こ

の
よ

う
な

表
記

と
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
自

転
車

通
行

空
間

（
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
、

矢
羽

根
型

路
面

表
示

な
ど

）
の

整
備

や
歩

道
の

拡
幅

に
つ

い
て

は
①

3
4
ペ

ー
ジ

6
行

目
②

8
0
ペ

ー
ジ

3
3
行

目
③

1
4
7
ペ

ー
ジ

2
2
行

目
に

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

8
1

4
章

1
2
9

3
2

□
  

本
県

の
魅

力
を

活
用

し
、

開
催

地
周

辺
の

地
域

経
済

を
活

性
化

さ
せ

る
国

際
競

技
大

会
や

大
規

模
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
を

市
町

村
及

び
関

係
団

体
と

連
携

し
、

誘
致

に
取

り
組

む
。

1
2
8
ペ

ー
ジ

2
2
行

目
□

　
こ

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

産
業

の
振

興
と

地
域

の
活

性
化

、
県

民
が

主
体

的
に

参
画

す
る

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

指
導

者
等

ス
ポ

ー
ツ

に
関

わ
る

多
様

な
人

材
の

育
成

を
大

学
等

と
連

携
し

て
進

め
て

行
く
。

1
2
9
ペ

ー
ジ

5
行

目
□

　
各

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
誘

致
・
受

入
を

推
進

す
る

市
町

村
や

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン

沖
縄

等
と

連
携

し
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

キ
ャ

ン
プ

や
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
、

競
技

大
会

等
の

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
誘

致
・
開

催
に

取
り

組
む

。

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

沖
縄

の
存

在
や

役
割

に
つ

い
て

は
明

記
し

た
方

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

各
種

目
の

フ
ォ

ロ
ー

や
ケ

ア
が

出
来

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
2
8
ペ

ー
ジ

2
2
行

目
に

左
案

の
と

お
り

追
記

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
2
9
ペ

ー
ジ

5
行

目
に

て
ス

ポ
ー

ツ
コ

ミ
ッ
シ

ョ
ン

の
存

在
、

役
割

を
明

記
し

た
い

と
思

い
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
2

4
章

1
3
0

6
□

  
本

県
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

は
、

県
民

等
の

主
体

的
な

ス
ポ

ー
ツ

参
画

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
青

少
年

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

世
代

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

文
化

を
醸

成
す

る
と

と
も

に
、

県
内

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

競
技

力
向

上
や

県
民

の
積

極
的

な
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
参

画
に

向
け

て
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

（
略

）
県

民
の

積
極

的
な

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

参
画

、
主

体
的

、
活

動
的

、
健

康
的

な
生

き
方

で
あ

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
イ

フ
の

推
進

に
向

け
て

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ

ル
の

時
代

は
、

ス
ポ

ー
ツ

だ
け

の
振

興
だ

け
で

は
な

く
、

住
民

が
い

か
い

か
に

ア
ク

テ
ィ
ブ

な
生

活
を

楽
し

む
か

が
課

題
に

な
り

ま
す

。
そ

の
意

味
で

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
イ

フ
」
を

施
策

の
中

に
取

り
込

む
こ

と
が

重
要

だ
と

考
え

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
3

4
章

1
3
0

2
4

□
　

県
外

チ
ー

ム
の

招
待

や
県

外
で

の
強

化
試

合
の

推
進

、
コ

ー
チ

等
の

招
聘

、
優

秀
な

指
導

者
の

養
成

・
確

保
、

競
技

団
体

及
び

中
体

連
・
高

体
連

と
連

携
し

た
少

年
種

別
の

継
続

し
た

強
化

支
援

等
に

よ
り

、
競

技
力

の
向

上
や

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

に
取

り
組

む
。

□
　

県
外

チ
ー

ム
の

招
待

や
県

外
で

の
強

化
試

合
の

推
進

、
コ

ー
チ

等
の

招
聘

、
専

門
的

な
知

識
・
技

能
や

高
い

コ
ー

チ
ン

グ
能

力
だ

け
で

な
く
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
等

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

適
確

に
対

応
で

き
る

指
導

力
を

身
に

つ
け

た
 指

導
者

の
養

成
・
確

保
、

競
技

団
体

及
び

中
体

連
・

高
体

連
と

連
携

し
た

少
年

種
別

の
継

続
し

た
強

化
支

援
等

に
よ

り
、

競
技

力
の

向
上

や
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

に
取

り
組

む
。

①
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
指

導
者

を
育

て
る

必
要

が
あ

る
。

部
活

の
指

導
の

在
り

方
が

非
常

に
問

題
視

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

む
し

ろ
指

導
者

を
育

て
な

い
と

優
秀

な
人

材
も

間
違

え
た

育
て

方
を

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

②
指

導
者

に
関

し
て

は
、

「
優

秀
な

指
導

者
」
と

い
う
書

き
方

は
非

常
に

難
し

い
意

味
合

い
が

あ
る

た
め

、
具

体
的

に
は

コ
ー

チ
ン

グ
の

資
格

を
取

っ
た

指
導

者
、

こ
れ

か
ら

新
し

く
コ

ー
チ

ン
グ

の
勉

強
を

し
て

い
る

と
い

う
よ

う
な

具
体

的
な

文
言

を
入

れ
た

ほ
う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

専
門

的
な

知
識

・
技

能
の

み
な

ら
ず

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
含

め
た

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

た
指

導
者

の
確

保
が

必
要

が
と

考
え

る
こ

と
か

ら
左

案
の

と
お

り
修

正
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。

8
4

4
章

1
3
0

1
2

□
  

各
種

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

に
対

応
し

た
施

設
の

整
備

・
充

実
に

取
り

組
む

。
―

□
  

各
種

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

に
対

応
し

た
施

設
の

整
備

・
充

実
に

取
り

組
み

、
そ

の
維

持
・
管

理
を

行
う
責

任
の

所
在

も
明

確
に

す
る

。

芝
ん

ち
ゅ

事
業

の
よ

う
な

事
を

継
続

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

「
芝

人
事

業
」
に

つ
い

て
は

、
サ

ッ
カ

ー
キ

ャ
ン

プ
誘

致
な

ど
に

お
い

て
そ

の
重

要
性

を
認

識
し

て
お

り
、

今
後

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

を
通

じ
た

実
施

な
ど

も
含

め
検

討
し

て
参

り
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
5

4
章

1
3
0

2
4

□
  

県
外

チ
ー

ム
の

招
待

や
県

外
で

の
強

化
試

合
の

推
進

、
コ

ー
チ

等
の

招
聘

、
優

秀
な

指
導

者
の

養
成

・
確

保
、

競
技

団
体

及
び

中
体

連
・
高

体
連

と
連

携
し

た
少

年
種

別
の

継
続

し
た

強
化

支
援

等
に

よ
り

、
競

技
力

の
向

上
や

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

に
取

り
組

む
。

―
こ

の
あ

た
り

は
部

活
の

行
き

過
ぎ

た
指

導
問

題
な

ど
教

育
と

関
わ

っ
て

く
る

の
が

気
に

な
る

。
　

宿
泊

・
飲

食
・
付

随
す

る
観

光
に

つ
い

て
は

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

沖
縄

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
を

高
め

る
事

が
必

要
。

【
原

案
の

と
お

り
】

部
活

動
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

県
教

育
庁

に
お

い
て

検
討

が
な

さ
れ

て
お

り
、

今
後

の
施

策
展

開
な

ど
も

含
め

注
視

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

沖
縄

に
お

け
る

機
能

の
充

実
に

つ
い

て
は

、
今

後
ス

ポ
ー

ツ
協

会
と

も
連

携
し

て
取

り
組

ん
で

参
り

ま
す

。

8
6

4
章

1
3
0

3
3

□
　

市
町

村
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

団
体

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
様

々
な

世
代

や
個

人
が

持
つ

多
様

性
に

応
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

機
会

拡
充

に
取

り
組

む
。

□
　

市
町

村
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

団
体

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
年

齢
、

性
別

、
障

が
い

等
を

問
わ

ず
、

様
々

な
世

代
や

個
人

が
持

つ
多

様
性

に
応

じ
て

、
広

く
ス

ポ
ー

ツ
に

参
画

で
き

る
環

境
、

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
機

会
拡

充
に

取
り

組
む

。

障
害

を
持

っ
て

い
る

人
た

ち
が

運
動

す
る

機
会

が
少

な
い

の
は

、
沖

縄
だ

け
で

は
な

く
、

日
本

の
課

題
に

も
な

っ
て

い
る

た
め

、
文

章
の

中
に

「
障

害
者

」
の

文
言

と
、

障
害

を
持

っ
て

い
る

人
た

ち
が

ス
ポ

ー
ツ

を
で

き
る

施
設

に
つ

い
て

文
章

の
中

に
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
か

ら
、

左
案

の
と

お
り

修
正

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

8
7

4
章

1
3
4

1
□

  
離

島
地

域
の

有
す

る
比

較
優

位
の

あ
る

独
自

の
自

然
や

文
化

は
、

本
県

の
観

光
産

業
を

牽
引

す
る

地
域

資
源

で
あ

り
、

環
境

容
量

に
配

慮
し

つ
つ

持
続

可
能

な
か

た
ち

で
の

振
興

を
展

開
す

る
た

め
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

□
　

 離
島

地
域

の
有

す
る

比
較

優
位

の
あ

る
独

自
の

自
然

や
文

化
は

、
本

県
の

観
光

産
業

を
牽

引
す

る
地

域
資

源
で

あ
り

、
自

然
環

境
や

住
民

生
活

に
最

大
限

に
配

慮
し

、
持

続
可

能
な

か
た

ち
で

の
振

興
を

展
開

す
る

た
め

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

環
境

面
に

配
慮

⇒
環

境
面

に
最

大
限

に
配

慮
し

、
持

続
可

能
な

～

環
境

保
全

重
視

姿
勢

を
打

ち
出

す
必

要
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

第
６

章
圏

域
別

展
開

（
2
2
5
ペ

ー
ジ

１
行

目
、

2
3
2

ペ
ー

ジ
５

行
目

）
の

文
言

と
合

わ
せ

る
形

で
修

正
す

る
。

8
8

4
章

1
3
4

9
□

  
島

の
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
観

光
客

の
増

加
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
む

。

□
  

島
の

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
生

か
し

た
滞

在
型

観
光

に
よ

る
観

光
客

の
増

加
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
む

。

―
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

8
9

4
章

1
3
4

1
6

□
  

都
市

部
に

は
な

い
静

寂
さ

や
光

害
の

影
響

の
な

い
夜

空
な

ど
、

離
島

・
過

疎
地

域
が

有
す

る
比

較
優

位
の

資
源

を
有

効
活

用
し

、
高

品
位

の
体

験
型

観
光

の
強

化
に

取
り

組
む

。

□
  

都
市

部
に

は
な

い
静

寂
さ

や
光

害
の

影
響

の
な

い
夜

空
な

ど
、

離
島

・
過

疎
地

域
が

有
す

る
比

較
優

位
の

資
源

を
有

効
活

用
し

、
質

の
高

い
体

験
型

観
光

の
強

化
に

取
り

組
む

。

「
高

品
位

」
⇒

「
高

品
質

」
の

方
が

観
光

に
関

し
て

は
妥

当
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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議
　

結
　

果

9
0

4
章

1
4
2

2
3

□
  

各
圏

域
に

お
い

て
C

IQ
 の

体
制

強
化

な
ど

、
外

国
人

観
光

客
の

円
滑

な
受

入
体

制
の

構
築

に
関

係
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
む

。

□
  

特
に

検
疫

機
能

の
強

化
が

求
め

れ
て

お
り

、
各

圏
域

に
お

い
て

C
IQ

 の
体

制
強

化
な

ど
、

外
国

人
観

光
客

の
円

滑
な

受
入

体
制

の
構

築
に

関
係

機
関

と
連

携
し

て
取

り
組

む
。

―
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
1

4
章

1
5
1

1
6

□
  

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

地
理

的
特

性
、

自
然

的
特

性
、

独
自

の
歴

史
的

・
文

化
的

特
性

等
を

生
か

し
、

観
光

・
経

済
・

文
化

な
ど

様
々

な
分

野
に

お
け

る
多

元
的

交
流

の
推

進
を

通
し

て
、

沖
縄

を
結

び
目

と
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

な
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
目

指
す

。

―
9
0
カ

国
以

上
に

存
在

す
る

沖
縄

空
手

の
支

部
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

こ
こ

の
に

記
載

あ
る

「
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
に

明
確

に
含

め
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

伝
統

的
な

沖
縄

空
手

は
、

「
文

化
」
に

包
含

さ
れ

る
た

め
、

当
該

箇
所

に
お

い
て

、
「
空

手
」
を

例
示

に
加

え
る

こ
と

は
適

当
で

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

9
2

4
章

1
5
2

2
□

国
内

外
県

人
会

や
市

町
村

等
と

の
連

携
の

下
、

1
0
月

3
0
日

の
「
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
の

日
」
に

ち
な

ん
で

世
界

各
地

で
実

施
す

る
沖

縄
に

関
す

る
様

々
な

取
組

等
を

通
じ

て
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

県
民

や
県

系
人

等
に

対
し

、
移

住
・
移

民
の

経
緯

や
困

難
を

克
服

し
て

き
た

歴
史

や
沖

縄
の

文
化

等
に

対
す

る
理

解
促

進
を

図
り

つ
つ

、
次

世
代

の
担

い
手

の
育

成
や

県
系

人
の

ル
ー

ツ
調

査
な

ど
、

世
界

の
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
承

・
発

展
に

取
り

組
む

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

□
国

内
外

県
人

会
や

市
町

村
、

民
間

交
流

団
体

等
と

の
連

携
の

下
、

1
0
月

3
0
日

の
「
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
の

日
」
に

ち
な

ん
で

世
界

各
地

で
実

施
す

る
沖

縄
に

関
す

る
様

々
な

取
組

等
を

通
じ

て
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

県
民

や
県

系
人

等
に

対
し

、
移

住
・
移

民
の

経
緯

や
困

難
を

克
服

し
て

き
た

歴
史

や
沖

縄
の

文
化

等
に

対
す

る
理

解
促

進
を

図
り

つ
つ

、
次

世
代

の
担

い
手

の
育

成
や

県
系

人
の

ル
ー

ツ
調

査
な

ど
、

世
界

の
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
承

・
発

展
に

取
り

組
む

。

1
5
2
ペ

ー
ジ

の
国

内
外

の
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

と
の

絶
え

間
な

い
交

流
の

中
に

お
い

て
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
と

の
連

携
は

と
て

も
重

要
だ

と
思

う
が

、
W

U
B

や
W

Y
U

A
が

一
緒

に
な

っ
て

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
大

会
へ

の
気

運
を

盛
り

上
げ

よ
う
と

し
て

い
る

の
で

、
「
W

U
B

と
W

Y
U

A
」
、

そ
し

て
「
各

国
民

間
交

流
団

体
」
と

い
う
文

言
を

入
れ

た
ほ

う
が

い
い

と
思

う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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9
3

4
章

1
5
2

8
□

  
国

内
外

に
広

が
る

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

次
世

代
へ

安
定

的
に

継
承

す
る

た
め

、
独

立
行

政
法

人
国

際
協

力
機

構
（
以

下
、

「
J
IC

A
」
）
等

と
連

携
し

、
育

成
人

材
等

を
対

象
と

す
る

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

相
互

交
流

や
W

E
B

・
S
N

S
等

に
よ

る
情

報
発

信
、

県
系

人
の

ル
ー

ツ
調

査
を

は
じ

め
と

す
る

歴
史

継
承

等
を

多
言

語
で

担
う
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
に

取
り

組
む

。

―
本

項
目

で
は

、
独

立
行

政
法

人
国

際
協

力
機

構
（
以

下
、

「
J
IC

A
」
）
と

、
1
5
3
ペ

ー
ジ

２
行

目
で

は
、

独
立

行
政

法
人

国
際

協
力

機
構

沖
縄

セ
ン

タ
ー

と
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
使

い
分

け
の

意
味

が
あ

れ
ば

ご
教

示
く
だ

さ
い

。
特

に
な

い
よ

う
で

あ
れ

ば
独

立
行

政
法

人
国

際
協

力
機

構
沖

縄
セ

ン
タ

ー
（
も

し
く
は

J
IC

A
沖

縄
）
で

統
一

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

ご
承

知
の

と
お

り
、

沖
縄

振
興

特
別

措
置

法
第

8
7

条
に

お
い

て
、

J
IC

A
が

沖
縄

の
国

際
協

力
の

推
進

に
資

す
る

よ
う
努

め
る

と
規

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

平
成

2
5
年

に
沖

縄
県

と
独

立
行

政
法

人
国

際
協

力
機

構
（
J
IC

A
）
は

連
携

協
定

を
締

結
し

、
双

方
が

実
施

す
る

国
際

交
流

事
業

へ
の

協
力

な
ど

、
連

携
協

力
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
上

記
の

理
由

か
ら

、
当

該
箇

所
に

お
い

て
は

「
J
IC

A
」

等
と

の
連

携
、

と
し

て
お

り
ま

す
が

、
1
5
3
ペ

ー
ジ

の
2
行

目
の

「
お

き
な

わ
国

際
協

力
・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ

ル
」

は
J
IC

A
沖

縄
が

主
催

と
承

知
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

そ
の

よ
う
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

素
案

の
1
5
2
ペ

ー
ジ

８
行

目
に

記
載

の
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
つ

い
て

は
、

J
IC

A
沖

縄
と

連
携

し
、

J
IC

A
沖

縄
の

執
務

室
内

に
「
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

」
と

し
て

設
置

し
て

お
り

ま
す

が
、

移
民

資
料

調
査

等
に

つ
い

て
J
IC

A
海

外
事

務
所

や
J
IC

A
横

浜
（
海

外
移

住
資

料
館

）
等

と
連

携
を

図
っ

て
い

く
考

え
で

す
。

9
4

4
章

1
5
2

2
3

□
  

国
籍

や
民

族
に

関
係

な
く
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

環
境

づ
く
り

を
推

進
し

、
国

際
交

流
拠

点
に

ふ
さ

わ
し

い
多

文
化

共
生

社
会

の
形

成
に

向
け

た
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

□
 国

籍
や

民
族

な
ど

の
異

な
る

人
々

が
、

互
い

の
文

化
的

ち
が

い
を

認
め

合
い

、
対

等
な

関
係

を
築

こ
う
と

し
な

が
ら

、
地

域
社

会
の

構
成

員
と

し
て

共
に

暮
ら

せ
る

環
境

づ
く
り

を
推

進
し

、
国

際
交

流
拠

点
に

ふ
さ

わ
し

い
多

文
化

共
生

社
会

の
形

成
に

向
け

た
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

　
総

務
省

に
よ

る
と

、
多

文
化

共
生

は
、

「
国

籍
や

民
族

な
ど

の
異

な
る

人
々

が
、

互
い

の
文

化
的

ち
が

い
を

認
め

合
い

、
対

等
な

関
係

を
築

こ
う
と

し
な

が
ら

、
地

域
社

会
の

構
成

員
と

し
て

共
に

生
き

て
い

く
こ

と
」
と

定
義

さ
れ

て
い

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
5

4
章

1
5
2

2
8

□
  

地
域

や
公

益
財

団
法

人
沖

縄
県

国
際

交
流

・
人

材
育

成
財

団
等

と
連

携
し

、
多

言
語

や
や

さ
し

い
日

本
語

に
よ

る
情

報
発

信
、

在
住

外
国

人
の

地
域

社
会

参
画

へ
の

支
援

、
沖

縄
で

の
生

活
に

関
す

る
各

種
相

談
の

実
施

の
ほ

か
、

医
療

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
災

害
時

に
備

え
た

外
国

人
支

援
サ

ポ
ー

タ
ー

の
育

成
な

ど
、

外
国

人
が

安
心

し
て

生
活

及
び

滞
在

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

（
前

段
に

追
加

）
□

 互
い

の
文

化
的

ち
が

い
を

認
め

合
い

、
そ

れ
ぞ

れ
が

共
に

地
域

社
会

を
支

え
る

主
体

と
し

て
、

そ
の

能
力

を
十

分
に

発
揮

し
な

が
ら

、
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

の
心

で
、

外
国

人
も

県
民

も
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

□
  

地
域

や
公

益
財

団
法

人
沖

縄
県

国
際

交
流

・
人

材
育

成
財

団
等

と
連

携
し

、
（
略

）

□
　

「
お

き
な

わ
多

文
化

共
生

推
進

指
針

」
　

（
第

4
章

基
本

的
な

考
え

方
　

１
基

本
理

念
）
よ

り

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
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－
１
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
6

4
章

1
5
3

2
□

  
市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

し
た

県
民

向
け

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
独

立
行

政
法

人
国

際
協

力
機

構
沖

縄
セ

ン
タ

ー
主

催
の

お
き

な
わ

国
際

協
力

・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

へ
の

参
画

を
通

じ
、

県
民

が
文

化
・
教

育
等

の
相

互
交

流
を

通
し

て
お

互
い

の
文

化
や

習
慣

を
理

解
し

合
う
た

め
の

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

□
 市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

し
た

県
民

向
け

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
（
以

下
略

）

（
後

段
に

追
加

）
□

 県
内

に
在

住
す

る
外

国
人

に
、

国
際

交
流

･国
際

親
善

、
日

本
･沖

縄
の

社
会

や
文

化
に

つ
い

て
日

本
語

で
意

見
を

発
表

す
る

場
を

提
供

し
、

共
生

社
会

の
あ

り
方

を
互

い
に

考
え

合
う
機

会
を

つ
く
り

だ
す

こ
と

に
よ

り
、

県
民

の
異

文
化

理
解

・
国

際
理

解
の

促
進

に
取

り
組

む
。

□
（
追

加
）
沖

縄
県

国
際

交
流

・
人

材
育

成
財

団
で

は
、

「
外

国
人

に
よ

る
日

本
語

弁
論

大
会

」
を

毎
年

実
施

し
て

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

9
7

4
章

1
5
3

1
5

□
  

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

地
理

的
特

性
、

自
然

的
特

性
、

独
自

の
歴

史
的

・
文

化
的

特
性

等
を

生
か

し
、

学
術

・
文

化
・

友
好

親
善

な
ど

様
々

な
分

野
で

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

た
め

、
福

建
省

と
の

友
好

県
省

や
ハ

ワ
イ

等
と

の
姉

妹
提

携
等

の
交

流
を

促
進

し
、

ま
た

、
海

外
と

の
新

た
な

M
O

U
（
覚

書
）
締

結
な

ど
地

域
間

交
流

を
促

進
す

る
。

―
（
修

正
案

）
ま

た
、

海
外

の
国

や
都

市
、

地
域

な
ど

と
の

新
た

な
M

O
U

（
覚

書
）
締

結
な

ど
地

域
間

交
流

を
促

進
す

る
。

表
記

内
容

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

追
記

し
た

方
が

良
い

と
思

い
ま

し
た

。

1
5
3
ペ

ー
ジ

の
1
8
行

目
の

質
問

へ
の

回
答

と
し

て
「
海

外
の

交
流

先
、

Ｍ
Ｏ

Ｕ
な

ど
の

締
結

先
は

都
市

や
地

域
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

国
は

該
当

し
な

い
も

の
と

考
え

ま
す

」
と

あ
る

が
、

仮
に

パ
ラ

オ
共

和
国

や
ア

メ
リ
カ

自
治

領
の

サ
イ

パ
ン

島
が

今
後

、
交

流
対

象
地

域
に

な
っ

た
ら

沖
縄

県
と

し
て

は
Ｍ

Ｏ
Ｕ

を
締

結
で

き
な

い
と

い
う
考

え
方

で
よ

い
の

か
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
国

等
も

含
め

て
、

文
末

の
「
地

域
間

交
流

」
に

包
含

さ
れ

る
た

め
、

元
の

文
章

の
ま

ま
と

し
た

い
と

考
え

ま
す

。

9
8

4
章

1
5
7

1
0

□
  

本
県

の
リ
ゾ

ー
ト

地
と

し
て

の
優

位
性

を
生

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

需
要

の
取

り
込

み
に

向
け

、
市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

の
下

、
宿

泊
施

設
で

の
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
の

設
置

支
援

や
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

促
進

な
ど

、
働

き
な

が
ら

離
島

地
域

で
の

休
暇

を
満

喫
で

き
る

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

―
①

医
療

機
関

と
の

連
携

を
追

記
し

て
頂

き
た

い
。

【
原

案
の

と
お

り
】

医
療

資
源

の
観

光
資

源
と

し
て

の
活

用
に

関
し

て
は

、
富

裕
層

誘
致

や
消

費
単

価
の

向
上

に
繋

が
る

も
の

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
一

方
で

、
県

全
体

の
医

療
体

制
の

確
保

や
地

域
医

療
へ

の
影

響
等

に
つ

い
て

も
十

分
に

考
慮

す
る

必
要

が
あ

り
、

関
係

機
関

の
意

見
等

も
確

認
し

な
が

ら
慎

重
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

素
案

は
原

文
の

と
お

り
と

し
ま

す
。
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別
紙
１
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番 号
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た

な
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案
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文

 
案

 
等
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
9

4
章

1
5
7

1
0

□
  

本
県

の
リ
ゾ

ー
ト

地
と

し
て

の
優

位
性

を
生

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

需
要

の
取

り
込

み
に

向
け

、
市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

の
下

、
宿

泊
施

設
で

の
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
の

設
置

支
援

や
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

促
進

な
ど

、
働

き
な

が
ら

離
島

地
域

で
の

休
暇

を
満

喫
で

き
る

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

□
  

本
県

の
リ
ゾ

ー
ト

地
と

し
て

の
優

位
性

を
生

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

需
要

の
取

り
込

み
に

向
け

、
市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

の
下

、
宿

泊
施

設
で

の
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
の

設
置

支
援

や
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

促
進

な
ど

、
働

き
な

が
ら

離
島

地
域

で
の

滞
在

を
満

喫
で

き
る

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

「
休

暇
を

満
喫

」
で

は
な

く
「
滞

在
を

満
喫

」
に

変
更

し
て

頂
き

た
い

。
休

暇
に

限
定

し
な

い
こ

と
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
へ

申
し

送
り

】
離

島
地

域
に

お
け

る
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

促
進

な
ど

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
当

部
会

で
検

討
で

き
る

事
項

で
は

な
い

た
め

、
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
へ

申
し

送
り

し
ま

す
。

1
0
0

4
章

1
7
4

2
2

□
  

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
や

地
場

産
業

等
を

成
長

・
高

度
化

さ
せ

、
本

県
の

持
続

的
な

経
済

発
展

に
つ

な
げ

る
人

材
の

育
成

と
定

着
に

向
け

た
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

―
業

種
に

関
係

な
く
、

働
く
人

の
不

足
や

定
着

の
悪

さ
は

、
沖

縄
県

民
の

「
働

く
事

」
へ

の
意

識
改

革
が

必
要

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
子

供
の

貧
困

も
親

の
貧

困
か

ら
で

あ
っ

て
、

大
人

の
「
働

く
事

」
の

意
識

改
革

、
雇

う
側

の
「
良

い
職

場
環

境
」
「
良

い
経

営
環

境
」
へ

の
改

善
、

業
界

側
の

き
つ

い
、

き
た

な
い

、
給

料
や

す
い

、
休

日
が

な
い

、
と

い
う
「
K
」
の

払
拭

と
な

る
よ

う
な

業
界

あ
げ

て
の

取
り

組
み

な
ど

が
必

要
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

業
種

や
階

層
に

必
要

な
施

策
で

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
と

思
い

ま
す

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
委

員
の

ご
意

見
の

と
お

り
、

観
光

業
界

で
就

業
す

る
こ

と
へ

の
マ

イ
ナ

ス
イ

メ
ー

ジ
を

払
拭

す
る

取
組

は
重

要
と

考
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

1
7
4
ペ

ー
ジ

2
9
行

目
以

降
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

1
0
1

4
章

1
7
4

2
6

□
  

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
、

地
域

主
体

の
観

光
振

興
、

地
域

へ
収

益
創

出
す

る
観

光
振

興
、

S
D

G
sに

対
応

し
た

観
光

振
興

等
を

構
想

し
、

観
光

地
経

営
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
を

も
っ

た
観

光
人

材
の

育
成

と
確

保
に

取
り

組
む

。

□
　

国
際

化
の

進
展

や
社

会
情

勢
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

業
種

や
各

階
層

に
応

じ
て

必
要

な
ス

キ
ル

や
知

識
を

習
得

し
、

併
せ

て
、

S
D

G
ｓ
の

理
念

に
基

づ
き

地
域

を
支

え
、

そ
の

魅
力

や
強

み
を

引
き

出
す

地
域

主
体

の
観

光
振

興
を

構
想

し
、

裾
野

の
広

い
観

光
産

業
を

体
系

的
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

で
き

る
高

度
な

観
光

産
業

人
材

の
育

成
と

確
保

に
取

り
組

む
。

2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

の
世

界
に

通
用

す
る

人
材

に
つ

い
て

は
言

語
と

か
文

化
の

理
解

に
つ

い
て

が
主

だ
っ

た
の

で
そ

れ
ら

は
あ

る
程

度
出

来
て

き
た

か
と

思
い

ま
す

。
多

彩
で

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

と
言

っ
て

も
、

観
光

の
中

で
も

業
種

は
様

々
で

、
業

種
、

階
層

別
に

育
成

と
人

材
の

確
保

に
取

り
組

む
施

策
が

そ
れ

ぞ
れ

必
要

で
あ

る
と

感
じ

ま
し

た
。

ま
た

、
そ

れ
を

管
轄

す
る

行
政

マ
ン

に
も

左
記

に
書

か
れ

た
こ

れ
ら

の
能

力
は

必
要

と
感

じ
ま

す
。

観
光

人
材

の
育

成
・
確

保
に

つ
い

て
、

も
う

少
し

項
目

を
増

や
す

こ
と

も
大

事
で

は
な

い
か

。
政

策
人

材
産

業
人

材
と

い
う
も

の
を

し
っ

か
り

区
別

し
て

取
組

を
進

め
て

行
く
べ

き
だ

と
思

う
の

で
、

観
光

人
材

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
も

う
少

し
表

現
を

加
え

る
こ

と
を

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
0
2

4
章

1
7
4

2
9

□
  

観
光

産
業

が
魅

力
的

な
職

場
と

な
る

よ
う
処

遇
改

善
や

生
産

性
向

上
、

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

等
に

よ
る

人
材

の
定

着
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
観

光
産

業
の

魅
力

発
信

や
観

光
教

育
の

推
進

等
に

よ
り

観
光

産
業

従
事

者
の

拡
大

に
取

り
組

む
。

―
良

い
職

場
に

し
、

処
遇

を
よ

く
す

る
こ

と
は

、
企

業
努

力
が

最
も

大
事

で
は

あ
り

ま
す

が
、

沖
縄

観
光

の
ブ

ラ
ン

ド
力

、
収

益
構

造
や

観
光

地
開

発
に

も
関

わ
っ

て
く
る

問
題

だ
と

感
じ

て
い

ま
す

。
バ

ル
セ

ロ
ナ

の
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
問

題
に

端
を

発
し

た
エ

リ
ア

別
の

宿
泊

施
設

の
制

限
な

ど
は

参
考

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

沖
縄

観
光

が
真

の
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

な
る

に
は

、
県

や
行

政
の

観
光

を
扱

う
部

署
は

専
門

性
を

も
っ

た
人

を
長

期
に

わ
た

っ
て

配
置

す
る

事
も

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

※
観

光
教

育
に

つ
い

て
は

小
学

生
に

配
る

観
光

読
本

は
継

続
さ

れ
て

ま
す

で
し

ょ
う
か

。
中

高
生

に
も

更
に

掘
り

下
げ

た
読

本
を

ス
タ

ー
ト

し
て

も
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
観

光
産

業
の

処
遇

改
善

、
生

産
性

向
上

、
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

定
着

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
観

光
産

業
従

事
者

の
Q

O
L
が

向
上

に
繋

が
る

と
考

え
て

お
り

、
左

記
の

素
案

を
策

定
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
、

沖
縄

観
光

の
魅

力
発

信
や

観
光

教
育

の
推

進
に

よ
り

誇
り

を
持

っ
た

観
光

従
事

者
育

成
に

繋
が

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

上
記

の
取

組
を

促
進

さ
せ

る
こ

と
で

、
沖

縄
観

光
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

に
繋

が
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
具

体
的

な
取

組
に

つ
い

て
は

、
「
第

6
次

沖
縄

県
観

光
振

興
基

本
計

画
」
に

て
検

討
を

進
め

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
0
3

6
章

1
9
7

3
□

  
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
の

実
現

に
当

た
っ

て
は

、
公

共
交

通
、

カ
ー

シ
ェ
ア

リ
ン

グ
、

そ
の

他
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
な

ど
、

「
移

動
」
に

関
わ

る
手

段
・
サ

ー
ビ

ス
等

を
一

体
で

捉
え

る
M

aa
S
の

概
念

と
方

向
性

を
踏

ま
え

、
官

民
一

体
で

の
デ

ー
タ

及
び

提
供

サ
ー

ビ
ス

等
の

連
携

、
安

心
・
快

適
・
円

滑
な

乗
り

継
ぎ

等
を

支
え

る
シ

ス
テ

ム
や

運
賃

体
系

の
構

築
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
店

舗
・
ホ

テ
ル

等
の

予
約

・
決

済
シ

ス
テ

ム
と

の
統

合
な

ど
、

中
心

市
街

地
や

観
光

エ
リ
ア

な
ど

各
地

域
の

商
業

・
観

光
業

等
と

の
連

携
、

ま
ち

づ
く
り

と
一

体
と

な
っ

た
サ

ー
ビ

ス
環

境
の

構
築

を
促

進
す

る
。

□
　

シ
ー

ム
レ

ス
な

交
通

体
系

の
実

現
に

当
た

っ
て

は
、

公
共

交
通

、
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
、

そ
の

他
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
な

ど
、

「
移

動
」
に

関
わ

る
手

段
・
サ

ー
ビ

ス
等

を
一

体
で

捉
え

る
M

aa
S
の

概
念

と
方

向
性

を
踏

ま
え

、
県

民
及

び
観

光
客

目
線

に
立

っ
た

官
民

一
体

で
の

デ
ー

タ
及

び
提

供
サ

ー
ビ

ス
等

の
連

携
、

安
心

・
快

適
・
円

滑
な

乗
り

継
ぎ

等
を

支
え

る
シ

ス
テ

ム
や

運
賃

体
系

の
構

築
を

推
進

す
る

。
　

ま
た

、
店

舗
・
ホ

テ
ル

等
の

予
約

・
決

済
シ

ス
テ

ム
と

統
合

し
た

利
便

性
・
汎

用
性

の
あ

る
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
な

ど
、

中
心

市
街

地
や

観
光

エ
リ
ア

な
ど

各
地

域
の

商
業

・
観

光
業

等
と

の
連

携
、

ま
ち

づ
く
り

と
一

体
と

な
っ

た
サ

ー
ビ

ス
環

境
の

構
築

を
促

進
す

る

下
記

の
と

お
り

記
載

を
修

正
す

る

□
　

シ
ー

ム
レ

ス
な

交
通

体
系

の
実

現
に

当
た

っ
て

は
、

公
共

交
通

、
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
、

そ
の

他
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
な

ど
、

「
移

動
」
に

関
わ

る
手

段
・
サ

ー
ビ

ス
等

を
一

体
で

捉
え

る
M

aa
S
の

概
念

と
方

向
性

を
踏

ま
え

、
乗

り
継

ぎ
や

運
賃

体
系

、
予

約
・
決

済
方

法
等

、
県

民
は

も
ち

ろ
ん

観
光

客
の

ユ
ー

ザ
ー

目
線

に
立

っ
た

利
便

性
、

汎
用

性
あ

る
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
ホ

テ
ル

や
店

舗
、

中
心

市
街

地
や

観
光

地
等

で
の

予
約

、
決

済
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ
ク

等
、

互
換

性
・
汎

用
性

の
あ

る
地

域
主

導
型

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
4

6
章

1
9
9

1
5

□
  

北
部

圏
域

に
お

い
て

は
、

世
界

自
然

遺
産

登
録

地
に

ふ
さ

わ
し

い
人

と
自

然
が

共
生

す
る

環
境

共
生

型
社

会
の

構
築

や
国

際
的

な
学

術
研

究
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
等

に
取

り
組

む
。

□
  

北
部

圏
域

に
お

い
て

は
、

世
界

自
然

遺
産

登
録

地
に

ふ
さ

わ
し

い
人

と
自

然
が

共
生

す
る

環
境

共
生

型
社

会
の

構
築

や
国

際
的

な
学

術
研

究
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
等

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

伝
統

文
化

等
の

継
承

を
図

る
。

北
部

地
域

の
残

る
伝

統
文

化
に

つ
い

て
も

記
載

し
て

頂
き

た
い

。
自

然
と

文
化

の
両

輪
で

北
部

振
興

を
図

る
必

要
が

あ
る

が
、

文
化

面
で

の
記

載
が

不
十

分
で

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
、

左
案

の
と

お
り

追
記

し
、

自
然

と
文

化
の

両
輪

に
よ

る
北

部
の

観
光

振
興

を
明

確
に

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
0
5

6
章

2
0
1

1
4

□
  

本
圏

域
の

沖
縄

海
岸

国
定

公
園

に
指

定
さ

れ
る

西
海

岸
地

域
や

沖
縄

美
ら

海
水

族
館

な
ど

地
域

資
源

を
生

か
し

、
貴

重
な

動
植

物
が

生
息

・
生

育
す

る
自

然
環

境
及

び
伝

統
文

化
等

の
保

全
と

活
用

と
の

調
和

を
図

り
、

持
続

可
能

な
地

域
を

形
成

す
る

。

□
  

本
圏

域
の

沖
縄

海
岸

国
定

公
園

に
指

定
さ

れ
る

西
海

岸
地

域
や

沖
縄

美
ら

海
水

族
館

な
ど

地
域

資
源

を
生

か
し

、
貴

重
な

動
植

物
が

生
息

・
生

育
す

る
自

然
環

境
及

び
世

界
遺

産
に

登
録

さ
れ

た
今

帰
仁

城
跡

や
、

芭
蕉

布
な

ど
の

伝
統

文
化

等
の

保
全

と
活

用
と

の
調

和
を

図
り

、
持

続
可

能
な

地
域

を
形

成
す

る
。

伝
統

文
化

の
例

示
を

追
記

し
て

頂
き

た
い

。
自

然
環

境
に

つ
い

て
は

説
明

が
あ

る
が

、
文

化
に

つ
い

て
は

記
載

が
無

い
た

め
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
、

北
部

地
域

の
代

表
的

な
伝

統
文

化
を

追
記

す
る

こ
と

で
明

確
化

を
図

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
0
6

6
章

2
0
1

2
8

□
  

地
域

イ
ベ

ン
ト

の
充

実
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
県

内
最

大
規

模
の

集
客

を
誇

る
観

光
・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

で
あ

る
本

部
町

の
国

営
沖

縄
記

念
公

園
海

洋
博

覧
会

地
区

に
つ

い
て

は
、

同
地

区
で

の
滞

在
期

間
の

延
長

や
地

域
内

消
費

を
高

め
る

た
め

、
拠

点
機

能
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

民
間

主
導

の
大

規
模

テ
ー

マ
パ

ー
ク

事
業

計
画

を
含

む
新

た
な

周
遊

型
観

光
ル

ー
ト

の
形

成
な

ど
各

地
域

や
関

係
機

関
と

連
携

し
た

取
組

を
促

進
す

る
。

□
  

地
域

イ
ベ

ン
ト

の
充

実
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
県

内
最

大
規

模
の

集
客

を
誇

る
観

光
・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

で
あ

る
本

部
町

の
国

営
沖

縄
記

念
公

園
海

洋
博

覧
会

地
区

に
つ

い
て

は
、

同
地

区
で

の
滞

在
期

間
の

延
長

や
地

域
内

消
費

を
高

め
る

た
め

、
拠

点
機

能
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

大
規

模
テ

ー
マ

パ
ー

ク
事

業
計

画
を

含
む

新
た

な
周

遊
型

観
光

ル
ー

ト
の

形
成

な
ど

各
地

域
や

関
係

機
関

と
連

携
し

た
取

組
を

促
進

す
る

。

「
民

間
主

導
の

」
を

わ
ざ

わ
ざ

付
け

る
必

要
は

な
い

と
考

え
る

。
逃

げ
腰

に
映

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
7

6
章

2
0
1

1
7

□
  

地
域

固
有

の
資

源
を

新
た

に
掘

り
起

こ
し

て
活

用
し

、
多

様
化

す
る

旅
行

者
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
自

然
・
文

化
・
農

業
・
漁

業
体

験
等

を
軸

と
し

た
エ

コ
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

グ
リ
ー

ン
・

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

ブ
ル

ー
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

ヘ
ル

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

IC
T
を

駆
使

し
て

観
光

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
広

げ
、

観
光

の
質

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

リ
ピ

ー
タ

ー
等

が
持

続
的

に
つ

な
が

る
観

光
展

開
を

推
進

す
る

。
　

 新
た

な
観

光
と

新
技

術
を

組
み

合
わ

せ
て

、
本

圏
域

は
自

然
保

護
を

前
提

に
す

る
持

続
的

発
展

の
フ

ロ
ン

テ
ィ
ア

と
な

る
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

。

□
  

地
域

固
有

の
資

源
を

新
た

に
掘

り
起

こ
し

て
活

用
し

、
多

様
化

す
る

旅
行

者
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
自

然
・
文

化
・
農

業
・
漁

業
体

験
等

を
軸

と
し

た
エ

コ
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

グ
リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

ブ
ル

ー
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

ヘ
ル

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

（
略

）

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

例
示

に
加

え
て

頂
き

た
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
0
8

6
章

2
0
1

2
4

□
  

世
界

自
然

遺
産

登
録

を
踏

ま
え

た
、

ガ
イ

ド
制

度
及

び
フ

ィ
ー

ル
ド

の
利

用
ル

ー
ル

の
普

及
な

ど
、

持
続

可
能

な
観

光
受

入
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む
。

□
  

世
界

自
然

遺
産

に
登

録
さ

れ
た

地
域

を
有

す
る

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
で

は
、

ガ
イ

ド
制

度
の

普
及

や
観

光
客

の
入

域
管

理
な

ど
、

持
続

可
能

な
観

光
受

入
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む
。

北
部

地
域

は
世

界
自

然
遺

産
登

録
地

域
以

外
も

含
ん

で
お

り
、

地
域

全
体

と
登

録
地

域
を

分
け

た
記

載
が

必
要

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
0
9

6
章

2
0
1

3
3

□
  

ブ
セ

ナ
地

区
、

恩
納

村
の

海
岸

線
に

代
表

さ
れ

る
西

海
岸

地
域

、
カ

ヌ
チ

ャ
地

域
等

の
リ
ゾ

ー
ト

施
設

と
万

国
津

梁
館

及
び

O
IS

T
の

連
携

に
よ

る
M

IC
E
誘

致
・
受

入
れ

を
図

る
。

□
  

ブ
セ

ナ
地

区
、

恩
納

村
の

海
岸

線
に

代
表

さ
れ

る
西

海
岸

地
域

、
カ

ヌ
チ

ャ
地

域
等

の
リ
ゾ

ー
ト

施
設

と
万

国
津

梁
館

及
び

O
IS

T
を

は
じ

め
北

部
圏

域
に

拠
点

を
持

つ
県

内
学

術
機

関
の

連
携

に
よ

る
M

IC
E
誘

致
・
受

入
れ

を
図

る
。

O
IS

T
以

外
の

教
育

機
関

（
名

桜
、

高
専

等
）
と

の
連

携
も

必
要

で
あ

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
0

6
章

2
1
4

1
2

□
  

IC
T
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

や
遠

隔
医

療
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
島

し
ょ
地

域
の

魅
力

を
生

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
空

き
家

の
利

活
用

を
促

進
す

る
。

―
空

き
家

の
利

活
用

を
促

進
す

る
こ

と
が

一
つ

の
文

の
中

に
入

っ
て

い
る

が
、

具
体

例
が

な
い

た
め

分
か

り
に

く
い

。
遠

隔
教

育
や

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

と
同

様
具

体
的

な
取

り
組

み
を

明
示

し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
へ

申
し

送
り

】

1
1
1

6
章

2
1
7

1
4

□
  

西
海

岸
地

域
に

お
い

て
は

、
リ
ゾ

ー
ト

及
び

都
市

型
ホ

テ
ル

や
飲

食
・
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

、
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

、
マ

リ
ー

ナ
・
人

工
ビ

ー
チ

、
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
の

施
設

の
集

積
を

生
か

し
つ

つ
、

ア
ジ

ア
を

は
じ

め
と

す
る

諸
外

国
や

県
内

外
と

の
交

流
拠

点
の

形
成

を
目

指
し

、
施

設
の

充
実

及
び

受
入

体
制

の
強

化
を

促
進

す
る

。

9
4
ペ

ー
ジ

1
3
行

目
を

以
下

の
と

お
り

修
正

□
　

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

地
域

の
資

源
と

触
れ

あ
う
体

験
型

観
光

や
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ナ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
、

ナ
イ

ト
タ

イ
ム

エ
コ

ノ
ミ
ー

等
を

活
用

し
た

魅
力

あ
る

都
市

型
観

光
な

ど
、

多
彩

で
付

加
価

値
の

高
い

沖
縄

観
光

の
実

現
を

支
え

る
多

様
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

に
取

り
組

む
。

①
都

市
型

観
光

の
記

述
を

加
え

て
欲

し
い

。
沖

縄
県

の
多

様
な

観
光

形
態

を
持

続
可

能
に

す
る

た
め

に
は

、
那

覇
市

や
北

谷
町

の
都

市
型

観
光

が
欠

か
せ

な
い

。
観

光
客

の
皆

が
自

然
環

境
が

脆
弱

な
と

こ
ろ

に
行

く
と

持
続

可
能

性
が

失
わ

れ
る

。
「
那

覇
市

国
際

通
り

や
公

設
市

場
周

辺
、

ま
た

、
北

谷
町

西
海

岸
地

域
の

都
市

型
観

光
の

よ
り

一
層

の
充

実
を

図
り

、
沖

縄
全

域
の

観
光

の
多

様
性

を
持

続
可

能
に

す
る

た
め

の
拠

点
と

し
て

整
備

す
る

。
」

②
ナ

イ
ト

エ
コ

ノ
ミ
ー

な
ど

都
市

の
機

能
を

生
か

し
た

都
市

型
観

光
に

加
え

、
公

園
、

道
路

の
規

制
緩

和
の

流
れ

を
踏

ま
え

た
新

し
い

都
市

型
観

光
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

考
え

ら
る

こ
と

が
あ

る
の

で
忘

れ
ず

議
論

し
て

い
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
2

6
章

2
1
7

2
5

□
  

観
光

地
域

づ
く
り

法
人

等
と

の
連

携
に

よ
る

東
海

岸
地

域
の

観
光

周
遊

の
広

域
化

、
自

然
環

境
や

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
活

用
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開
な

ど
、

東
海

岸
地

域
の

魅
力

を
生

か
し

た
観

光
の

展
開

を
推

進
す

る
。

□
 観

光
地

域
づ

く
り

法
人

（
D

M
O

）
等

と
の

連
携

に
よ

る
東

海
岸

地
域

の
観

光
周

遊
の

広
域

化
、

自
然

環
境

や
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

活
用

し
た

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
展

開
な

ど
、

東
海

岸
地

域
の

魅
力

を
生

か
し

た
観

光
の

展
開

を
推

進
す

る
。

「
観

光
地

域
づ

く
り

法
人

」
と

は
特

定
の

法
人

な
の

か
？

D
M

O
の

こ
と

を
言

っ
て

い
る

の
か

用
語

が
分

か
り

に
く
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

「
観

光
地

域
づ

く
り

法
人

」
と

は
D

M
O

の
こ

と
で

あ
る

。
表

現
を

分
か

り
や

す
く
す

る
た

め
、

委
員

意
見

を
踏

ま
え

、
下

記
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
3

6
章

2
2
3

2
9

□
  

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

や
国

際
航

空
便

の
就

航
、

下
地

島
空

港
の

開
港

等
に

よ
り

、
外

国
人

観
光

客
が

急
増

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

一
方

で
、

自
然

環
境

や
住

民
生

活
へ

の
負

荷
の

増
大

も
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
環

境
容

量
の

考
え

も
念

頭
に

お
い

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

や
適

正
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

□
  

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

な
流

行
前

ま
で

は
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

や
国

際
航

空
便

の
就

航
、

下
地

島
空

港
の

開
港

等
に

よ
り

、
外

国
人

観
光

客
が

急
増

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

一
方

で
、

自
然

環
境

や
住

民
生

活
へ

の
負

荷
の

増
大

も
懸

念
さ

れ
て

い
た

。
環

境
容

量
の

考
え

も
念

頭
に

お
い

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

や
適

正
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

宮
古

島
観

光
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

て
大

き
く
落

ち
込

ん
で

お
り

、
最

新
状

況
を

追
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

※
八

重
山

圏
域

（
2
3
0
ペ

ー
ジ

2
3
行

目
）
に

も
同

様
の

記
載

が
あ

る
た

め
、

同
様

に
修

正
す

る
。

1
1
4

6
章

2
2
3

3
3

□
  

ワ
ン

ラ
ン

ク
上

の
リ
ゾ

ー
ト

ラ
イ

フ
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
て

、
国

際
線

や
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
ジ

ェ
ッ
ト

も
受

入
れ

可
能

な
下

地
島

空
港

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
を

は
じ

め
、

来
間

島
や

伊
良

部
島

で
も

リ
ゾ

ー
ト

開
発

が
進

ん
で

い
る

。
伊

良
部

大
橋

の
架

橋
に

よ
り

、
ラ

グ
ジ

ュ
ア

リ
ー

な
宿

泊
施

設
が

立
地

し
、

富
裕

層
を

タ
ー

ゲ
ッ
ト

と
し

た
観

光
地

の
形

成
を

推
進

す
る

。

―
文

中
に

「
エ

コ
ア

イ
ラ

ン
ド

」
と

い
う
表

現
を

盛
り

込
ん

で
は

ど
う
か

。
こ

れ
ま

で
の

宮
古

島
市

の
方

針
を

踏
ま

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
P

2
2
4
に

「
美

ら
海

を
守

る
エ

コ
ア

イ
ラ

ン
ド

の
実

現
」

の
中

で
、

エ
コ

ア
イ

ラ
ン

ド
の

世
界

へ
の

発
信

に
係

る
文

言
の

記
載

が
あ

る
た

め
。

1
1
5

6
章

2
3
0

2
3

□
  

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

や
国

際
航

空
便

の
就

航
等

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

が
急

増
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
一

方
で

、
自

然
環

境
や

住
民

生
活

へ
の

負
荷

の
増

大
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

環
境

容
量

の
考

え
も

念
頭

に
お

い
た

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

や
適

正
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

□
  

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

な
流

行
前

ま
で

は
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

や
国

際
航

空
便

の
就

航
等

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

が
急

増
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
一

方
で

、
自

然
環

境
や

住
民

生
活

へ
の

負
荷

の
増

大
も

懸
念

さ
れ

て
い

た
。

環
境

容
量

の
考

え
も

念
頭

に
お

い
た

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

や
適

正
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

―
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
1
3
番

の
意

見
を

受
け

て
、

八
重

山
圏

域
の

同
様

の
記

載
を

修
正

。
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別
紙
１
－
１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
6

6
章

2
3
2

8
□

  
世

界
自

然
遺

産
登

録
を

踏
ま

え
た

西
表

島
で

は
、

ガ
イ

ド
制

度
の

普
及

や
観

光
客

の
入

域
管

理
な

ど
、

持
続

可
能

な
観

光
受

入
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む
。

□
  

世
界

自
然

遺
産

に
登

録
さ

れ
た

西
表

島
で

は
、

ガ
イ

ド
制

度
の

普
及

や
観

光
客

の
入

域
管

理
な

ど
、

持
続

可
能

な
観

光
受

入
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む
。

―
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙
１
－
２

　

文
化

観
光

ス
ポ

ー
ツ

部
会

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4
章

P
4
6

6
行

県
民

等
が

文
化

・
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

増
や

す
こ

と
等

に
よ

り
、

県
民

等
が

文
化

・
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

増
や

す
こ

と
等

 に
よ

り
、

「
に

よ
り

」
は

不
要

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
章

P
4
7

4
行

地
域

の
伝

統
行

事
の

伝
承

・
復

元
等

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
地

域
や

島
の

伝
統

行
事

の
伝

承
・
復

元
等

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
文

頭
の

記
載

と
統

一
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4
章

P
4
8

1
2
行

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
充

実
さ

せ
ま

す
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
 充

実
さ

せ
ま

す
推

進
し

ま
す

。
「
推

進
し

ま
す

」
と

い
う
記

述
の

方
が

適
当

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
4
章

P
4
8

2
7
行

あ
わ

せ
て

、
地

域
に

伝
承

す
る

エ
イ

サ
ー

等
の

伝
統

行
事

や
地

域
の

食
文

化
な

ど
、

地
域

の
個

性
豊

か
な

文
化

資
源

の
特

性
に

応
じ

た
ま

ち
づ

く
り

を
展

開
し

ま
す

。
ま

た
、

文
化

関
係

団
体

や
企

業
の

文
化

芸
術

活
動

に
対

す
る

支
援

を
促

進
し

、
社

会
全

体
で

文
化

芸
術

活
動

を
支

え
る

仕
組

み
の

充
実

に
取

り
組

み
ま

す
。

 あ
わ

せ
て

、
ま

た
、

地
域

に
伝

承
す

る
エ

イ
サ

ー
等

の
伝

統
行

事
や

地
域

の
食

文
化

な
ど

、
地

域
の

個
性

豊
か

な
文

化
資

源
の

特
性

に
応

じ
た

ま
ち

づ
く
り

 を
展

開
し

ま
す

に
資

す
る

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
 ま

た
、

あ
わ

せ
て

、
文

化
関

係
団

体
や

企
業

の
文

化
芸

術
活

動
に

対
す

る
支

援
を

促
進

し
、

社
会

全
体

で
文

化
芸

術
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。

接
続

語
の

順
番

は
逆

が
よ

い

「
展

開
し

ま
す

」
を

別
の

言
い

方
に

修
正

で
き

な
い

か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

に
対

す
る

修
正

意
見

審
議

結
果

一
覧
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
4
章

P
4
9

3
行

公
共

の
施

設
を

活
用

し
、

文
化

芸
術

活
動

の
場

の
創

出
と

文
化

発
信

交
流

拠
点

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。

公
共

の
施

設
を

活
用

し
 、

た
文

化
芸

術
活

動
の

場
の

創
出

と
、

文
化

発
信

交
流

拠
点

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。

「
公

共
の

施
設

を
活

用
し

」
の

係
る

文
言

を
整

理
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
4
章

P
9
3

3
2
行

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
前

の
国

連
世

界
観

光
機

関
（
U

N
W

T
O

）
に

よ
る

将
来

見
通

し
で

は
、

2
0
3
0
年

の
海

外
旅

行
者

数
は

1
8
億

人
と

見
込

ま
れ

、
ア

ジ
ア

や
中

南
米

、
中

欧
・
東

欧
、

東
地

中
海

地
域

、
中

東
、

ア
フ

リ
カ

と
い

っ
た

新
興

国
の

シ
ェ
ア

は
、

1
9
8
0
年

の
3
0
％

か
ら

2
0
3
0
年

に
は

5
7
％

に
な

る
と

予
測

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
に

よ
り

世
界

的
に

観
光

産
業

は
影

響
を

受
け

て
お

り
、

本
県

に
お

い
て

も
入

域
観

光
客

数
が

大
幅

に
減

少
す

る
な

ど
、

多
大

な
影

響
を

受
け

て
い

ま
す

。
　

本
県

経
済

の
回

復
を

図
る

た
め

に
は

、
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
で

あ
る

観
光

産
業

の
回

復
と

更
な

る
発

展
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

感
染

状
況

に
応

じ
た

防
疫

体
制

の
充

実
強

化
と

と
も

に
、

人
材

の
育

成
と

確
保

を
含

む
観

光
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
前

の
国

連
世

界
観

光
機

関
（
U

N
W

T
O

）
に

よ
る

将
来

見
通

し
で

は
、

2
0
3
0
年

の
海

外
旅

行
者

数
は

1
8
億

人
と

見
込

ま
れ

て
お

り
、

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

本
県

が
、

観
光

の
玄

関
口

と
し

て
そ

の
地

理
的

優
位

性
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

こ
と

に
よ

り
、

沖
縄

観
光

の
更

な
る

発
展

に
つ

な
が

る
と

期
待

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

　
し

か
し

、
同

感
染

症
の

拡
大

に
よ

り
、

世
界

的
に

観
光

産
業

は
多

大
な

影
響

を
受

け
、

本
県

に
お

い
て

も
、

入
域

観
光

客
数

の
大

幅
な

減
少

な
ど

、
観

光
産

業
へ

の
影

響
は

も
と

よ
り

経
済

全
体

で
大

き
な

打
撃

を
受

け
て

い
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

本
県

経
済

の
回

復
を

図
る

た
め

、
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
で

あ
る

観
光

産
業

の
回

復
と

更
な

る
発

展
が

必
要

で
す

。

内
容

を
要

約
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
4
章

P
9
4

8
行

　
本

県
へ

の
入

域
観

光
客

に
つ

い
て

は
、

感
染

症
の

収
束

後
を

見
据

え
た

交
通

手
段

、
空

港
・
港

湾
、

陸
上

交
通

等
の

社
会

基
盤

の
ス

ケ
ー

ル
や

機
能

な
ど

供
給

面
の

対
応

が
必

要
で

す
。

従
来

、
公

共
部

門
を

中
心

に
整

備
が

進
め

ら
れ

て
き

た
社

会
基

盤
の

整
備

に
関

し
て

、
今

後
は

官
民

連
携

の
下

で
の

整
備

促
進

が
重

要
で

す
。

こ
の

た
め

、
今

後
の

公
共

部
門

に
お

い
て

は
、

民
間

部
門

の
誘

導
・
補

完
も

本
県

の
役

割
の

一
つ

に
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

 　
本

県
へ

の
入

域
観

光
客

に
つ

い
て

は
、

感
染

症
 の

収
束

後
を

見
据

え
た

交
通

手
段

、
空

港
・
港

 湾
、

陸
上

交
通

等
の

社
会

基
盤

の
ス

ケ
ー

ル
や

機
 能

な
ど

供
給

面
の

対
応

が
必

要
で

す
。

 従
来

、
公

共
部

門
を

中
心

に
整

備
が

進
め

ら
れ

て
 き

た
社

会
基

盤
の

整
備

に
関

し
て

、
今

後
は

官
民

 連
携

の
下

で
の

整
備

促
進

が
重

要
で

す
。

こ
の

た
 め

、
今

後
の

公
共

部
門

に
お

い
て

は
、

民
間

部
門

 の
誘

導
・
補

完
も

本
県

の
役

割
の

一
つ

に
挙

げ
ら

 れ
ま

す
。

具
体

的
内

容
は

施
策

展
開

に
記

載
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
4
章

P
9
4

1
3
行

　
今

後
の

空
・
海

・
陸

の
交

通
網

や
M

IC
E
施

設
等

の
社

会
基

盤
整

備
に

向
け

て
は

、
土

地
利

用
計

画
の

見
直

し
や

、
補

助
金

、
税

制
優

遇
措

置
な

ど
企

業
・
団

体
へ

の
支

援
を

行
う
と

と
も

に
、

適
切

な
市

場
分

析
の

下
で

の
情

報
発

信
等

に
よ

り
、

民
間

の
活

動
を

誘
導

・
誘

発
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
一

方
、

こ
れ

ら
に

併
せ

て
環

境
等

の
規

制
や

新
た

な
課

税
制

度
等

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
こ

と
で

、
持

続
可

能
な

観
光

地
を

目
指

す
必

要
が

あ
り

ま
す

。

 今
後

の
空

・
海

・
陸

の
交

通
網

や
M

IC
E
施

設
等

 の
社

会
基

盤
整

備
に

向
け

て
は

、
土

地
利

用
計

 画
の

見
直

し
や

、
補

助
金

、
税

制
優

遇
措

置
な

ど
 企

業
・
団

体
へ

の
支

援
を

行
う
と

と
も

に
、

適
切

な
 市

場
分

析
の

下
で

の
情

報
発

信
等

に
よ

り
、

民
間

 の
活

動
を

誘
導

・
誘

発
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
一

 方
、

こ
れ

ら
に

併
せ

て
環

境
等

の
規

制
や

新
た

な
 課

税
制

度
等

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
こ

と
で

、
持

続
 可

能
な

観
光

地
を

目
指

す
必

要
が

あ
り

ま
す

。

具
体

的
内

容
は

施
策

展
開

に
記

載
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
4
章

P
9
4

1
8
行

　
持

続
可

能
な

観
光

の
推

進
に

向
け

て
、

地
元

住
民

の
意

向
や

観
光

消
費

の
地

域
還

元
性

、
 環

境
容

量
等

に
関

す
る

指
標

の
精

査
や

活
用

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

際
、

社
会

・
文

化
、

経
済

、
環

境
を

含
め

た
総

合
的

な
指

標
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

検
証

可
能

な
計

画
を

具
体

化
し

、
持

続
可

能
な

沖
縄

観
光

の
基

盤
と

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

 　
持

続
可

能
な

観
光

の
推

進
に

向
け

て
、

地
元

住
 民

の
意

向
や

観
光

消
費

の
地

域
還

元
性

、
 環

境
 容

量
等

に
関

す
る

指
標

の
精

査
や

活
用

に
つ

い
 て

、
さ

ら
に

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

 際
、

社
会

・
文

化
、

経
済

、
環

境
を

含
め

た
総

合
 的

な
指

標
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

バ
ラ

ン
ス

の
取

 れ
た

検
証

可
能

な
計

画
を

具
体

化
し

、
持

続
可

 能
な

沖
縄

観
光

の
基

盤
と

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

具
体

的
内

容
は

施
策

展
開

に
記

載
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

記
述

の
一

部
を

施
策

展
開

イ
に

移
動

す
る

。

1
0

4
章

P
9
4

2
4
行

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
観

光
は

最
も

平
和

な
産

業
で

あ
る

と
い

う
理

念
の

下
、

沖
縄

経
済

を
牽

引
す

る
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ
ス

ク
、

S
D

G
s、

IC
T
 の

進
化

な
ど

、
外

部
環

境
の

変
化

に
適

応
す

る
と

と
も

に
、

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
に

対
応

で
き

る
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

、
世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

を
目

指
し

ま
す

。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
 観

光
は

最
 も

平
和

な
産

業
で

あ
る

と
い

う
理

念
の

下
、

沖
縄

 経
済

を
牽

引
す

る
リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
S
D

G
s、

IC
T
 の

進
化

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ
ス

ク
な

ど
、

外
部

環
境

の
変

化
に

適
応

す
る

と
と

も
に

、
 高

次
元

の
ニ

ー
ズ

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・

 安
心

」
、

「
快

適
・
環

境
」
に

対
応

で
き

る
豊

か
な

自
然

環
境

、
伝

統
芸

能
、

空
手

、
泡

盛
、

琉
球

料
理

、
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
等

の
国

内
外

の
人

々
が

求
め

る
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

、
観

光
は

平
和

へ
の

パ
ス

ポ
ー

ト
と

い
う
考

え
の

下
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
を

目
指

し
ま

す
。

・
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
の

が
抽

象
的

で
分

か
り

に
く
い

・
観

光
は

最
も

平
和

な
産

業
と

い
う
考

え
の

元
と

な
っ

て
い

る
の

は
、

「
観

光
は

平
和

へ
の

パ
ス

ポ
ー

ト
」
と

い
う
、

国
連

が
1
9
6
7
年

を
国

際
観

光
年

と
す

る
決

議
を

行
っ

た
際

の
ス

ロ
ー

ガ
ン

で
あ

る
た

め
、

記
述

を
変

更
し

た
方

が
よ

い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1

4
章

P
9
4

2
9
行

　
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
地

の
形

成
を

基
本

方
向

に
、

世
界

の
観

光
需

要
に

対
応

し
た

多
様

な
受

入
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
観

光
・
M

IC
E
 開

催
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

、
D

X
 を

取
り

入
れ

た
観

光
の

高
度

化
・
多

様
化

を
促

進
す

る
沖

縄
観

光
の

変
革

が
課

題
で

す
。

ま
た

、
地

域
社

会
、

経
済

、
環

境
の

３
つ

の
側

面
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
し

、
旅

行
者

・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
持

続
可

能
な

観
光

地
を

形
成

す
る

た
め

に
も

、
一

定
の

量
に

加
え

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
な

ど
質

の
向

上
に

取
り

組
む

こ
と

も
課

題
で

す
。

　
 安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
地

の
形

成
を

基
本

 方
向

に
、

世
界

の
観

光
需

要
に

対
応

し
た

多
様

な
 受

入
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
観

光
・
M

IC
E

 開
催

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
、

D
X
 を

取
り

 入
れ

た
観

光
の

高
度

化
・
多

様
化

を
促

進
す

る
沖

 縄
観

光
の

変
革

が
課

題
で

す
。

ま
た

、
地

域
社

会
、

経
済

、
環

境
の

３
つ

の
側

面
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
し

、
 旅

行
者

・
観

光
 客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
持

続
可

能
 な

観
光

地
を

形
成

す
る

た
め

に
も

、
各

地
域

社
会

が
受

忍
で

き
る

一
定

の
量

 に
加

え
を

求
め

な
が

ら
 「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

滞
在

型
観

光
の

推
進

や
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

な
ど

質
の

向
上

に
 取

り
組

む
こ

と
も

よ
る

沖
縄

観
光

の
変

革
が

課
題

で
す

。

・
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
の

が
抽

象
的

で
分

か
り

に
く
い

・
P

9
5
 7

行
目

と
の

重
複

感
が

あ
る

の
で

整
理

し
た

ほ
う
が

よ
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2

4
章

P
9
5

1
3
行

　
安

全
・
安

心
で

あ
る

こ
と

は
、

ほ
と

ん
ど

の
観

光
客

が
求

め
る

観
光

地
と

し
て

の
基

本
的

な
要

件
で

す
。

本
県

に
は

日
本

品
質

の
生

活
基

盤
に

加
え

て
、

お
も

て
な

し
、

や
さ

し
さ

、
気

遣
い

の
県

民
性

を
有

し
て

お
り

、
観

光
地

と
し

て
「
安

全
・
安

心
」
プ

ラ
ス

「
快

適
」
な

レ
ベ

ル
ま

で
高

め
る

こ
と

が
期

待
で

き
ま

す
。

十
分

な
強

み
と

し
て

、
誰

も
が

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
楽

し
め

る
観

光
地

と
し

て
の

受
入

品
質

を
高

め
る

環
境

整
備

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。

 　
安

全
・
安

心
で

あ
る

こ
と

は
、

ほ
と

ん
ど

の
観

光
客

 が
求

め
る

観
光

地
と

し
て

の
基

本
的

な
要

件
で

 す
。

本
県

に
は

日
本

品
質

の
生

活
基

盤
に

加
え

 て
、

お
も

て
な

し
、

や
さ

し
さ

、
気

遣
い

の
県

民
性

を
 有

し
て

お
り

、
観

光
地

と
し

て
「
安

全
・
安

心
」
プ

ラ
 ス

「
快

適
」
な

レ
ベ

ル
ま

で
高

め
る

こ
と

が
期

待
で

き
 ま

す
。

十
分

な
強

み
と

し
て

、
誰

も
が

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
 楽

し
め

る
観

光
地

と
し

て
の

受
入

品
質

を
高

め
る

 環
境

整
備

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。

P
9
5
 1

3
行

か
ら

3
1
行

ま
で

が
長

い
の

で
、

要
約

で
き

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

文
章

の
一

部
を

P
9
5
　

1
9
行

目
以

降
に

移
動
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3

4
章

P
9
5

1
9
行

　
自

然
災

害
、

新
興

感
染

症
、

政
治

的
動

乱
、

各
種

の
風

評
被

害
な

ど
、

観
光

を
取

り
巻

く
環

境
に

は
様

々
な

リ
ス

ク
が

存
在

し
ま

す
。

こ
の

よ
う
な

リ
ス

ク
が

表
面

化
し

た
と

き
に

は
、

観
光

産
業

は
も

と
よ

り
本

県
の

社
会

・
経

済
全

体
に

大
き

な
打

撃
や

多
大

な
損

失
を

及
ぼ

し
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

観
光

危
機

発
生

時
に

お
け

る
観

光
客

へ
の

情
報

発
信

、
避

難
・
帰

宅
困

難
者

対
策

、
水

際
対

策
、

観
光

危
機

後
の

風
評

被
害

対
策

、
観

光
産

業
の

早
期

復
興

に
向

け
た

対
策

は
も

と
よ

り
、

平
常

時
か

ら
危

機
に

備
え

た
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
を

実
現

す
る

た
め

の
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

大
規

模
災

害
、

テ
ロ

、
サ

イ
バ

ー
テ

ロ
等

の
あ

ら
ゆ

る
危

機
へ

の
対

策
も

拡
充

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
本

県
と

し
て

の
危

機
管

理
体

制
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
自

然
災

害
、

新
興

感
染

症
、

政
治

的
動

乱
、

各
種

の
風

評
被

害
な

ど
、

観
光

を
取

り
巻

く
環

境
に

は
様

々
な

リ
ス

ク
が

存
在

し
ま

す
。

こ
の

よ
う
な

リ
ス

ク
が

表
面

化
し

た
と

き
に

は
、

観
光

産
業

は
も

と
よ

り
本

県
の

社
会

・
経

済
全

体
に

大
き

な
打

撃
や

多
大

な
損

失
を

及
ぼ

し
ま

す
。

　
 こ

の
た

め
、

観
光

危
機

発
生

時
に

お
け

る
観

光
 客

へ
の

情
報

発
信

、
避

難
・
帰

宅
困

難
者

対
策

、
 水

際
対

策
、

観
光

危
機

後
の

風
評

被
害

対
策

、
 観

光
産

業
の

早
期

復
興

に
向

け
た

対
策

は
も

と
よ

 り
、

　
安

全
・
安

心
で

あ
る

こ
と

は
、

す
べ

て
の

観
光

客
が

求
め

る
観

光
地

と
し

て
の

基
本

的
な

要
件

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

平
常

時
か

ら
観

光
危

機
に

備
え

た
 安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
を

実
現

す
る

た
め

の
 取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

大
規

模
災

 害
、

テ
ロ

、
サ

イ
バ

ー
テ

ロ
等

の
あ

ら
ゆ

る
危

機
へ

の
 対

策
も

拡
充

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
本

県
と

し
 て

の
危

機
管

理
体

制
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

 す
。

対
策

を
強

化
し

ま
す

。
ま

た
、

本
県

は
、

お
も

て
な

し
、

や
さ

し
さ

、
気

遣
い

の
県

民
性

を
有

し
て

お
り

、
誰

も
が

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
楽

し
め

る
観

光
地

と
し

て
の

魅
力

を
高

め
る

事
が

期
待

で
き

ま
す

。

P
9
5
 1

3
行

か
ら

3
1
行

ま
で

が
長

い
の

で
、

要
約

で
き

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

P
9
5
　

1
3
行

か
ら

の
文

章
を

一
部

追
加

1
4

4
章

P
9
5

2
8
行

　
新

し
い

生
活

様
式

/
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

（
新

た
な

日
常

）
に

お
け

る
安

全
・
安

心
で

快
適

な
観

光
を

推
進

す
る

た
め

、
災

害
や

感
染

症
等

の
観

光
リ
ス

ク
に

対
応

す
る

仕
組

み
づ

く
り

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
空

港
・
港

湾
の

受
入

体
制

の
強

化
や

観
光

客
が

安
全

・
安

心
で

快
適

に
過

ご
せ

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

　
新

し
い

生
活

様
式

/
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

（
新

た
な

日
常

）
に

 お
け

る
安

全
・
安

心
で

快
適

な
対

応
し

た
観

光
を

推
進

す
る

た
め

、
 災

害
や

感
染

症
等

の
観

光
 リ
ス

ク
に

対
応

す
る

仕
組

み
づ

く
り

等
を

推
進

す
る

と
 と

も
に

、
空

港
・
港

湾
の

「
安

全
・
安

心
の

島
」
の

構
築

に
向

け
た

受
入

体
制

 等
の

強
化

の
整

備
や

 観
 光

客
が

安
全

・
安

心
で

快
適

に
過

ご
せ

る
快

適
で

魅
力

あ
る

観
光

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
、

多
様

な
受

入
環

境
の

整
備

に
向

け
た

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

「
安

全
・
安

心
」
が

繰
り

返
さ

れ
て

い
る

の
で

、
文

章
を

整
理

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
5

4
章

P
9
6

1
8
行

　
　

本
県

は
、

平
成

1
9
年

２
月

に
国

内
初

と
な

る
「
観

光
バ

リ
ア

フ
リ
ー

宣
言

」
を

打
ち

出
し

、
‘
誰

も
が

楽
し

め
る

、
や

さ
し

い
観

光
地

’
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

す
る

各
種

の
取

組
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

様
々

な
障

害
者

の
特

性
と

多
種

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

的
確

な
対

応
を

含
め

、
「
観

光
困

難
者

」
を

体
系

的
に

把
握

し
、

誰
も

が
気

兼
ね

な
く
参

加
で

き
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

し
、

誰
一

人
取

り
残

さ
な

い
世

界
水

準
の

観
光

地
と

し
て

の
受

入
環

境
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

ま
た

、
今

後
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
の

来
訪

者
を

含
む

障
害

者
と

そ
の

家
族

は
重

要
な

タ
ー

ゲ
ッ
ト

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
沖

縄
観

光
が

目
指

す
べ

き
「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
に

結
び

つ
く
、

障
害

の
特

性
に

応
じ

た
多

面
的

な
条

件
整

備
（
受

入
環

境
、

組
織

体
制

等
）
や

県
民

の
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
を

は
じ

め
と

す
る

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
 本

県
は

、
平

成
1
9
年

２
月

に
国

内
初

と
な

る
「
観

 光
バ

リ
ア

フ
リ
ー

宣
言

」
を

打
ち

出
し

、
‘
誰

も
が

楽
 し

め
る

、
や

さ
し

い
観

光
地

’
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

す
る

各
 種

の
取

組
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

様
々

な
障

害
者

 の
特

性
と

多
種

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

的
確

な
対

応
を

含
め

、
「
観

光
困

難
者

」
を

体
系

的
に

把
握

し
、

誰
も

が
気

兼
ね

な
く
参

加
で

き
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

 し
す

る
な

ど
、

 誰
一

人
取

り
残

さ
 な

い
世

界
水

準
の

観
光

地
と

し
て

の
受

入
環

境
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

ま
た

、
 今

後
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

 に
お

い
て

、
海

外
か

ら
の

来
訪

者
を

含
む

障
害

者
と

 そ
の

家
族

は
重

要
な

タ
ー

ゲ
ッ
ト

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

 か
ら

、
沖

縄
観

光
が

目
指

す
べ

き
「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
に

結
び

つ
く
、

障
害

の
特

性
と

多
種

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

受
入

環
境

、
組

織
体

制
等

の
多

面
的

な
条

件
整

備
 （
受

入
環

境
、

 組
織

体
制

等
）
や

、
県

民
の

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
を

 は
じ

 め
と

す
る

高
め

る
こ

と
に

よ
る

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
み

ま
す

。

内
容

を
簡

潔
に

ま
と

め
ら

れ
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6

4
章

P
9
6

3
1
行

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

世
界

的
な

流
行

前
ま

で
は

、
海

外
旅

行
者

数
の

急
激

な
増

加
に

伴
う
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

世
界

各
地

で
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
自

然
環

境
へ

の
影

響
や

住
民

と
の

軋
轢

な
ど

負
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
社

会
・

文
化

、
経

済
、

環
境

の
３

領
域

に
お

い
て

適
切

な
バ

ラ
ン

ス
を

長
期

的
に

維
持

す
る

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
（
持

続
可

能
な

観
光

）
や

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
･ツ

ー
リ
ズ

ム
（
責

任
あ

る
観

光
）
に

資
す

る
政

策
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
ル

･ツ
ー

リ
ズ

ム
は

、
旅

行
者

・
観

光
客

が
地

域
・
住

民
と

価
値

を
共

有
す

る
‘
責

任
あ

る
観

光
’
で

す
。

従
来

の
多

く
の

観
光

、
と

り
わ

け
マ

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

観
光

先
の

自
然

・
文

化
・
地

元
住

民
の

生
活

等
に

負
の

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
多

か
っ

た
こ

と
を

背
景

に
、

観
光

と
地

域
の

共
存

・
共

生
に

向
け

た
新

た
な

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
て

、
国

際
的

な
広

が
り

を
見

せ
て

い
ま

す
。

　
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

世
界

的
な

流
 行

前
ま

で
は

、
特

定
の

地
域

や
時

期
に

お
け

る
、

 海
外

旅
行

者
 数

の
急

激
な

増
加

に
伴

う
 オ

ー
バ

ー
 ツ

ー
リ
ズ

ム
が

世
界

各
地

で
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

 お
り

、
自

然
環

境
 へ

の
影

響
や

 住
民

と
の

軋
轢

な
 ど

負
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
住

民
生

活
へ

の
影

響
な

ど
の

諸
問

題
に

対
し

て
は

、
社

会
・

文
化

、
経

済
、

環
境

の
３

領
域

に
お

い
て

適
切

な
バ

ラ
ン

ス
を

長
期

的
に

維
持

す
る

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
（
持

続
可

能
な

観
光

）
や

、
旅

行
者

・
観

光
客

が
地

域
・
住

民
と

価
値

を
共

有
す

る
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
ル

･ツ
ー

リ
ズ

ム
（
責

任
あ

る
観

光
）
に

資
す

る
政

策
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
 レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
ル

･ツ
ー

リ
ズ

ム
は

、
旅

行
者

・
観

光
 客

が
地

域
・
住

民
と

価
値

を
共

有
す

る
‘
責

任
あ

る
 観

光
’
で

す
。

従
来

の
多

く
の

観
光

、
と

り
わ

け
マ

ス
 ツ

ー
リ
ズ

ム
が

観
光

先
の

自
然

・
文

化
・
地

元
住

民
 の

生
活

等
に

負
の

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
多

か
っ

た
 こ

と
を

背
景

に
、

観
光

と
地

域
の

共
存

・
共

生
に

向
 け

た
新

た
な

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
て

、
国

際
的

な
広

が
り

 を
見

せ
て

い
ま

す
。

・
内

容
を

簡
潔

に
ま

と
め

ら
れ

な
い

か

・
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
と

い
う
言

葉
の

定
義

は
な

い
た

め
、

計
画

の
本

文
に

記
載

す
る

の
は

適
さ

な
い

。
ま

た
、

観
光

地
等

の
受

入
容

量
の

設
定

や
そ

の
周

知
・
発

信
に

至
っ

て
い

な
い

現
状

の
な

か
で

、
観

光
客

が
多

く
訪

れ
た

と
い

う
だ

け
で

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
が

生
じ

て
い

る
と

言
う

の
は

い
か

が
な

も
の

か
。

行
政

が
受

入
容

量
を

設
定

し
、

観
光

客
が

そ
れ

を
認

識
し

て
い

る
と

い
う
前

提
条

件
が

あ
り

、
そ

の
容

量
を

上
回

る
観

光
客

が
訪

れ
た

場
合

に
、

は
じ

め
て

問
題

が
生

じ
た

と
言

え
る

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7

4
章

P
9
7

1
1
行

　
　

国
際

的
な

S
D

G
s 

の
展

開
を

捉
え

た
、

持
続

可
能

で
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

沖
縄

観
光

の
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

に
向

け
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

 国
際

的
な

S
D

G
s 

 の
展

開
を

捉
え

 た
、

持
続

可
能

で
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

に
適

応
す

る
沖

縄
観

光
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

強
化

 に
向

け
す

る
た

め
、

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

や
持

続
的

観
光

指
標

の
設

定
と

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

向
け

た
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

目
的

を
整

理
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8

4
章

P
9
7

1
5
行

　
国

連
世

界
観

光
機

関
は

「
持

続
可

能
な

観
光

」
に

つ
い

て
、

‘
訪

問
客

、
産

業
、

環
境

、
受

入
地

域
の

需
要

に
適

合
し

つ
つ

、
現

在
と

未
来

の
社

会
、

経
済

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

観
光

’
と

し
て

お
り

、
地

域
社

会
、

経
済

、
環

境
の

３
つ

の
側

面
に

お
い

て
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

を
長

期
的

に
維

持
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
　

持
続

可
能

な
観

光
を

継
続

す
る

た
め

に
も

、
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
付

加
価

値
化

」
な

ど
、

一
定

の
量

に
加

え
質

の
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
旅

行
者

・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
（
持

続
可

能
）
／

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
（
責

任
あ

る
）
／

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

（
誰

も
が

楽
し

め
る

）
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
 国

連
世

界
観

光
機

関
は

「
持

続
可

能
な

観
光

」
 に

つ
い

て
、

‘
訪

問
客

、
産

業
、

環
境

、
受

入
地

域
 の

需
要

に
適

合
し

つ
つ

、
現

在
と

未
来

の
社

会
、

 経
済

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

観
光

’
 と

し
て

お
り

地
域

社
会

、
経

済
、

環
境

の
３

つ
の

側
 面

に
お

い
て

適
切

な
バ

ラ
ン

ス
を

長
期

的
に

維
持

 す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

　
 持

続
可

能
な

観
光

を
継

続
す

る
た

め
に

も
、

「
高

 次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

」
や

「
観

光
産

業
の

高
 付

加
価

値
化

」
な

ど
、

地
域

社
会

、
経

済
、

環
境

の
３

つ
の

側
面

に
お

い
て

適
切

な
バ

ラ
ン

ス
を

長
期

的
に

維
持

し
、

各
地

域
社

会
が

受
忍

で
き

る
一

定
の

量
 に

加
え

を
求

め
な

が
ら

、
県

民
の

幸
福

度
や

観
光

客
の

満
足

度
な

ど
質

の
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
旅

行
者

・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
（
持

続
可

能
）
／

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
（
責

任
あ

る
）
 ／

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

（
誰

 も
が

楽
し

め
る

）
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

 に
取

り
組

み
 ま

す
を

図
り

ま
す

。

・
「
持

続
可

能
な

観
光

」
の

定
義

を
こ

こ
で

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
の

か

・
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
の

が
抽

象
的

で
分

か
り

に
く
い

・
記

載
内

容
に

重
複

感
が

あ
る

の
で

整
理

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

・
「
持

続
可

能
な

観
光

」
の

定
義

は
、

用
語

集
に

記
載

す
る

。

1
9

4
章

P
9
7

2
7
行

「
持

続
可

能
な

観
光

指
標

（
S
u
st

ai
n
ab

le
T
o
u
ri
sm

 I
n
di

c
at

o
r）

」
（
以

下
、

「
S
T
I」

）
の

開
発

が
取

り
組

ま
れ

て
い

ま
す

。

「
持

続
可

能
な

観
光

指
標

（
S
u
st

ai
n
ab

le
T
o
u
ri
sm

 I
n
di

c
at

o
r）

」
（
以

下
、

「
S
T
I」

）
 の

が
開

発
 が

取
り

組
ま

さ
れ

て
い

ま
す

。

「
て

に
を

は
」
の

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0

4
章

P
9
7

2
8
行

S
T
I 
は

、
国

連
世

界
観

光
機

関
が

2
0
0
4
年

に
公

表
し

た
後

、
国

際
持

続
可

能
観

光
委

員
会

（
G

S
T
C

）
や

欧
州

連
合

（
E
U

）
等

で
汎

用
的

な
持

続
可

能
な

観
光

指
標

が
開

発
さ

れ
て

お
り

、
多

く
の

観
光

地
で

導
入

さ
れ

て
い

ま
す

。

 S
T
I 
は

、
国

連
世

界
観

光
機

関
が

2
0
0
4
年

に
公

 表
し

た
後

、
国

際
持

続
可

能
観

光
委

員
会

 （
G

S
T
C

）
や

欧
州

連
合

（
E
U

）
等

で
汎

用
的

な
持

 続
可

能
な

観
光

指
標

が
開

発
さ

れ
て

お
り

、
多

く
 の

観
光

地
で

導
入

さ
れ

て
い

ま
す

。

S
T
Iに

関
す

る
説

明
文

は
必

要
な

の
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

・
S
T
Iに

つ
い

て
は

、
用

語
集

に
記

載
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
1

4
章

P
9
7

3
2
行

　
準

備
も

対
策

も
な

い
ま

ま
観

光
客

を
増

や
す

こ
と

で
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

生
じ

る
と

い
う

面
で

は
、

観
光

客
を

受
け

入
れ

る
側

、
特

に
行

政
が

果
た

す
べ

き
役

割
と

責
務

は
重

大
で

す
。

　
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

関
す

る
国

内
外

の
動

向
も

踏
ま

え
、

自
然

環
境

の
保

全
、

地
域

の
文

化
・
生

活
環

境
の

尊
重

を
要

件
と

す
る

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

取
り

組
み

ま
す

。

 　
準

備
も

対
策

も
な

い
ま

ま
観

光
客

を
増

や
す

こ
と

 で
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

生
じ

る
と

い
う
面

で
は

、
 観

光
客

を
受

け
入

れ
る

側
、

特
に

行
政

が
果

た
す

 べ
き

役
割

と
責

務
は

重
大

で
す

。
 　

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

関
す

る
国

内
外

の
動

向
 も

踏
ま

え
、

自
然

環
境

の
保

全
、

地
域

の
文

化
・

 生
活

環
境

の
尊

重
を

要
件

と
す

る
観

光
地

マ
ネ

ジ
 メ

ン
ト

に
取

り
組

み
ま

す
。

P
9
6
　

3
1
行

目
か

ら
の

記
述

と
重

複
し

て
い

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2

4
章

P
9
8

4
行

　
ま

た
、

環
境

容
量

等
を

踏
ま

え
た

持
続

可
能

な
観

光
施

策
を

進
め

る
た

め
、

国
際

基
準

の
S
T
I 
を

基
に

開
発

さ
れ

た
「
日

本
版

持
続

可
能

な
観

光
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
（
令

和
２

年
６

月
観

光
庁

）
を

活
用

す
る

ほ
か

、
本

県
独

自
の

成
果

指
標

の
設

定
に

取
り

組
み

ま
す

。

ま
た

、
持

続
可

能
な

観
光

を
志

向
す

る
観

光
客

も
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

観
光

に
お

け
る

脱
炭

素
化

や
S
D

G
ｓ
に

適
応

し
た

観
光

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
を

図
る

た
め

、
 環

境
容

量
等

を
踏

ま
 え

た
持

続
可

能
な

観
光

施
策

を
進

め
、

国
際

基
準

の
S
T
I 
を

基
に

開
発

さ
れ

た
「
日

本
版

持
続

可
能

な
観

光
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
（
令

和
２

年
６

月
観

光
庁

）
を

活
用

す
る

ほ
か

、
本

県
独

自
の

成
果

指
標

の
設

定
に

取
り

組
み

 ま
す

。
、

環
境

容
量

等
を

踏
ま

え
た

持
続

可
能

な
観

光
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

沖
縄

の
観

光
は

世
界

水
準

で
い

っ
て

ほ
し

い
の

で
、

観
光

と
脱

炭
素

が
交

わ
る

よ
う
な

方
向

性
を

工
夫

す
る

と
よ

い
と

思
う

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
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新
た

な
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興
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中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
3

4
章

P
9
8

9
行

　
本

県
の

観
光

産
業

に
つ

い
て

は
、

自
立

型
経

済
の

持
続

可
能

な
発

展
に

貢
献

し
、

地
元

ひ
い

て
は

県
民

の
幸

福
感

を
高

め
る

観
光

を
推

進
す

べ
き

で
あ

り
、

中
長

期
的

な
ス

パ
ン

で
観

光
収

入
と

環
境

保
持

そ
し

て
住

民
の

幸
福

感
の

三
位

一
体

と
な

っ
た

バ
ラ

ン
ス

が
取

れ
た

持
続

的
発

展
の

観
光

産
業

を
目

指
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

今
後

は
、

特
に

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
に

対
応

し
た

質
の

高
い

観
光

の
推

進
が

、
結

果
と

し
て

滞
在

日
数

や
観

光
収

入
の

増
加

、
環

境
配

慮
、

地
元

住
民

の
理

解
、

生
活

の
向

上
等

に
つ

な
が

り
ま

す
。

　
持

続
可

能
な

観
光

産
業

を
目

指
す

上
で

は
、

量
だ

け
で

な
く
、

引
き

続
き

観
光

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
観

光
人

材
の

育
成

・
確

保
な

ど
、

質
の

強
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

地
域

経
済

の
発

展
と

環
境

保
護

を
行

う
体

制
を

構
築

し
、

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

観
点

で
政

策
を

展
開

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

豊
か

な
自

然
環

境
、

伝
統

芸
能

、
空

手
、

泡
盛

、
琉

球
料

理
、

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
等

の
本

県
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
付

加
価

値
の

高
い

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

提
供

し
、

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
観

光
の

展
開

に
向

け
た

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

　
本

県
の

観
光

産
業

に
つ

い
て

は
、

自
立

型
経

済
の

発
展

に
貢

献
し

、
県

民
の

幸
福

感
を

高
め

る
観

光
を

推
進

す
る

た
め

、
中

長
期

的
な

ス
パ

ン
で

観
光

収
入

、
環

境
保

持
そ

し
て

住
民

の
幸

福
感

の
三

位
一

体
と

な
っ

た
バ

ラ
ン

ス
が

取
れ

た
持

続
可

能
な

観
光

産
業

を
目

指
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

た
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
、

多
様

な
市

場
に

お
け

る
沖

縄
観

光
の

価
値

を
訴

求
す

る
多

様
な

誘
客

活
動

の
展

開
、

質
の

高
い

ク
ル

ー
ズ

の
推

進
、

観
光

消
費

額
向

上
に

資
す

る
新

た
な

拠
点

形
成

や
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

出
に

向
け

た
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

・
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
の

が
抽

象
的

で
分

か
り

に
く
い

・
も

っ
と

端
的

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4

4
章

P
9
8

2
4
行

①
 国

内
外

観
光

客
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
　

国
内

・
国

外
観

光
客

の
行

動
歴

、
購

買
デ

ー
タ

等
の

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

を
検

討
し

、
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

構
築

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

、
高

付
加

価
値

な
観

光
、

観
光

消
費

額
の

向
上

、
良

質
な

観
光

客
を

誘
致

す
る

タ
ー

ゲ
ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
へ

の
転

換
を

図
り

ま
す

。

 ①
 国

内
外

観
光

客
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
 　

国
内

・
国

外
観

光
客

の
行

動
歴

、
購

買
デ

ー
タ

 等
の

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

を
検

討
し

、
観

光
ビ

ッ
グ

 デ
ー

タ
の

構
築

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
高

次
元

の
 ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

、
高

付
加

価
値

な
観

光
、

観
光

 消
費

額
の

向
上

、
良

質
な

観
光

客
を

誘
致

す
る

 タ
ー

ゲ
ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
へ

の
転

換
を

図
り

ま
す

。

施
策

展
開

エ
に

記
載

し
た

方
が

適
切

と
考

え
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

記
載

内
容

を
施

策
展

開
エ

に
移

動

55



56



別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
7

4
章

P
1
0
0

2
3
行

　
滞

在
日

数
や

観
光

消
費

額
の

増
加

に
向

け
て

は
、

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

を
活

用
し

た
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

、
レ

ジ
ャ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

、
リ
ゾ

ー
ト

ウ
ェ
デ

ィ
ン

グ
、

M
IC

E
、

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
、

観
光

リ
ゾ

ー
ト

に
関

わ
る

広
範

な
ニ

ー
ズ

を
多

角
的

に
把

握
し

、
各

コ
ン

テ
ン

ツ
の

効
果

的
な

発
信

に
よ

り
消

費
額

の
高

い
観

光
客

の
誘

客
を

図
り

ま
す

。

　
加

え
て

、
 滞

在
日

数
や

観
光

消
費

額
の

増
加

に
 向

け
て

は
、

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

を
活

用
し

た
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

、
レ

ジ
ャ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

、
リ
ゾ

ー
ト

ウ
ェ
デ

ィ
ン

グ
、

M
IC

E
、

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

、
観

光
リ
ゾ

ー
ト

に
関

わ
る

広
範

な
ニ

ー
ズ

を
多

角
的

に
把

握
し

、
各

コ
ン

テ
ン

ツ
の

効
果

的
な

発
信

に
よ

り
消

費
額

の
高

い
観

光
客

の
誘

客
を

図
り

ま
す

。

重
複

部
分

を
削

除
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8

4
章

P
1
0
0

2
8
行

④
 質

の
高

い
ク

ル
ー

ズ
観

光
の

推
進

 ④
③

 質
の

高
い

ク
ル

ー
ズ

観
光

の
推

進
番

号
の

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9

4
章

P
1
0
1

6
行

⑤
 観

光
消

費
額

向
上

に
資

す
る

新
た

な
拠

点
形

成
や

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

創
出

　
観

光
地

形
成

促
進

地
域

制
度

の
活

用
等

に
よ

り
（
中

略
）
戦

略
的

な
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

 ⑤
④

 観
光

消
費

額
向

上
に

資
す

る
新

た
な

拠
点

形
成

や
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

出
　

観
光

消
費

額
の

向
上

や
滞

在
日

数
の

延
長

を
図

る
た

め
、

観
光

地
形

成
促

進
地

域
制

度
の

活
用

等
に

よ
り

民
間

投
資

を
促

進
さ

せ
、

北
部

圏
域

で
整

備
が

進
め

ら
れ

る
大

規
模

テ
ー

マ
パ

ー
ク

事
業

計
画

な
ど

魅
力

あ
る

民
間

観
光

施
設

の
整

備
促

進
、

雨
天

時
・
ボ

ト
ム

期
・
ナ

イ
ト

ラ
イ

フ
な

ど
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

付
加

価
値

の
高

い
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

の
構

築
や

、
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

ま
た

、
既

存
宿

泊
施

設
へ

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

導
入

や
リ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

等
を

促
進

さ
せ

る
こ

と
で

、
高

付
加

価
値

化
等

に
よ

る
収

益
最

大
化

及
び

経
営

基
盤

の
安

定
化

を
図

る
と

と
も

に
、

国
内

外
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
可

能
な

宿
泊

施
設

等
の

整
備

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

読
み

や
す

い
よ

う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
0

4
章

P
1
0
1

2
2
行

⑥
 空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

に
お

け
る

観
光

二
次

交
通

の
利

便
性

向
上

　
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

の
移

動
が

円
滑

に
行

え
る

こ
と

に
よ

り
、

観
光

客
の

周
遊

性
の

拡
大

・
向

上
に

よ
る

観
光

消
費

額
の

向
上

が
期

待
で

き
る

た
め

、
主

要
観

光
拠

点
を

観
光

の
交

通
拠

点
と

し
て

位
置

付
け

、
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

間
を

自
動

運
行

す
る

新
た

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
の

活
用

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

観
光

拠
点

周
辺

に
お

け
る

カ
ー

ボ
ン

フ
リ
ー

の
視

点
も

踏
ま

え
た

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ
を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

ほ
か

、
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

を
結

ぶ
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
向

上
、

レ
ン

タ
カ

ー
貸

渡
拠

点
の

分
散

化
な

ど
観

光
二

次
交

通
の

利
便

性
向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

 ⑥
 空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

に
お

け
る

観
 光

二
次

交
通

の
利

便
性

向
上

 　
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

の
移

動
が

円
 滑

に
行

え
る

こ
と

に
よ

り
、

観
光

客
の

周
遊

性
の

拡
 大

・
向

上
に

よ
る

観
光

消
費

額
の

向
上

が
期

待
で

 き
る

た
め

、
主

要
観

光
拠

点
を

観
光

の
交

通
拠

点
 と

し
て

位
置

付
け

、
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

間
 を

自
動

運
行

す
る

新
た

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
の

活
用

を
検

 討
す

る
と

と
も

に
、

観
光

拠
点

周
辺

に
お

け
る

カ
ー

 ボ
ン

フ
リ
ー

の
視

点
も

踏
ま

え
た

多
様

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
 を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
提

 供
の

ほ
か

、
空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ
ア

を
結

 ぶ
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
向

上
、

レ
ン

タ
カ

ー
 貸

渡
拠

点
の

分
散

化
な

ど
観

光
二

次
交

通
の

利
 便

性
向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

P
1
0
2
 2

3
行

目
に

も
観

光
二

次
交

通
に

関
す

る
記

載
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

P
1
0
2
 2

3
行

目
と

統
合

す
る

4
章

P
1
0
1

3
3
行

　
国

内
外

の
観

光
客

が
快

適
に

過
ご

せ
る

観
光

地
の

形
成

に
向

け
、

IC
T
 や

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

、
観

光
客

の
利

便
性

向
上

や
新

た
な

観
光

体
験

の
創

出
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
長

期
滞

在
に

つ
な

が
る

沖
縄

な
ら

で
は

の
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

拠
点

の
形

成
に

向
け

た
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

　
国

内
外

の
観

光
客

が
快

適
に

過
ご

せ
る

観
光

地
の

形
成

に
向

け
て

は
、

IC
T
 や

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

 、
た

沖
縄

観
光

の
変

革
が

必
要

で
す

。
 観

 光
客

の
利

便
性

向
上

や
新

た
な

観
光

体
験

の
創

 出
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
長

期
滞

在
に

つ
な

が
る

 沖
縄

な
ら

で
は

の
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

拠
点

の
形

成
に

 向
け

た
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
IC

T
に

よ
る

新
た

な
観

光
体

験
の

創
出

促
進

及
び

観
光

施
設

等
に

お
け

る
利

便
性

向
上

や
世

界
の

ビ
ジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン

等
が

訪
れ

る
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

拠
点

の
形

成
、

国
内

外
観

光
客

の
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
、

観
光

二
次

交
通

の
利

便
性

向
上

及
び

利
用

促
進

に
向

け
た

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

施
策

の
内

容
を

具
体

的
に

記
載

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
2

4
章

P
1
0
2

5
行

①
 I
C

T
 に

よ
る

新
た

な
観

光
体

験
の

創
出

促
進

　
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
、

V
R

（
仮

想
現

実
）
・
A

R
（
拡

張
現

実
）
等

に
よ

り
本

県
の

文
化

や
自

然
を

深
く
体

験
・
体

感
で

き
る

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。

②
 I
C

T
・
通

信
イ

ン
フ

ラ
を

拡
充

し
た

観
光

施
設

等
の

受
入

体
制

構
築

観
光

施
設

等
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
・
促

進
や

無
料

公
衆

無
線

L
A

N
（
F
re

e
-
W

i-
F
i）

、
施

設
情

報
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

等
の

環
境

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

④
 リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

観
光

情
報

の
提

供
　

IC
T
 の

活
用

に
よ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
観

光
地

及
び

移
動

経
路

等
に

お
け

る
混

雑
回

避
に

必
要

な
情

報
の

提
供

に
取

り
組

み
、

観
光

客
の

満
足

度
向

上
を

図
り

ま
す

。

①
　

 I
C

T
 に

よ
る

新
た

な
観

光
体

験
の

創
出

促
進

及
び

観
光

施
設

等
に

お
け

る
利

便
性

向
上

　
V

R
（
仮

想
現

実
）
・
A

R
（
拡

張
現

実
）
等

の
新

た
な

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
り

本
県

の
文

化
や

自
然

を
深

く
体

験
・
体

感
で

き
る

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

観
光

客
が

快
適

に
過

ご
せ

る
観

光
地

の
形

成
の

た
め

、
リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
観

光
地

及
び

移
動

経
路

等
に

お
け

る
混

雑
回

避
に

必
要

な
情

報
の

提
供

や
、

観
光

施
設

等
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
・
促

進
、

無
料

公
衆

無
線

L
A

N
（
F
re

e
-
W

i-
F
i）

、
施

設
情

報
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

等
の

環
境

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
組

内
容

を
統

合
し

て
は

ど
う
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
3

4
章

P
1
0
2

1
3
行

③
 世

界
の

ビ
ジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン

等
が

訪
れ

る
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

拠
点

の
形

成
　

観
光

地
に

お
け

る
W

i-
F
i 
等

の
通

信
設

備
、

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

送
り

手
と

な
る

企
業

や
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

個
人

事
業

主
等

に
対

し
、

本
県

の
優

位
性

・
差

別
化

要
素

を
構

築
し

誘
客

活
動

を
展

開
し

ま
す

。

 ③
②

 世
界

の
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン
等

が
訪

れ
る

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

拠
点

の
形

成
　

観
光

地
に

お
け

る
W

i-
F
i 
等

の
通

信
設

備
、

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

本
県

の
優

位
性

・
差

別
化

要
素

を
構

築
し

、
デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
の

沖
縄

の
認

知
度

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

送
り

手
と

な
る

企
業

や
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

個
人

事
業

主
等

に
対

し
、

 本
県

の
優

位
性

・
差

別
化

要
素

を
構

築
し

誘
客

活
動

を
展

開
し

ま
す

。

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ
ン

拠
点

と
し

て
、

認
知

度
向

上
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4

4
章

P
1
0
2

－
－

③
 国

内
外

観
光

客
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
　

国
内

・
国

外
観

光
客

の
行

動
歴

、
購

買
デ

ー
タ

等
の

デ
ー

タ
の

収
集

方
法

を
検

討
し

、
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

構
築

に
取

り
組

む
こ

と
 で

に
よ

り
、

 高
次

元
 の

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
、

高
付

加
価

値
な

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

創
出

や
 、

観
光

消
費

額
の

向
上

、
良

質
 な

本
県

が
求

め
る

観
光

客
 を

の
誘

致
 す

る
な

ど
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

い
た

観
光

消
費

額
の

向
上

や
滞

在
日

数
の

延
長

に
つ

な
が

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
へ

の
転

換
を

図
り

ま
す

。

3
-
(2

)ウ
①

か
ら

移
動

し
、

一
部

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
5

4
章

P
1
0
2

2
3
行

⑤
 観

光
二

次
交

通
の

利
用

促
進

　
過

度
な

レ
ン

タ
カ

ー
利

用
に

起
因

す
る

那
覇

空
港

や
観

光
地

等
の

混
雑

等
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

観
光

客
が

最
適

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
の

情
報

を
収

集
し

、
か

つ
容

易
に

利
用

で
き

る
環

境
が

必
要

で
す

。
こ

の
た

め
、

民
間

が
取

り
組

む
M

aa
S
 や

C
A

S
E
等

の
基

盤
と

な
る

公
共

交
通

情
報

等
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

継
続

的
に

利
用

で
き

る
環

境
を

構
築

し
、

維
持

す
る

と
と

も
に

、
公

共
交

通
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

IC
T
 を

活
用

し
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
促

進
し

、
国

内
外

か
ら

来
訪

す
る

観
光

客
の

二
次

交
通

の
利

便
性

・
満

足
性

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

④
 観

光
二

次
交

通
の

利
便

性
向

上
及

び
利

用
促

進
　

国
内

外
か

ら
来

訪
す

る
観

光
客

の
二

次
交

通
の

利
便

性
及

び
満

足
度

の
向

上
を

図
る

た
め

に
は

、
観

光
客

が
最

適
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

情
報

を
収

集
し

、
か

つ
容

易
に

利
用

で
き

る
環

境
が

必
要

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
民

間
が

取
り

組
む

M
aa

S
や

C
A

S
E
等

の
基

盤
と

な
る

公
共

交
通

情
報

等
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

継
続

的
に

利
用

で
き

る
環

境
の

構
築

・
維

持
や

、
公

共
交

通
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
に

取
り

組
み

、
 I
C

T
を

活
用

し
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
促

進
し

ま
す

。
　

ま
た

、
空

港
・
港

湾
の

観
光

拠
点

間
の

移
動

の
円

滑
化

を
図

る
た

め
、

主
要

観
光

拠
点

を
観

光
二

次
交

通
の

交
通

結
節

点
と

し
て

位
置

付
け

、
自

動
運

転
技

術
を

活
用

し
た

新
た

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
や

脱
炭

素
の

視
点

を
踏

ま
え

た
電

気
自

動
車

（
E
V

）
等

の
次

世
代

自
動

車
、

カ
ー

シ
ェ
ア

リ
ン

グ
の

活
用

の
検

討
な

ど
、

多
様

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
既

存
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
向

上
、

レ
ン

タ
カ

ー
貸

渡
拠

点
の

分
散

化
に

取
り

組
み

ま
す

。

3
-
(2

)ウ
⑥

の
記

載
内

容
を

統
合

し
、

要
約

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
6

4
章

P
1
0
2

3
3
行

　
M

IC
E
 に

つ
い

て
は

、
経

済
・
消

費
活

動
の

裾
野

が
広

く
、

周
辺

地
域

を
含

め
て

大
き

な
経

済
効

果
が

見
込

ま
れ

る
ほ

か
、

教
育

的
効

果
や

地
域

活
性

化
に

も
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

観
光

に
M

IC
E
 振

興
に

よ
る

「
ビ

ジ
ネ

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
」
と

い
う
新

機
軸

を
位

置
付

け
、

M
IC

E
 の

誘
致

や
、

そ
の

開
催

支
援

、
受

入
体

制
の

整
備

、
関

連
ビ

ジ
ネ

ス
の

振
興

な
ど

、
各

種
施

策
を

戦
略

的
に

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

関
連

産
業

の
成

長
発

展
及

び
国

際
的

な
M

IC
E
 開

催
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド

を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
　

そ
の

た
め

に
は

、
大

型
M

IC
E
 施

設
の

整
備

を
含

む
マ

リ
ン

タ
ウ

ン
M

IC
E
 エ

リ
ア

の
形

成
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
本

県
の

自
然

、
歴

史
、

文
化

な
ど

魅
力

あ
る

観
光

資
源

を
生

か
し

た
ユ

ニ
ー

ク
ベ

ニ
ュ

ー
や

ア
フ

タ
ー

M
IC

E
、

各
種

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
開

発
を

促
進

さ
せ

る
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

　
M

IC
E
 に

つ
い

て
は

、
経

済
・
消

費
活

動
の

裾
野

が
広

く
、

周
辺

地
域

を
含

め
て

大
き

な
経

済
効

果
が

見
込

ま
れ

る
ほ

か
、

教
育

的
効

果
や

地
域

活
性

化
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

沖
縄

観
光

に
M

IC
E
 振

興
に

よ
る

「
ビ

ジ
ネ

ス
ツ

ー
リ
ズ

ム
」
と

い
う
新

機
軸

を
位

置
付

け
、

国
際

的
な

M
IC

E
 開

催
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド

の
構

築
及

び
関

連
産

業
の

成
長

発
展

を
図

る
た

め
、

M
IC

E
振

興
と

ビ
ジ

ネ
ス

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

、
マ

リ
ン

タ
ウ

ン
M

IC
E
エ

リ
ア

を
核

と
し

た
全

県
的

な
M

IC
E

受
入

体
制

の
整

備
、

M
IC

E
を

活
用

し
た

関
連

産
業

の
振

興
に

向
け

た
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

取
組

内
容

の
列

挙
が

多
い

の
で

、
も

う
少

し
端

的
に

ま
と

め
た

ほ
う
が

よ
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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紙
１
－
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
7

4
章

P
1
0
3

1
2
行

離
島

も
含

め
た

全
県

的
な

M
IC

E
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
離

島
も

含
め

た
全

県
的

な
M

IC
E
の

振
興

を
図

る
 と

 と
も

に
た

め
、

目
的

を
整

理
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
8

4
章

P
1
0
3

2
8
行

ま
た

、
会

場
や

ホ
テ

ル
等

の
施

設
間

の
協

同
に

よ
る

大
型

M
IC

E
 案

件
の

受
入

促
進

や
、

ま
た

、
産

学
官

で
構

成
す

る
沖

縄
M

IC
E
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

強
化

に
取

り
組

み
、

会
場

や
ホ

テ
ル

等
の

施
設

間
の

協
同

に
よ

る
大

型
M

IC
E
 案

件
の

受
入

促
進

や
、

P
1
0
3
・
3
3
行

目
か

ら
P

1
0
4
・
２

行
目

ま
で

は
受

入
体

制
に

関
す

る
記

載
で

あ
る

た
め

、
オ

－
②

に
移

動
し

た
ほ

う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

オ
－

③
か

ら
移

動
し

、
重

複
部

分
は

削
除

3
9

4
章

P
1
0
3

3
行

M
IC

E
 に

関
わ

る
多

様
な

M
IC

E
 プ

レ
イ

ヤ
ー

の
育

成
・
高

度
化

を
図

る
と

と
も

に
、

大
型

M
IC

E
 案

件
を

円
滑

に
受

け
入

れ
る

た
め

の
複

数
の

会
場

・
宿

泊
施

設
や

事
業

者
間

の
協

同
を

促
進

さ
せ

る
な

ど
、

沖
縄

M
IC

E
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

強
化

に
取

り
組

み
、

更
な

る
受

入
体

制
の

強
化

に
努

め
ま

す
。

 M
IC

E
 に

関
わ

る
多

様
な

M
IC

E
 プ

レ
イ

ヤ
ー

の
育

 成
・
高

度
化

を
図

る
と

と
も

に
、

大
型

M
IC

E
 案

件
 を

円
滑

に
受

け
入

れ
る

た
め

の
複

数
の

会
場

・
宿

 泊
施

設
や

事
業

者
間

の
協

同
を

促
進

さ
せ

る
な

 ど
、

沖
縄

M
IC

E
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

 強
化

に
取

り
組

み
、

更
な

る
受

入
体

制
の

強
化

に
 努

め
ま

す
。

受
入

体
制

に
関

す
る

記
述

は
、

オ
－

②
で

記
載

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

オ
－

②
に

移
動

4
0

4
章

P
1
0
4

3
行

　
ま

た
、

沖
縄

M
IC

E
 ブ

ラ
ン

ド
や

安
全

・
安

心
な

M
IC

E
 開

催
に

向
け

た
取

組
に

加
え

、
S
D

G
s 

や
D

X
 な

ど
新

た
な

取
組

を
県

内
M

IC
E
 関

連
事

業
者

へ
浸

透
さ

せ
、

高
付

加
価

値
な

M
IC

E
 コ

ン
テ

ン
ツ

や
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
等

を
促

進
さ

せ
る

こ
と

で
国

内
外

の
競

合
地

と
の

差
別

化
を

図
り

ま
す

。
加

え
て

、
情

報
通

信
、

物
流

関
連

、
も

の
づ

く
り

、
飲

食
・
小

売
、

サ
ー

ビ
ス

な
ど

様
々

な
事

業
者

に
よ

る
M

IC
E
関

連
ビ

ジ
ネ

ス
へ

の
展

開
を

後
押

し
し

ま
す

。

　
 ま

た
、

国
内

外
の

競
合

地
と

の
差

別
化

を
図

る
た

め
、

沖
縄

M
IC

E
 ブ

ラ
ン

ド
の

構
築

や
安

全
・
安

心
な

M
IC

E
 開

催
に

向
け

 た
取

組
に

加
え

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

県
内

M
IC

E
 関

連
事

業
者

へ
S
D

G
s

や
D

X
 な

ど
新

た
な

取
組

を
 県

内
M

IC
E
 関

連
事

 業
者

へ
浸

透
さ

せ
、

高
付

加
価

値
な

M
IC

E
 コ

ン
テ

ン
ツ

や
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
等

 を
の

促
進

 さ
 せ

る
こ

と
で

国
内

外
の

競
合

地
と

の
差

別
化

を
図

り
 ま

す
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

 加
え

て
ま

た
、

情
報

通
信

、
物

流
関

連
、

も
の

づ
く
り

、
飲

食
・
小

売
、

サ
ー

ビ
ス

な
ど

様
々

な
事

業
者

に
よ

る
M

IC
E
関

連
ビ

ジ
ネ

ス
へ

の
展

開
を

後
押

し
し

ま
す

。

目
的

を
整

理
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

61



別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
1

4
章

P
1
1
8

2
6
行

　
人

々
を

惹
き

つ
け

る
沖

縄
の

魅
力

つ
ま

り
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
は

、
人

口
減

少
時

代
に

お
い

て
、

大
き

な
可

能
性

を
持

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
国

内
唯

一
の

亜
熱

帯
地

域
に

属
し

、
独

自
の

歴
史

や
文

化
、

豊
か

な
自

然
環

境
を

有
す

る
本

県
は

、
多

様
な

生
物

資
源

や
農

林
水

産
物

、
食

文
化

、
伝

統
芸

能
、

観
光

資
源

等
の

多
く
の

地
域

資
源

を
有

す
る

と
と

も
に

、
健

康
・
長

寿
、

安
全

・
安

心
、

快
適

・
環

境
と

い
っ

た
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
ブ

 ラ
ン

ド
力

も
備

え
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

先
進

国
に

お
け

る
成

熟
社

会
の

発
展

に
不

可
欠

な
“

文
化

・
芸

術
”
、

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

等
と

の
連

携
に

よ
る

相
乗

効
果

が
期

待
さ

れ
る

“
健

康
”
 等

が
有

望
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

人
々

に
精

神
的

豊
か

さ
を

も
た

ら
し

、
至

上
の

生
活

を
享

受
で

き
る

社
会

を
目

指
す

上
で

も
、

沖
縄

の
魅

力
で

あ
り

人
々

を
魅

了
す

る
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
か

し
た

新
産

業
の

創
出

に
向

け
、

本
県

の
地

域
資

源
の

活
用

を
図

る
た

め
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

　
多

様
な

生
物

資
源

や
農

林
水

産
物

、
食

文
化

、
伝

統
芸

能
、

観
光

資
源

等
の

多
く
の

地
域

資
源

を
有

す
る

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
は

、
本

県
の

持
続

可
能

な
発

展
に

つ
な

が
る

新
産

業
の

創
出

を
目

指
す

う
え

で
大

き
な

可
能

性
を

有
し

て
お

り
、

観
光

産
業

と
の

連
携

に
よ

る
相

乗
効

果
が

期
待

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
独

自
の

歴
史

や
文

化
、

自
然

環
境

を
生

か
し

た
産

業
の

創
出

・
振

興
や

、
IC

T
を

活
用

し
た

新
た

な
展

開
に

向
け

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

・
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
の

が
抽

象
的

で
分

か
り

に
く
い

・
読

み
や

す
い

よ
う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
欲

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
2

4
章

P
1
1
9

6
行

①
 文

化
芸

術
に

関
す

る
産

業
の

創
出

・
振

興 　
本

県
に

は
、

琉
球

舞
踊

、
組

踊
、

沖
縄

音
楽

、
エ

イ
サ

ー
等

の
世

界
に

誇
れ

る
優

れ
た

文
化

資
源

が
あ

り
、

こ
れ

ら
は

地
域

振
興

の
資

源
と

し
て

大
き

な
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

こ
と

か
ら

、
文

化
芸

術
の

産
業

化
に

必
要

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

も
っ

た
人

材
の

育
成

や
、

文
化

芸
術

に
係

る
ビ

ジ
ネ

ス
を

支
え

る
環

境
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

①
 文

化
芸

術
に

関
す

る
産

業
の

創
出

・
振

興
　

本
県

に
は

、
琉

球
舞

踊
、

組
踊

、
沖

縄
音

楽
、

エ
イ

サ
ー

等
の

世
界

に
誇

れ
る

優
れ

た
文

化
資

源
が

あ
り

地
域

振
興

の
資

源
と

し
て

大
き

な
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

を
活

用
し

た
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
や

認
知

度
向

上
を

図
る

こ
と

に
よ

る
文

化
観

光
の

推
進

を
は

じ
め

と
し

て
、

様
々

な
分

野
に

お
け

る
文

化
芸

術
の

産
業

化
に

必
要

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

も
っ

た
人

材
の

育
成

や
、

文
化

芸
術

に
係

る
ビ

ジ
ネ

ス
を

支
え

る
環

境
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

文
化

観
光

に
関

す
る

文
言

を
盛

り
込

ん
で

欲
し

い
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
3

4
章

P
1
1
9

1
9
行

③
 e

ス
ポ

ー
ツ

を
活

用
し

た
新

た
な

展
開

　
近

年
、

世
界

的
に

盛
り

上
が

り
を

見
せ

て
い

る
e
ス

ポ
ー

ツ
に

つ
い

て
は

、
IC

T
 を

活
用

し
て

幅
広

い
世

代
の

多
様

な
人

々
が

楽
し

む
こ

と
が

で
き

、
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
の

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
M

IC
E
 関

連
事

業
者

や
関

係
団

体
と

連
携

し
た

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
構

築
の

可
能

性
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
国

際
大

会
の

誘
致

等
を

推
進

し
ま

す
。

③
 e

ス
ポ

ー
ツ

を
活

用
し

た
新

た
な

展
開

　
近

年
、

世
界

的
に

盛
り

上
が

り
を

見
せ

て
い

る
e
ス

ポ
ー

ツ
に

つ
い

て
は

、
IC

T
 を

活
用

し
て

幅
広

い
世

代
の

多
様

な
人

々
が

楽
し

む
こ

と
が

で
き

、
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
の

可
能

性
が

 あ
る

こ
と

か
ら

、
あ

り
ま

す
。

　
そ

の
た

め
、

国
家

戦
略

特
区

等
を

活
用

し
た

規
制

緩
和

の
検

討
な

ど
、

国
際

大
会

の
誘

致
等

を
推

進
し

ま
す

。
　

ま
た

、
M

IC
E
 関

連
事

業
者

や
関

係
団

体
と

連
携

し
 た

、
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

構
築

の
可

能
性

 を
の

検
討

 す
る

と
と

も
に

、
国

際
大

会
の

誘
致

等
 を

推
進

し
ま

す
に

取
り

組
み

ま
す

。

興
行

ビ
ザ

の
発

行
な

ど
新

た
な

制
度

の
創

設
に

向
け

た
取

組
を

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
4

4
章

P
1
1
9

2
8
行

富
裕

層
や

「
健

康
・
長

寿
」
に

高
い

関
心

を
有

す
る

層
の

高
次

元
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

富
裕

層
や

「
健

康
・
長

寿
」
に

高
い

関
心

を
有

す
る

層
の

 高
次

元
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

・
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
の

が
抽

象
的

で
分

か
り

に
く
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
5

4
章

P
1
3
4

5
行

　
ス

ポ
ー

ツ
が

持
つ

言
語

を
超

え
た

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
と

人
、

地
域

と
地

域
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
地

域
の

一
体

感
や

潜
在

的
な

活
力

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
を

有
す

る
と

と
も

に
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

国
際

貢
献

、
課

題
解

決
と

い
っ

た
S
D

P
*
1
3
 の

推
進

に
も

つ
な

が
る

も
の

で
す

。
ま

た
、

日
々

の
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
健

康
増

進
は

、
免

疫
力

を
高

め
、

ひ
い

て
は

感
染

症
へ

の
抵

抗
力

を
強

め
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

心
身

を
健

康
に

保
ち

明
る

く
豊

か
な

社
会

づ
く
り

に
寄

与
す

る
も

の
で

す
。

　
ス

ポ
ー

ツ
が

持
つ

言
語

を
超

え
た

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
と

人
、

地
域

と
地

域
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
地

域
の

一
体

感
や

 潜
在

的
な

活
力

を
 向

上
醸

成
さ

せ
る

 可
能

性
を

有
す

る
と

と
も

に
も

の
で

あ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
国

際
貢

献
、

社
会

課
題

解
決

と
い

っ
た

S
D

P
*
1
3
 の

推
進

に
も

つ
な

が
る

も
の

で
す

。
ま

た
、

日
々

の
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
健

康
増

進
は

、
 免

疫
力

を
高

め
、

ひ
い

て
は

感
染

症
へ

の
 抵

抗
力

を
強

め
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

心
身

を
健

康
に

保
ち

明
る

く
豊

か
な

社
会

づ
く
り

に
寄

与
す

る
も

の
で

す
。

読
み

や
す

い
よ

う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
6

4
章

P
1
3
4

1
2
行

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
本

県
の

亜
熱

帯
・
海

洋
性

の
地

域
特

性
を

生
か

し
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

地
域

・
経

済
の

活
性

化
、

競
技

力
の

向
上

及
び

社
会

課
題

の
解

決
等

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
本

県
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
の

経
済

的
価

値
や

社
会

的
価

値
を

向
上

さ
せ

、
希

望
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
の

形
成

を
目

指
し

ま
す

。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
本

県
の

 亜
 熱

帯
・
海

洋
性

の
地

域
特

性
を

生
か

し
、

地
域

特
性

や
産

業
等

と
ス

ポ
ー

ツ
を

関
連

づ
け

、
ス

ポ
ー

ツ
の

持
つ

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

の
活

用
に

よ
る

沖
縄

の
豊

か
な

姿
を

構
築

す
る

た
め

、
 ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
・

 経
済

の
活

性
化

、
競

技
力

の
向

上
及

び
社

会
課

 題
の

解
決

等
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

本
県

に
お

け
る

 ス
ポ

ー
ツ

の
経

済
的

価
値

や
社

会
的

価
値

を
向

 上
さ

せ
、

希
望

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

世
界

に
は

ば
た

き
躍

動
す

る
「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
の

形
成

を
目

指
し

ま
す

。

・
読

み
や

す
い

よ
う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
7

4
章

P
1
3
4

1
6
行

　
「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
の

形
成

に
向

け
て

は
、

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
や

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

等
の

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

促
進

、
県

民
等

の
ス

ポ
ー

ツ
参

画
の

促
進

、
こ

れ
ら

に
対

応
す

る
た

め
の

人
材

の
育

成
が

求
め

ら
れ

る
と

と
も

に
、

地
域

外
か

ら
人

を
呼

び
込

む
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
推

進
（
ア

ウ
タ

ー
施

策
）
と

県
民

等
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

の
促

進
（
イ

ン
ナ

ー
施

策
）
を

同
時

並
行

し
て

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
両

施
策

が
共

に
あ

る
こ

と
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

が
課

題
で

す
。

　
「
ス

ポ
ー

ツ
ア

イ
ラ

ン
ド

沖
縄

」
の

形
成

に
向

け
て

は
、

世
界

中
か

ら
多

く
の

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

*
1
4
の

推
進

や
、

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
等

の
 ス

ポ
ー

ツ
地

域
資

源
を

活
用

し
た

 地
域

振
 興

ま
ち

づ
く
り

の
促

進
、

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

輩
出

基
盤

の
構

築
、

県
民

等
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

の
促

進
、

こ
れ

ら
に

対
応

す
る

た
め

の
人

材
の

育
成

 が
求

め
ら

 れ
る

と
と

も
に

、
地

域
外

か
ら

人
を

呼
び

込
む

ス
ポ

ー
 ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
（
ア

ウ
タ

ー
施

策
）
と

県
民

 等
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

の
促

進
（
イ

ン
ナ

ー
施

策
）
を

 同
時

並
行

し
て

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
両

 施
策

が
共

に
あ

る
こ

と
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

が
課

題
で

す
。

*
1
4
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

・
・
・
ス

ポ
ー

ツ
に

関
係

す
る

合
宿

、
キ

ャ
ン

プ
、

自
主

ト
レ

、
大

会
、

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
総

称
と

し
て

、
本

計
画

に
お

い
て

使
用

し
て

い
る

。

・
読

み
や

す
い

よ
う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

・
M

IC
E
は

、
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

と
イ

ベ
ン

ト
が

分
か

れ
て

い
る

が
、

こ
こ

の
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

は
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
中

に
イ

ベ
ン

ト
を

含
ん

で
い

る
の

で
、

沖
縄

で
の

定
義

と
い

う
も

の
を

記
載

し
た

方
が

読
み

手
側

も
納

得
で

き
る

と
思

う
。

・
ア

ウ
タ

ー
施

策
と

イ
ン

ナ
ー

施
策

を
こ

こ
で

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
の

か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

・
ア

ウ
タ

ー
施

策
と

イ
ン

ナ
ー

施
策

は
イ

－
③

に
移

動

4
8

4
章

P
1
3
4

2
3
行

　
こ

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

産
業

の
振

興
と

地
域

の
活

性
化

、
県

民
が

主
体

的
に

参
画

す
る

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

指
導

者
な

ど
ス

ポ
ー

ツ
に

関
わ

る
多

様
な

人
材

の
育

成
を

大
学

、
競

技
団

体
等

と
連

携
し

て
進

め
る

ほ
か

、
ア

ウ
タ

ー
施

策
と

イ
ン

ナ
ー

施
策

の
均

衡
を

図
る

取
組

を
進

め
、

両
施

策
に

よ
る

メ
リ
ッ

ト
を

県
民

や
県

外
か

ら
訪

れ
た

人
々

が
共

に
享

受
で

き
る

よ
う
取

り
組

み
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

産
業

の
振

興
と

地
域

の
活

性
化

、
県

民
が

主
体

的
に

参
画

す
る

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
整

備
に

 取
り

組
む

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
マ

 ネ
ジ

メ
ン

ト
や

指
導

者
な

ど
ス

ポ
ー

ツ
に

関
わ

る
多

 様
な

人
材

の
育

成
を

大
学

、
競

技
団

体
等

と
連

 携
し

て
進

め
る

ほ
か

、
ア

ウ
タ

ー
施

策
と

イ
ン

ナ
ー

施
 策

の
均

衡
を

図
る

取
組

を
進

め
、

両
施

策
に

よ
る

 メ
リ
ッ
ト

を
県

民
や

県
外

か
ら

訪
れ

た
人

々
が

共
に

 享
受

で
き

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

具
体

的
な

取
組

の
た

め
、

記
載

場
所

を
移

動
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

・
イ

－
③

に
移

動
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
9

4
章

P
1
3
4

3
0
行

　
野

球
、

サ
ッ
カ

ー
、

空
手

等
の

キ
ャ

ン
プ

・
大

会
の

誘
致

や
カ

ヌ
ー

、
セ

ー
リ
ン

グ
等

の
多

様
な

種
目

の
合

宿
実

施
な

ど
、

本
県

の
環

境
や

既
存

の
イ

ン
フ

ラ
を

生
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

を
踏

ま
え

、
各

競
技

選
手

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
・
設

備
等

の
整

備
や

医
療

機
関

、
リ
カ

バ
リ
ー

、
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

施
設

と
の

連
携

を
進

め
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
拠

点
の

形
成

を
目

指
し

ま
す

。
　

ま
た

、
野

球
等

の
キ

ャ
ン

プ
地

訪
問

観
光

や
、

サ
ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
、

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

等
の

地
元

チ
ー

ム
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

や
、

サ
イ

ク
リ
ン

グ
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

ゴ
ル

フ
及

び
ア

ウ
ト

ド
ア

ス
ポ

ー
ツ

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ
等

を
目

的
と

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
等

、
県

民
と

観
光

客
が

一
体

と
な

っ
て

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
×

観
光

と
い

っ
た

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
活

用
を

盛
り

込
ん

だ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
を

促
進

し
ま

す
。

 　
野

球
、

サ
ッ
カ

ー
、

空
手

等
の

キ
ャ

ン
プ

・
大

会
の

 誘
致

や
カ

ヌ
ー

、
セ

ー
リ
ン

グ
等

の
多

様
な

種
目

の
 合

宿
実

施
な

ど
、

本
県

の
環

境
や

既
存

の
イ

ン
フ

 ラ
を

生
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

を
踏

ま
 え

、
各

競
技

選
手

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
・

 設
備

等
の

整
備

や
医

療
機

関
、

リ
カ

バ
リ
ー

、
コ

ン
 デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

施
設

と
の

連
携

を
進

め
ス

ポ
ー

ツ
 医

・
科

学
拠

点
の

形
成

を
目

指
し

ま
す

。
 　

ま
た

、
野

球
等

の
キ

ャ
ン

プ
地

訪
問

観
光

や
、

 サ
ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
、

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

等
の

 地
元

チ
ー

ム
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

や
、

サ
イ

ク
リ
ン

 グ
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

ゴ
ル

フ
及

び
ア

ウ
ト

ド
ア

ス
ポ

ー
ツ

・
 ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ
等

を
目

的
と

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

 ム
等

、
県

民
と

観
光

客
が

一
体

と
な

っ
て

楽
し

め
る

 ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
×

観
光

と
い

っ
た

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
 ワ

ー
活

用
を

盛
り

込
ん

だ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
を

促
 進

し
ま

す
。

具
体

的
な

取
組

の
た

め
、

記
載

場
所

を
移

動
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

・
ア

－
①

に
移

動

5
0

4
章

P
1
3
5

9
行

　
本

県
の

地
理

的
・
自

然
的

条
件

と
ス

ポ
ー

ツ
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
ス

ポ
ー

ツ
交

流
拠

点
と

し
て

の
国

際
的

な
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
と

既
存

産
業

の
連

携
強

化
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

を
核

と
し

た
新

産
業

の
創

出
、

ス
ポ

ー
ツ

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

　
本

県
の

地
理

的
・
自

然
的

条
件

と
ス

ポ
ー

ツ
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
ス

ポ
ー

ツ
交

流
拠

点
と

し
て

の
国

際
的

な
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
 と

、
新

産
業

の
芽

を
育

て
既

存
産

業
 の

連
携

強
化

に
よ

る
と

の
相

乗
効

果
に

よ
り

成
長

す
る

産
業

と
し

て
の

発
展

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
・
経

済
を

活
性

化
さ

せ
る

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
推

進
と

ス
ポ

ー
ツ

交
流

拠
点

の
形

成
、

ス
ポ

ー
ツ

を
核

と
し

た
新

た
な

産
業

の
創

出
と

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
、

ス
ポ

ー
ツ

資
源

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

・
目

的
を

整
理

す
る

・
取

組
の

タ
イ

ト
ル

を
そ

の
ま

ま
引

用
す

る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
1

4
章

P
1
3
5

1
8
行

－
　

地
元

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
等

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
、

キ
ャ

ン
プ

地
訪

問
観

光
、

各
種

ア
ウ

ト
ド

ア
ス

ポ
ー

ツ
・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ
等

を
目

的
と

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
等

、
県

民
と

観
光

客
が

一
体

と
な

っ
て

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
×

観
光

と
い

っ
た

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
活

用
を

盛
り

込
ん

だ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
各

競
技

選
手

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
・
設

備
等

の
整

備
や

医
療

機
関

、
リ
カ

バ
リ
ー

、
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

施
設

等
と

の
連

携
を

進
め

ス
ポ

ー
ツ

医
・
科

学
拠

点
の

形
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

リ
ー

ド
文

か
ら

移
動

し
、

記
載

内
容

を
要

約
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
2

4
章

P
1
3
5

1
8
行

　
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
促

進
は

、
　

ま
た

、
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
 促

進
推

進
は

、
「
推

進
」
の

ほ
う
が

適
切

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
3

4
章

P
1
3
6

2
行

あ
わ

せ
て

、
持

続
的

な
県

内
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
の

発
展

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

人
材

の
育

成
に

取
り

組
み

ま
す

。

あ
わ

せ
て

、
持

続
的

な
県

内
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
の

発
展

の
た

め
、

 ス
ポ

ー
ツ

関
連

人
材

の
育

成
に

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
指

導
者

な
ど

ス
ポ

ー
ツ

に
関

わ
る

多
様

な
人

材
の

育
成

を
大

学
、

競
技

団
体

等
と

連
携

し
て

取
り

組
み

ま
す

。

人
材

育
成

に
つ

い
て

、
も

う
少

し
詳

し
く
記

載
し

た
ほ

う
が

分
か

り
や

す
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
4

4
章

P
1
3
6

6
行

　
ア

リ
ー

ナ
・
ス

タ
ジ

ア
ム

、
県

内
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

及
び

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
等

の
地

域
資

源
を

活
用

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
団

体
や

ア
ス

リ
ー

ト
等

の
参

画
に

よ
る

多
様

な
社

会
課

題
の

解
決

を
促

進
し

ま
す

。

　
 ア

リ
ー

ナ
・
ス

タ
ジ

ア
ム

ス
タ

ジ
ア

ム
・
ア

リ
ー

ナ
、

県
内

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
及

び
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
等

の
地

域
資

源
を

活
用

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
団

体
や

ア
ス

リ
ー

ト
、

地
域

企
業

等
の

 参
画

共
働

に
よ

る
新

た
な

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

に
向

け
た

取
り

組
み

、
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

へ
の

支
援

な
ど

多
様

な
社

会
課

題
の

解
決

や
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
国

際
貢

献
を

促
進

し
ま

す
。

・
一

般
的

に
は

「
ス

タ
ジ

ア
ム

・
ア

リ
ー

ナ
」

・
社

会
課

題
解

決
の

事
例

を
記

載
し

た
方

が
分

か
り

や
す

い
の

で
は

な
い

か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
5

4
章

P
1
3
6

1
7
行

　
本

県
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

は
、

県
民

等
の

主
体

的
な

ス
ポ

ー
ツ

参
画

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
青

少
年

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

世
代

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

文
化

を
醸

成
す

る
と

と
も

に
、

県
内

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

競
技

力
向

上
や

県
民

の
積

極
的

な
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
参

画
、

主
体

的
、

活
動

的
、

健
康

的
な

生
き

方
で

あ
る

ア
ク

テ
ィ
ブ

ラ
イ

フ
の

推
進

に
向

け
て

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

　
本

県
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

は
、

県
民

等
の

主
体

的
な

ス
ポ

ー
ツ

参
画

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
青

少
年

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

世
代

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

文
化

を
醸

成
す

る
と

と
も

に
、

県
内

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

競
技

力
向

上
や

県
民

の
積

極
的

な
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
参

画
と

主
体

的
、

活
動

的
、

健
康

的
な

生
き

方
で

あ
る

ア
ク

テ
ィ
ブ

ラ
イ

フ
の

推
進

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
こ

の
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

及
び

関
連

基
盤

の
整

備
・
充

実
、

県
民

の
競

技
力

向
上

・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

推
進

、
県

民
一

人
ひ

と
り

が
参

加
す

る
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

に
向

け
て

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

・
目

的
を

整
理

す
る

・
取

組
の

タ
イ

ト
ル

を
そ

の
ま

ま
引

用
す

る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
6

4
章

P
1
3
7

4
行

　
ま

た
、

県
外

チ
ー

ム
の

招
待

や
県

外
で

の
強

化
試

合
の

推
進

、
コ

ー
チ

等
の

招
聘

、
専

門
的

な
知

識
・
技

能
や

高
い

コ
ー

チ
ン

グ
能

力
だ

け
で

な
く
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

る
等

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
対

応
で

き
る

指
導

力
を

身
に

付
け

た
指

導
者

の
養

成
・
確

保
、

競
技

団
体

及
び

中
体

連
・
高

体
連

と
連

携
し

た
少

年
種

別
の

継
続

し
た

強
化

支
援

等
に

よ
り

、
競

技
力

の
向

上
や

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

県
外

チ
ー

ム
の

 招
待

招
聘

や
県

外
で

の
強

化
試

合
の

推
進

、
コ

ー
チ

等
の

招
聘

、
専

門
的

な
知

識
・
技

能
や

高
い

コ
ー

チ
ン

グ
能

力
 だ

け
で

な
 く
に

加
え

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

る
等

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
対

応
で

き
る

 指
 導

力
を

身
に

付
け

た
指

導
者

の
養

成
・
確

保
、

競
技

団
体

及
び

中
体

連
・
高

体
連

と
連

携
し

た
少

年
種

別
の

継
続

し
た

強
化

支
援

等
に

よ
り

、
競

技
力

の
向

上
や

ト
ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
語

句
の

修
正

・
重

複
を

解
消

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
7

4
章

P
1
3
7

1
6
行

広
く
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
参

画
で

き
る

環
境

、
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

参
加

の
機

会
拡

充
に

取
り

組
み

ま
す

。

広
く
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
参

画
で

き
る

環
境

の
構

築
、

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

参
加

の
機

会
拡

充
に

取
り

組
み

ま
す

。

文
章

が
つ

な
が

る
よ

う
に

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
8

4
章

P
1
3
7

1
8
行

－
　

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
推

進
と

県
民

が
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

機
会

の
充

実
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
、

ア
ウ

タ
ー

施
策

と
イ

ン
ナ

ー
施

策
*
1
4
の

双
方

に
取

り
組

み
ま

す
。

*
1
5
　

ア
ウ

タ
ー

施
策

・
・
・
ス

ポ
ー

ツ
を

活
用

し
た

海
外

・
国

内
他

地
域

と
い

っ
た

地
域

外
か

ら
の

交
流

人
口

の
拡

大
の

推
進

施
策

イ
ン

ナ
ー

施
策

・
・
・
ス

ポ
ー

ツ
を

活
用

し
た

地
域

内
住

民
向

け
の

健
康

の
維

持
増

進
・
共

生
社

会
の

実
現

な
ど

の
推

進
施

策

リ
ー

ド
文

か
ら

移
動

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
9

4
章

P
1
4
0

1
2
行

ウ
　

持
続

可
能

で
高

品
位

な
離

島
観

光
の

振
興

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
は

、
（
中

略
）
今

後
の

重
要

課
題

で
す

。

ウ
　

持
続

可
能

で
 高

品
位

な
質

の
高

い
離

島
観

光
の

振
興

　
離

島
地

域
の

有
す

る
比

較
優

位
の

あ
る

独
自

の
自

然
や

文
化

は
、

本
県

の
観

光
産

業
を

牽
引

す
る

地
域

資
源

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

島
の

自
然

・
文

化
を

尊
重

し
、

旅
行

者
・
観

光
客

と
地

域
・
住

民
が

価
値

を
共

有
す

る
‘
責

任
あ

る
観

光
’
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

質
の

高
い

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

定
着

や
環

境
に

配
慮

し
た

持
続

可
能

な
観

光
の

推
進

に
向

け
た

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

・
高

品
位

な
離

島
観

光
と

は
ど

う
い

う
意

味
な

の
か

・
読

み
や

す
い

よ
う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
0

4
章

P
1
4
0

3
2
行

　
ま

た
、

島
の

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
生

か
し

た
滞

在
型

観
光

に
よ

る
観

光
客

の
増

加
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
ま

た
、

観
光

客
の

滞
在

日
数

や
一

人
当

た
り

消
費

額
の

増
加

に
向

け
、

島
の

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
生

か
し

た
滞

在
型

観
光

に
 よ

る
観

光
客

の
 増

加
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
消

費
額

の
増

加
 に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
に

加
え

、
都

市
部

に
は

な
い

静
寂

さ
や

 光
害

の
影

響
の

な
い

夜
空

 な
ど

街
明

か
り

の
影

響
を

受
け

な
い

星
空

な
ど

、
離

島
・
過

疎
地

域
な

ら
で

は
の

資
源

を
有

効
活

用
し

た
体

験
型

観
光

の
強

化
に

取
り

組
み

ま
す

。

・
②

の
記

載
内

容
を

統
合

す
る

・
「
光

害
」
と

あ
る

が
、

光
を

害
と

ま
で

言
っ

て
い

い
の

か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
1

4
章

P
1
4
1

3
行

－
　

地
域

社
会

や
地

域
経

済
、

自
然

環
境

に
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

を
推

進
す

る
た

め
、

各
離

島
の

状
況

に
応

じ
、

環
境

容
量

等
を

念
頭

に
お

い
た

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

促
進

し
ま

す
。

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
も

記
載

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
2

4
章

P
1
4
1

3
行

　
離

島
地

域
の

自
然

・
生

態
系

、
景

観
・
風

景
、

　
ま

た
、

離
島

地
域

の
自

然
・
生

態
系

、
景

観
・
風

景
、

接
続

詞
の

追
加

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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－
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行

新
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な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
3

4
章

P
1
4
1

7
行

　
自

然
環

境
等

の
保

全
と

持
続

可
能

で
高

品
位

な
観

光
振

興
の

両
立

に
向

け
て

は
、

　
さ

ら
に

、
自

然
環

境
等

の
保

全
と

持
続

可
能

 で
 高

品
位

な
観

光
振

興
の

両
立

に
向

け
て

は
、

・
接

続
詞

の
追

加

・
高

品
位

な
観

光
と

は
ど

う
い

う
意

味
な

の
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
4

4
章

P
1
4
1

1
0
行

都
市

部
に

は
な

い
静

寂
さ

や
光

害
の

影
響

の
な

い
夜

空
な

ど
、

離
島

・
過

疎
地

域
が

有
す

る
比

較
優

位
の

資
源

を
有

効
活

用
し

、
質

の
高

い
体

験
型

観
光

の
強

化
に

取
り

組
み

ま
す

。

 都
市

部
に

は
な

い
静

寂
さ

や
光

害
の

影
響

の
な

い
 夜

空
な

ど
、

離
島

・
過

疎
地

域
が

有
す

る
比

較
優

 位
の

資
源

を
有

効
活

用
し

、
質

の
高

い
体

験
型

 観
光

の
強

化
に

取
り

組
み

ま
す

。

①
に

記
載

し
た

方
が

適
当

で
は

な
い

か
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

①
に

移
動

す
る

6
5

4
章

P
1
4
1

1
3
行

　
ま

た
、

地
域

社
会

の
関

与
、

混
雑

の
管

理
、

季
節

性
の

低
減

、
収

容
力

の
適

正
把

握
な

ど
、

各
離

島
の

状
況

に
応

じ
、

環
境

容
量

の
考

え
を

念
頭

に
置

い
た

受
入

体
制

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

 　
ま

た
、

地
域

社
会

の
関

与
、

混
雑

の
管

理
、

季
 節

性
の

低
減

、
収

容
力

の
適

正
把

握
な

ど
、

各
 離

島
の

状
況

に
応

じ
、

環
境

容
量

の
考

え
を

念
頭

 に
置

い
た

受
入

体
制

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
も

記
載

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
記

載
を

追
加

し
た

た
め

、
当

該
部

分
は

削
除

す
る

6
6

4
章

P
1
6
1

1
5
行

地
域

社
会

の
構

成
員

と
し

て
共

に
暮

ら
せ

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

、
国

際
交

流
拠

点
に

ふ
さ

わ
し

い
多

文
化

共
生

社
会

の
形

成
に

向
け

た
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

地
域

社
会

の
構

成
員

と
し

て
共

に
暮

ら
せ

る
環

境
 づ

く
り

を
推

進
し

を
整

備
し

、
 国

際
交

流
拠

点
に

ふ
 さ

わ
し

い
多

文
化

共
生

社
会

 の
形

成
に

向
け

た
を

構
築

す
る

た
め

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

リ
ー

ド
文

が
「
～

に
向

け
」
「
～

に
向

け
、

」
「
～

に
向

け
た

」
と

あ
る

が
、

統
一

し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7

4
章

P
1
6
1

2
1
行

　
互

い
の

文
化

的
違

い
を

認
め

合
い

、
そ

れ
ぞ

れ
が

共
に

地
域

社
会

を
支

え
る

主
体

と
し

て
、

そ
の

能
力

を
十

分
に

発
揮

し
な

が
ら

、
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

の
心

で
、

外
国

人
も

県
民

も
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

 　
互

い
の

文
化

的
違

い
を

認
め

合
い

、
そ

れ
ぞ

れ
が

 共
に

地
域

社
会

を
支

え
る

主
体

と
し

て
、

そ
の

能
力

 を
十

分
に

発
揮

し
な

が
ら

、
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

の
 心

で
、

外
国

人
も

県
民

も
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

 域
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

リ
ー

ド
文

と
内

容
が

重
複

し
て

い
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

「
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

」
は

、
次

の
段

落
に

記
載

す
る
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
8

4
章

P
1
6
1

２
４

行
　

ま
た

、
地

域
や

公
益

財
団

法
人

沖
縄

県
国

際
交

流
・
人

材
育

成
財

団
と

連
携

し
、

　
ま

た
、

地
域

社
会

や
公

益
財

団
法

人
沖

縄
県

国
際

交
流

・
人

材
育

成
財

団
と

連
携

し
、

地
域

と
は

、
具

体
的

に
何

を
指

す
の

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
9

4
章

P
1
6
1

2
6
行

医
療

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
災

害
時

に
備

え
た

外
国

人
支

援
サ

ポ
ー

タ
ー

の
育

成
な

ど
、

外
国

人
が

安
心

し
て

生
活

及
び

滞
在

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

医
療

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
災

害
時

に
備

え
た

外
国

人
支

援
サ

ポ
ー

タ
ー

の
育

成
な

ど
、

イ
チ

ャ
リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

や
ユ

イ
マ

ー
ル

の
精

神
で

、
外

国
人

が
安

心
し

て
生

活
及

び
滞

在
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

ユ
イ

マ
ー

ル
の

精
神

は
、

多
文

化
共

生
社

会
の

構
築

に
影

響
の

あ
る

も
の

な
の

で
、

文
言

を
追

記
し

て
は

ど
う
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

「
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ
ー

デ
ー

」
は

、
前

の
段

落
か

ら
移

動

7
0

4
章

P
1
6
1

3
1
行

　
市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

し
た

県
民

向
け

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
独

立
行

政
法

人
国

際
協

力
機

構
沖

縄
セ

ン
タ

ー
主

催
の

お
き

な
わ

国
際

協
力

・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ

ル
へ

の
参

画
を

通
じ

、
県

民
が

文
化

・
教

育
等

の
相

互
交

流
を

通
し

て
お

互
い

の
文

化
や

習
慣

を
理

解
し

合
う
た

め
の

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
市

町
村

や
関

係
団

体
と

連
携

し
た

県
民

向
け

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

 や
、

 行
政

法
人

国
際

協
力

 機
構

J
IC

A
沖

縄
 セ

ン
タ

ー
主

催
の

お
き

な
わ

国
際

協
力

・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ

ル
へ

の
参

画
 を

通
じ

、
県

民
 が

の
文

化
・
教

育
等

の
相

互
交

流
等

を
通

し
て

、
お

互
い

の
文

化
や

習
慣

を
理

解
し

合
う
た

め
の

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

文
章

の
流

れ
を

整
理

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
1

4
章

P
1
6
2

7
行

　
国

際
交

流
拠

点
の

形
成

を
図

る
た

め
、

　
沖

縄
の

発
展

に
寄

与
し

て
き

た
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

生
か

す
国

際
交

流
拠

点
の

形
成

を
図

る
た

め
、

ど
の

よ
う
な

国
際

交
流

拠
点

な
の

か
、

補
足

し
て

ほ
し

い
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
2

4
章

P
1
6
2

1
1
行

　
観

光
交

流
に

つ
い

て
は

、
ア

ジ
ア

諸
国

や
欧

米
を

中
心

に
誘

客
活

動
を

推
進

し
、

太
平

洋
・
島

サ
ミ
ッ
ト

な
ど

沖
縄

開
催

の
意

義
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

分
野

の
M

IC
E
や

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

等
の

積
極

的
な

誘
致

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
観

光
交

流
に

つ
い

て
は

、
ア

ジ
ア

諸
国

や
欧

米
を

中
心

に
誘

客
活

動
を

推
進

 し
す

る
ほ

か
、

太
平

洋
・
島

サ
ミ
ッ
ト

な
ど

沖
縄

開
催

の
意

義
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

分
野

の
M

IC
E
や

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
等

の
積

極
的

な
誘

致
に

取
り

組
み

ま
す

。

誘
客

活
動

と
M

IC
E
等

の
誘

致
が

並
列

で
書

か
れ

て
お

り
、

文
章

の
流

れ
に

違
和

感
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
3

4
章

P
1
6
2

1
4
行

　
東

ア
ジ

ア
の

中
心

に
位

置
す

る
地

理
的

特
性

、
自

然
的

特
性

、
独

自
の

歴
史

的
・
文

化
的

特
性

等
を

生
か

し
、

学
術

・
文

化
・
友

好
親

善
な

ど
様

々
な

分
野

で
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
た

め
、

福
建

省
と

の
友

好
県

省
や

ハ
ワ

イ
等

と
の

姉
妹

提
携

等
の

交
流

を
促

進
し

、
ま

た
、

海
外

と
の

新
た

な
M

O
U

（
連

携
覚

書
）
締

結
な

ど
地

域
間

交
流

を
促

進
し

ま
す

。
　

ま
た

、
経

済
交

流
に

つ
い

て
は

、
県

内
企

業
と

海
外

企
業

と
の

経
済

連
携

サ
ポ

ー
ト

支
援

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

県
海

外
事

務
所

、
独

立
行

政
法

人
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
沖

縄
貿

易
情

報
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

た
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
ま

た
、

経
済

交
流

に
つ

い
て

は
、

県
内

企
業

と
海

外
企

業
と

の
経

済
連

携
サ

ポ
ー

ト
支

援
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
県

海
外

事
務

所
、

独
立

行
政

法
人

日
本

貿
易

振
興

機
構

（
ジ

ェ
ト

ロ
）
沖

縄
貿

易
情

報
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

た
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

さ
ら

に
、

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

地
理

的
特

性
、

自
然

的
特

性
、

独
自

の
歴

史
的

・
文

化
的

特
性

等
を

生
か

し
、

学
術

・
文

化
・
友

好
親

善
な

ど
様

々
な

分
野

で
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
た

め
、

福
建

省
と

の
友

好
県

省
や

ハ
ワ

イ
等

と
の

姉
妹

提
携

等
に

基
づ

く
交

流
を

促
進

し
、

ま
た

、
海

外
と

の
新

た
な

M
O

U
（
連

携
覚

書
）
締

結
な

ど
地

域
間

交
流

を
促

進
し

ま
す

。

タ
イ

ト
ル

に
合

わ
せ

て
段

落
を

入
れ

替
え

た
方

が
、

統
一

感
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
4

4
章

P
1
8
4

3
2
行

　
国

際
化

の
進

展
や

社
会

情
勢

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

よ
う
、

業
種

や
各

階
層

に
応

じ
て

必
要

な
ス

キ
ル

や
知

識
を

習
得

し
、

併
せ

て
S
D

G
s 

の
理

念
に

基
づ

き
地

域
を

支
え

、
そ

の
魅

力
や

強
み

を
引

き
出

す
地

域
主

体
の

観
光

振
興

を
構

想
し

、
裾

野
の

広
い

観
光

産
業

を
体

系
的

に
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

き
る

高
度

な
観

光
産

業
人

材
の

育
成

と
確

保
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

加
え

て
、

（
以

下
略

）

　
国

際
化

の
進

展
や

社
会

情
勢

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

よ
う
、

業
種

や
各

階
層

に
応

じ
て

必
要

な
ス

キ
ル

や
知

識
を

習
得

し
、

中
長

期
に

お
い

て
活

躍
で

き
る

観
光

産
業

人
材

の
育

成
に

取
り

組
み

ま
す

。
　

ま
た

、
 併

せ
て

S
D

G
s 

の
理

念
に

基
づ

き
地

域
を

 支
え

、
そ

の
地

域
の

魅
力

や
強

み
を

引
き

出
す

地
域

主
体

の
観

光
振

興
を

構
想

し
、

裾
野

の
広

い
観

光
産

業
を

体
系

的
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

で
き

る
高

度
な

 観
光

産
業

人
材

の
育

成
と

確
保

に
取

り
組

み
ま

す
。

 加
え

て
さ

ら
に

、
（
以

下
略

）

読
み

や
す

い
よ

う
に

簡
潔

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
別

紙
２

）

文
化

観
光

ス
ポ

ー
ツ

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
-
(2

)
沖

縄
を

結
び

目
と

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
な

交
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成

外
国

人
観

光
客

の
沖

縄
旅

行
に

対
す

る
満

足
度

国
内

外
に

お
け

る
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

推
進

す
る

取
組

数

―
・
本

項
目

で
す

が
、

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
継

承
・
発

展
、

多
文

化
共

生
社

会
の

構
築

、
多

元
的

な
交

流
の

推
進

と
い

う
内

容
か

ら
す

る
と

、
対

案
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
外

国
人

観
光

客
の

満
足

度
を

主
要

指
標

と
す

る
の

は
妥

当
で

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
交

流
の

意
味

で
は

観
光

客
満

足
度

は
あ

る
と

思
う

が
、

「
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

」
は

観
光

客
満

足
度

で
は

か
れ

る
も

の
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

。

・
基

本
施

策
4
-
(2

) 
の

主
要

指
標

が
外

国
人

観
光

客
の

沖
縄

旅
行

に
対

す
る

満
足

度
と

な
っ

て
い

る
が

、
多

文
化

共
生

も
含

め
て

考
え

る
と

、
こ

の
指

標
で

適
し

て
い

る
の

か
。

こ
の

項
目

の
主

要
指

標
に

外
国

人
観

光
客

を
ボ

リ
ュ

ー
ム

的
な

部
分

で
判

断
す

る
の

は
相

応
し

く
な

い
と

思
う

の
で

、
こ

の
指

標
を

も
う

１
回

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

　
同

指
標

で
あ

れ
ば

、
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
承

・
発

展
、

国
際

理
解

の
促

進
、

文
化

を
通

じ
た

交
流

な
ど

の
取

組
を

把
握

で
き

、
取

組
数

が
増

え
る

こ
と

で
、

沖
縄

を
結

び
目

と
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

な
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に
つ

な
が

る
と

考
え

る
こ

と
か

ら
、

本
指

標
を

選
定

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

3
-
(2

)世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
と

沖
縄

観
光

の
変

革

（
主

な
指

標
）

観
光

収
入

―
観

光
収

入
1
.2

兆
円

～
1
.4

兆
円

、
人

泊
数

4
,0

0
0

万
人

泊
～

4
,4

0
0
万

人
泊

で
議

論
し

て
い

く
こ

と
で

審
議

さ
れ

た
。

左
の

と
お

り
決

定

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

　
①

 主
 要

 指
 標
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

1
-
(4

)-
ｱ

-
①

①
　

各
地

域
に

お
け

る
し

ま
く
と

ぅ
ば

の
保

存
・
普

及
・
継

承
の

促
進

し
ま

く
と

ぅ
ば

を
挨

拶
程

度
以

上
話

す
人

の
割

合
―

―
多

く
の

方
に

し
ま

く
と

ぅ
ば

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
っ

て
学

ぶ
機

会
を

創
出

す
る

と
い

う
意

味
で

も
、

具
体

的
な

指
標

が
必

要
で

は
な

い
か

。

（
委

員
案

）
し

ま
く
と

ぅ
ば

検
定

の
合

格
率

や
合

格
者

数
、

受
験

者
数

な
ど

【
原

案
の

と
お

り
】

　
し

ま
く
と

ぅ
ば

の
普

及
、

継
承

に
係

る
指

標
を

「
挨

拶
程

度
以

上
話

す
人

」
の

割
合

と
す

る
こ

と
は

、
し

ま
く
と

ぅ
ば

が
挨

拶
な

ど
日

常
生

活
で

使
わ

れ
る

こ
と

に
よ

り
世

代
間

で
継

承
さ

れ
て

い
く
と

い
う

観
点

か
ら

非
常

に
重

要
な

要
素

で
あ

り
、

指
標

と
し

て
適

当
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
検

定
の

合
格

率
や

受
験

者
数

等
を

指
標

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
県

内
す

べ
て

の
地

域
で

検
定

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
や

、
受

験
者

数
に

制
限

が
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
現

時
点

で
指

標
と

す
る

の
は

適
当

で
無

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
-
(4

)-
ｱ

-
①

①
　

各
地

域
に

お
け

る
し

ま
く
と

ぅ
ば

の
保

存
・
普

及
・
継

承
の

促
進

し
ま

く
と

ぅ
ば

を
挨

拶
程

度
以

上
話

す
人

の
割

合
―

―
し

ま
く
と

ぅ
ば

は
沖

縄
の

こ
と

だ
け

な
の

で
、

記
憶

遺
産

と
し

て
残

せ
る

と
思

う
。

ユ
ネ

ス
コ

が
絶

滅
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

い
う

勧
告

を
出

し
て

い
る

の
だ

か
ら

、
ま

ず
記

憶
遺

産
に

登
録

し
て

い
く
こ

と
を

成
果

指
標

と
し

て
も

い
い

と
思

う
。

（
委

員
案

）
し

ま
く
と

ぅ
ば

の
記

憶
遺

産
へ

の
登

録
数

【
原

案
の

と
お

り
】

　
し

ま
く
と

ぅ
ば

の
普

及
、

継
承

に
係

る
指

標
を

「
挨

拶
程

度
以

上
話

す
人

」
の

割
合

と
す

る
こ

と
は

、
し

ま
く
と

ぅ
ば

が
挨

拶
な

ど
日

常
生

活
で

使
わ

れ
る

こ
と

に
よ

り
世

代
間

で
継

承
さ

れ
て

い
く
と

い
う

観
点

か
ら

非
常

に
重

要
な

要
素

で
あ

り
、

指
標

と
し

て
適

当
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

一
方

、
し

ま
く
と

ぅ
ば

に
つ

い
て

は
、

普
及

・
継

承
の

ほ
か

、
保

存
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

、
記

憶
遺

産
の

登
録

に
つ

い
て

は
、

制
度

や
要

件
等

を
確

認
し

な
が

ら
、

ど
の

よ
う

に
活

用
で

き
る

か
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
②

 成
 果

 指
 標
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
-
(4

)-
ｲ

文
化

芸
術

の
振

興
と

文
化

芸
術

を
支

え
る

環
境

づ
く
り

①
沖

縄
県

芸
術

文
化

祭
参

加
者

数
②

国
立

劇
場

お
き

な
わ

の
入

場
者

数
③

県
内

文
化

施
設

の
稼

働
状

況 ④
県

外
の

財
団

等
が

、
県

内
の

文
化

団
体

等
に

対
し

て
行

う
助

成
件

数
(県

文
化

振
興

課
が

募
集

を
と

り
ま

と
め

た
案

件
に

限
る

)

③
県

内
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

取
組

を
行

う
団

体
等

へ
の

支
援

件
数

④
県

内
文

化
施

設
の

稼
働

状
況

―
沖

縄
の

文
化

芸
術

は
、

実
演

を
す

る
プ

レ
イ

ヤ
ー

は
た

く
さ

ん
い

て
も

、
そ

れ
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

人
材

の
不

足
が

長
年

の
課

題
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

文
化

芸
術

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く
て

、
そ

れ
を

支
え

る
取

組
、

仕
組

み
づ

く
り

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
づ

く
り

、
人

材
育

成
な

ど
が

十
分

に
反

映
さ

れ
た

指
標

を
お

願
い

し
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

　
委

員
の

ご
意

見
の

と
お

り
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

人
材

の
不

足
や

活
動

基
盤

の
整

備
が

課
題

で
あ

る
も

の
と

認
識

し
て

お
り

、
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

1
-
(4

)-
イ

-
①

、
活

動
基

盤
の

整
備

に
つ

い
て

は
1
-
(4

)-
イ

-
③

に
、

そ
れ

ぞ
れ

施
策

展
開

と
そ

の
効

果
を

計
る

成
果

指
標

を
設

定
し

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

委
員

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
左

案
の

と
お

り
成

果
指

標
を

修
正

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
-
(4

)-
イ

①

創
造

的
文

化
芸

術
の

発
展

を
担

う
人

材
の

育
成

沖
縄

県
芸

術
祭

参
加

者
数

県
立

芸
術

大
学

の
卒

業
者

数
（
累

計
）

―
・
「
創

造
的

文
化

芸
術

の
発

展
を

担
う

人
材

の
育

成
」
の

成
果

指
標

が
「
沖

縄
県

芸
術

祭
参

加
者

数
」
と

い
う

の
は

直
接

結
び

つ
か

な
い

の
で

は
な

い
か

。
改

め
て

検
討

を
お

願
い

し
た

い
。

・
振

興
計

画
案

で
は

、
①

創
造

的
文

化
芸

術
の

発
展

を
担

う
人

材
の

育
成

は
、

幅
広

く
分

野
を

横
断

す
る

芸
術

文
化

活
動

の
新

た
な

創
出

促
進

及
び

発
展

を
担

う
人

材
の

育
成

、
並

び
に

専
門

的
教

育
機

関
に

お
け

る
教

育
の

充
実

が
謳

わ
れ

て
い

る
。

沖
縄

県
芸

術
祭

は
、

主
に

美
術

、
書

道
、

写
真

に
限

ら
れ

て
い

る
。

文
学

、
音

楽
、

演
劇

、
舞

踊
、

IT
メ

デ
ィ

ア
芸

術
は

そ
の

そ
も

そ
も

対
象

外
で

あ
り

、
成

果
指

標
の

成
果

は
合

致
し

て
い

な
い

。
新

し
い

創
造

活
動

を
促

進
す

る
た

め
に

は
、

県
内

文
化

団
体

を
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

し
つ

つ
、

国
際

的
に

活
躍

す
る

芸
術

家
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

た
め

の
国

際
的

な
ア

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

接
続

、
世

界
的

な
マ

ー
ケ

ッ
ト

シ
ー

ン
へ

の
訴

求
、

国
際

展
参

加
の

た
め

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

が
求

め
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
に

も
、

専
門

人
材

の
配

置
、

育
成

を
通

し
て

文
化

芸
術

の
振

興
を

図
る

べ
き

で
あ

る
。

【
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

　
沖

縄
文

化
が

作
り

上
げ

て
き

た
個

性
の

美
と

人
類

普
遍

の
美

を
追

究
す

る
た

め
、

幅
広

い
芸

術
を

専
門

的
に

学
ぶ

教
育

機
関

と
し

て
沖

縄
県

立
芸

術
大

学
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

国
内

外
の

芸
術

文
化

界
で

活
躍

す
る

人
材

を
輩

出
し

、
本

県
の

振
興

に
寄

与
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

左
案

の
指

標
を

設
定

す
る

。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
-
(4

)-
イ

②

県
民

の
文

化
芸

術
活

動
の

充
実

国
立

劇
場

お
き

な
わ

の
入

場
者

数
―

―
振

興
計

画
案

で
は

、
広

く
県

民
が

文
化

芸
術

を
鑑

賞
す

る
機

会
の

拡
充

が
謳

わ
れ

て
い

る
。

本
県

に
お

い
て

は
、

民
間

団
体

の
多

様
な

文
化

芸
術

活
動

が
地

道
に

続
け

ら
れ

て
お

り
、

ま
た

、
県

が
支

援
す

る
文

化
芸

術
関

連
の

事
業

は
国

立
劇

場
お

き
な

わ
に

留
ま

ら
な

い
の

は
明

ら
か

で
あ

る
。

「
国

文
祭

・
障

文
祭

」
が

2
0
2
2
年

開
催

予
定

だ
が

、
障

文
祭

企
画

委
員

会
の

議
論

で
は

、
障

害
の

あ
る

無
し

に
よ

る
選

別
で

は
な

く
、

真
の

共
生

社
会

の
実

現
、

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
あ

る
と

聞
く
。

文
化

芸
術

と
社

会
福

祉
、

社
会

教
育

が
し

っ
か

り
と

タ
ッ

グ
を

組
ん

だ
基

本
施

策
を

打
ち

出
す

必
要

を
感

じ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
各

施
策

に
お

け
る

成
果

指
標

は
、

現
行

計
画

の
成

果
指

標
や

本
県

の
現

状
・
課

題
、

国
の

計
画

等
に

お
け

る
指

標
等

を
参

考
に

し
た

上
で

、
施

策
の

効
果

を
計

る
も

の
と

し
て

適
切

か
、

定
量

的
か

つ
持

続
可

能
な

指
標

か
、

と
い

う
観

点
か

ら
選

定
し

た
も

の
で

あ
り

ま
す

。
　

県
民

等
の

文
化

芸
術

活
動

が
充

実
す

る
こ

と
に

よ
り

、
公

演
等

の
催

し
が

増
え

、
国

立
劇

場
お

き
な

わ
の

入
場

者
数

の
増

加
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
を

選
定

し
た

も
の

で
あ

り
ま

す
。

1
-
(4

)-
イ

③

文
化

資
源

を
活

用
し

た
地

域
づ

く
り

県
内

文
化

施
設

の
稼

働
状

況
県

内
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

取
組

を
行

う
団

体
等

へ
の

支
援

件
数

―
地

域
に

根
差

し
た

文
化

に
も

脚
光

を
当

て
、

豊
か

な
地

域
文

化
を

み
つ

め
な

お
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
展

開
す

る
こ

と
が

本
施

策
の

か
な

め
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
文

化
活

動
は

文
化

施
設

だ
け

で
行

わ
れ

る
も

の
で

は
な

く
、

自
治

公
民

館
等

は
も

ち
ろ

ん
、

ま
ち

ぐ
ゎ

や
古

民
家

、
空

き
店

舗
、

史
跡

な
ど

の
取

り
組

み
も

盛
ん

で
あ

り
、

指
標

と
の

整
合

性
が

取
れ

て
い

な
い

よ
う

に
感

じ
る

。
施

設
の

稼
働

状
況

だ
け

で
は

な
く
、

地
域

文
化

資
源

の
活

用
状

況
や

企
業

等
の

文
化

活
動

、
参

与
者

の
多

様
性

も
考

慮
す

べ
き

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

　
第

２
回

部
会

の
審

議
結

果
（
案

）
の

と
お

り
。

　
委

員
ご

意
見

の
と

お
り

、
文

化
資

源
を

活
用

し
た

地
域

づ
く
り

と
し

て
は

、
施

設
の

稼
働

状
況

だ
け

で
な

く
、

各
文

化
団

体
に

よ
る

様
々

な
活

動
が

想
定

さ
れ

、
そ

の
実

現
の

た
め

に
は

、
文

化
関

係
団

体
や

企
業

等
に

よ
る

文
化

芸
術

の
支

援
を

促
進

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
成

果
指

標
を

上
記

の
と

お
り

修
正

い
た

し
ま

す
。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
-
(4

)-
イ

④

文
化

芸
術

活
動

を
支

え
る

基
盤

の
強

化

県
外

の
財

団
等

が
、

県
内

の
文

化
団

体
等

に
対

し
て

行
う

助
成

件
数

（
県

文
化

振
興

課
が

募
集

を
取

り
ま

と
め

た
案

件
に

限
る

）

県
内

文
化

施
設

の
稼

働
状

況
―

県
外

の
財

団
等

が
行

う
助

成
件

数
を

成
果

指
標

に
す

る
と

い
う

の
が

県
の

振
興

計
画

と
し

て
適

切
だ

ろ
う

か
。

ま
た

、
県

文
化

振
興

課
が

と
り

ま
と

め
た

案
件

に
限

っ
て

い
る

が
、

県
内

の
文

化
団

体
等

が
独

自
に

助
成

情
報

を
把

握
、

県
を

介
さ

ず
に

応
募

・
採

択
さ

れ
る

こ
と

も
想

定
さ

れ
る

。
各

団
体

の
基

盤
が

強
化

さ
れ

れ
ば

こ
の

よ
う

な
ケ

ー
ス

も
増

え
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
場

合
、

目
的

に
は

近
づ

い
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
目

標
は

達
成

さ
れ

な
い

と
い

う
矛

盾
が

生
じ

る
可

能
性

も
あ

る
。

ま
た

現
在

、
沖

縄
県

文
化

振
興

会
に

は
様

々
な

支
援

メ
ニ

ュ
ー

が
あ

り
、

社
会

包
摂

や
地

域
づ

く
り

、
観

光
、

伝
統

文
化

継
承

等
に

関
わ

る
多

様
な

取
り

組
み

が
展

開
さ

れ
、

一
定

の
成

果
を

上
げ

て
い

る
。

県
外

の
財

団
等

の
助

成
件

数
を

指
標

に
す

る
の

で
は

な
く
、

既
存

の
取

り
組

み
の

強
化

が
は

か
れ

る
よ

う
な

指
標

を
設

定
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

　
第

２
回

部
会

の
審

議
結

果
（
案

）
の

と
お

り
。

　
委

員
ご

意
見

の
と

お
り

、
県

内
の

文
化

芸
術

活
動

の
基

盤
が

強
化

さ
れ

た
効

果
と

し
て

は
、

県
全

体
と

し
て

文
化

芸
術

へ
の

関
心

が
高

ま
り

、
県

内
文

化
施

設
で

実
施

さ
れ

る
イ

ベ
ン

ト
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

成
果

指
標

を
上

記
の

と
お

り
修

正
い

た
し

ま
す

。

1
-
(4

)-
ｳ

-
①

①
　

沖
縄

空
手

の
指

導
者

及
び

後
継

者
の

育
成

県
内

空
手

道
場

に
お

け
る

門
下

生
数

－
―

沖
縄

空
手

を
支

え
る

道
場

や
関

係
団

体
の

運
営

基
盤

の
強

化
に

関
し

て
、

成
果

指
標

は
道

場
の

門
下

生
数

だ
け

で
い

い
の

か
疑

問
で

あ
る

。

(委
員

案
)

県
内

空
手

道
場

数

【
原

案
の

と
お

り
】

　
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
複

数
の

「
取

組
」
か

ら
な

る
「
施

策
」
を

１
つ

の
単

位
と

し
、

こ
れ

に
対

応
す

る
成

果
指

標
を

１
つ

設
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
　

道
場

数
の

み
で

は
県

内
の

空
手

人
口

の
増

減
を

測
る

こ
と

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

当
該

施
策

全
体

に
係

る
成

果
指

標
と

し
て

は
、

「
門

下
生

数
」
を

選
定

す
る

方
が

望
ま

し
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
-
(4

)-
ｳ

-
①

①
　

沖
縄

空
手

の
指

導
者

及
び

後
継

者
の

育
成

県
内

空
手

道
場

に
お

け
る

門
下

生
数

―
成

果
指

標
を

数
値

で
示

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

「
沖

縄
空

手
の

保
存

、
継

承
、

発
展

」
に

は
、

指
導

者
だ

け
で

な
く
、

空
手

の
知

識
が

あ
り

、
か

つ
企

画
・
運

営
な

ど
の

事
業

が
で

き
る

人
材

育
成

も
必

要
と

考
え

る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
当

該
門

下
生

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8
年

度
に

実
施

し
た

実
態

調
査

の
結

果
が

3
2
人

と
な

っ
て

お
り

、
こ

れ
を

も
と

に
成

果
指

標
の

具
体

的
な

数
値

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
お

示
し

の
「
空

手
の

知
識

が
あ

り
、

か
つ

企
画

・
運

営
な

ど
の

事
業

が
で

き
る

人
材

」
に

つ
い

て
は

、
現

行
の

文
案

に
お

け
る

「
後

継
者

」
に

含
ま

れ
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
-
(4

)-
ｳ

-
②

②
　

沖
縄

空
手

会
館

を
拠

点
と

し
た

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
の

強
力

な
発

信

県
外

に
お

け
る

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
の

認
知

率
―

―
成

果
指

標
を

数
値

で
示

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

認
知

率
に

は
、

県
内

の
空

手
関

係
者

以
外

の
理

解
度

を
図

る
こ

と
も

必
要

だ
と

思
わ

れ
る

【
原

案
の

と
お

り
】

　
当

該
認

知
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
8
年

度
に

実
施

し
た

実
態

調
査

の
結

果
が

3
4
％

と
な

っ
て

お
り

、
こ

れ
を

も
と

に
成

果
指

標
の

具
体

的
な

数
値

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
　

ま
た

、
県

内
の

空
手

関
係

者
で

は
な

く
県

外
に

お
け

る
認

知
率

を
指

標
と

し
て

い
ま

す
。

1
-
(4

)-
ｳ

-
③

③
　

沖
縄

空
手

世
界

大
会

の
定

期
開

催
等

を
通

じ
た

国
際

交
流

県
外

・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
者

数
―

―
成

果
指

標
を

数
値

で
示

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
当

該
来

訪
者

数
の

平
成

2
9
年

度
実

績
は

6
,4

5
3

人
と

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

を
も

と
に

成
果

指
標

の
具

体
的

な
数

値
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

―
―

―
―

空
手

の
国

際
大

会
を

通
じ

た
国

際
交

流
は

非
常

に
重

要
だ

が
、

本
当

に
行

き
来

で
き

る
よ

う
に

な
る

ま
で

数
年

か
か

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

師
範

か
ら

稽
古

を
受

け
る

よ
う

な
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
仕

組
み

を
考

え
て

、
成

果
指

標
は

ア
ク

セ
ス

の
数

で
測

っ
て

い
く

よ
う

な
施

策
展

開
も

必
要

で
は

な
い

か
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
昨

年
度

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
海

外
の

行
き

来
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

化
推

進
事

業
を

実
施

し
、

沖
縄

に
本

部
道

場
が

あ
る

海
外

の
方

々
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

結
ん

で
１

か
月

か
ら

３
か

月
程

度
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。

1
-
(4

)-
ｳ

-
④

④
　

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

の
登

録
に

向
け

た
取

組
の

推
進

県
民

気
運

醸
成

及
び

普
及

啓
発

活
動

の
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

参
加

人
数

―
―

成
果

指
標

に
具

体
的

数
値

を
記

載
す

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
当

該
参

加
者

数
の

令
和

元
年

度
実

績
は

1
1
,5

0
0

人
と

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

を
も

と
に

成
果

指
標

の
具

体
的

な
数

値
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

1
-
(4

)-
ｳ

-
④

④
　

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

の
登

録
に

向
け

た
取

組
の

推
進

県
民

気
運

醸
成

及
び

普
及

啓
発

活
動

の
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

参
加

人
数

―
―

も
と

も
と

空
手

関
係

の
イ

ベ
ン

ト
は

ほ
と

ん
ど

な
く
、

一
般

県
民

は
あ

ま
り

見
に

行
か

な
い

た
め

、
沖

縄
空

手
の

イ
ベ

ン
ト

の
数

を
増

や
す

こ
と

が
重

要
と

考
え

る
。

（
委

員
案

）
県

民
気

運
醸

成
及

び
普

及
啓

発
活

動
の

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
数

及
び

イ
ベ

ン
ト

参
加

人
数

【
原

案
の

と
お

り
】

　
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
複

数
の

「
取

組
」
か

ら
な

る
「
施

策
」
を

１
つ

の
単

位
と

し
、

こ
れ

に
対

応
す

る
成

果
指

標
を

１
つ

設
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
　

「
イ

ベ
ン

ト
数

」
の

み
で

は
イ

ベ
ン

ト
の

効
果

を
定

量
的

に
測

る
上

で
十

分
と

は
い

え
な

い
こ

と
か

ら
、

当
該

施
策

全
体

に
係

る
成

果
指

標
と

し
て

は
、

「
イ

ベ
ン

ト
参

加
人

数
」
を

選
定

す
る

方
が

望
ま

し
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
-
(5

)-
ｱ

⑤

⑤
　

首
里

城
を

中
心

と
し

た
琉

球
文

化
の

ル
ネ

サ
ン

ス

首
里

城
公

園
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
の

来
場

者
数

伝
統

工
芸

・
芸

能
を

体
験

し
た

個
人

旅
行

者
の

割
合

―
　

琉
球

文
化

ル
ネ

サ
ン

ス
は

、
琉

球
の

歴
史

や
文

化
に

係
る

幅
広

い
取

組
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

成
果

は
公

園
で

の
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

と
い

う
限

定
的

な
指

標
で

は
不

十
分

と
考

え
る

。
　

そ
の

た
め

、
ル

ネ
サ

ン
ス

に
よ

り
琉

球
文

化
の

価
値

が
再

認
識

さ
れ

、
発

信
さ

れ
る

こ
と

で
、

沖
縄

の
伝

統
工

芸
や

芸
能

に
興

味
を

持
ち

、
主

体
的

に
体

験
し

た
い

と
望

む
観

光
客

が
増

え
る

こ
と

が
成

果
指

標
と

し
て

適
切

で
は

な
い

か
。

特
に

、
団

体
ツ

ア
ー

で
は

な
く
個

人
の

旅
行

者
の

場
合

、
本

人
意

思
で

体
験

を
選

択
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

割
合

が
増

え
る

こ
と

は
成

果
と

し
て

適
切

と
考

え
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(2

)-
ｱ

-
①

①
　

「
安

全
・
安

心
の

島
」
の

構
築

に
向

け
た

受
入

体
制

等
の

整
備

観
光

客
が

「
沖

縄
は

安
全

で
あ

る
と

感
じ

る
」
割

合
観

光
客

が
「
沖

縄
は

安
全

・
安

心
で

あ
る

と
感

じ
る

」
割

合
安

全
・
安

心
の

島
の

構
築

と
い

う
の

で
あ

れ
ば

安
全

だ
け

で
な

く
安

心
の

割
合

も
追

加
し

た
ほ

う
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

統
計

実
態

調
査

に
て

調
査

す
る

。

3
-
(2

)-
ｱ

-
③

③
　

多
様

な
受

入
環

境
の

整
備

高
齢

者
等

の
来

沖
者

数
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

L
G

B
T
Q

の
来

沖
者

数
の

割
合

高
齢

者
等

の
「
等

」
を

明
記

し
た

ほ
う

が
よ

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

統
計

実
態

調
査

に
て

調
査

す
る

。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
-
(2

)-
ｲ
-
①

①
　

ｻ
ｽ

ﾃ
ｨﾅ

ﾌ
ﾞﾙ

ﾂ
ｰ

ﾘ
ｽ

ﾞﾑ
の

推
進

（
県

民
・
観

光
客

・
観

光
事

業
者

）
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
満

足
度

●
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
取

組
に

参
加

し
た

県
民

の
割

合 ●
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
取

組
に

参
加

し
た

観
光

客
の

割
合

●
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
旅

行
商

品
を

造
成

し
た

事
業

者
の

割
合

県
民

、
観

光
客

、
事

業
者

が
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
各

種
取

組
に

参
加

し
た

割
合

に
変

更
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

県
民

は
沖

縄
観

光
県

民
意

識
調

査
に

て
調

査
観

光
客

は
、

観
光

統
計

実
態

調
査

に
て

調
査

事
業

者
は

、
観

光
産

業
実

態
調

査
に

て
調

査

3
-
(2

)-
ｲ
-
②

②
　

持
続

的
観

光
指

標
の

設
定

と
観

光
地

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

県
民

、
地

域
、

事
業

者
、

観
光

客
の

満
足

度
市

町
村

に
お

け
る

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
各

市
町

村
観

光
計

画
に

て
独

自
の

K
P

Iを
設

定
し

た
市

町
村

数
）

各
市

町
村

の
観

光
基

本
計

画
に

お
い

て
独

自
の

K
P

Iを
設

定
し

た
市

町
村

数
を

成
果

指
標

と
し

て
変

更

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

市
町

村
ア

ン
ケ

ー
ト

に
て

調
査

3
-
(2

)-
ｳ

-
②

②
　

沖
縄

の
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
を

生
か

し
た

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

（
主

な
指

標
）

平
均

滞
在

日
数

―
観

光
収

入
1
.2

兆
円

～
1
.4

兆
円

、
人

泊
数

4
,0

0
0

万
人

泊
～

4
,4

0
0
万

人
泊

で
議

論
し

て
い

く
こ

と
で

審
議

さ
れ

た
。

左
の

と
お

り
決

定

3
-
(2

)-
ｳ

-
③

③
　

多
様

な
市

場
に

お
け

る
沖

縄
観

光
の

価
値

を
訴

求
す

る
誘

客
活

動
の

展
開

（
主

な
指

標
）

外
国

空
路

客
の

入
域

観
光

客
数

及
び

一
人

当
た

り
観

光
消

費
額

―
観

光
収

入
1
.2

兆
円

～
1
.4

兆
円

、
人

泊
数

4
,0

0
0

万
人

泊
～

4
,4

0
0
万

人
泊

で
議

論
し

て
い

く
こ

と
で

審
議

さ
れ

た
。

左
の

と
お

り
決

定
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
-
(2

)-
ｳ

-
③

③
　

多
様

な
市

場
に

お
け

る
沖

縄
観

光
の

価
値

を
訴

求
す

る
誘

客
活

動
の

展
開

（
主

な
指

標
）

国
内

客
の

一
人

当
た

り
観

光
消

費
額

―
観

光
収

入
1
.2

兆
円

～
1
.4

兆
円

、
人

泊
数

4
,0

0
0

万
人

泊
～

4
,4

0
0
万

人
泊

で
議

論
し

て
い

く
こ

と
で

審
議

さ
れ

た
。

左
の

と
お

り
決

定

3
-
(2

)-
ｳ

-
④

④
質

の
高

い
ク

ル
ー

ズ
観

光
の

推
進

プ
レ

ミ
ア

ム
/
ラ

グ
ジ

ュ
ア

リ
ー

ク
ラ

ス
の

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

プ
レ

ミ
ア

ム
/
ラ

グ
ジ

ュ
ア

リ
ー

ク
ラ

ス
の

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
割

合

寄
港

回
数

で
は

な
く
寄

港
回

数
の

割
合

に
変

更
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

国
土

交
通

省
の

調
査

に
て

調
査

3
-
(2

)-
ｳ

-
⑤

⑤
　

観
光

消
費

額
向

上
に

資
す

る
新

た
な

拠
点

形
成

や
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

出

（
主

な
指

標
）

1
人

あ
た

り
観

光
消

費
額

（
娯

楽
・
入

場
費

、
宿

泊
費

）

―
観

光
収

入
1
.2

兆
円

～
1
.4

兆
円

、
人

泊
数

4
,0

0
0

万
人

泊
～

4
,4

0
0
万

人
泊

で
議

論
し

て
い

く
こ

と
で

審
議

さ
れ

た
。

左
の

と
お

り
決

定

3
-
(2

)-
ｴ
-
①

①
　

IC
T
に

よ
る

新
た

な
観

光
体

験
の

創
出

促
進

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

観
光

客
数

A
R

･V
R

提
供

施
設

数
―

誘
致

施
策

は
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
と

い
う

前
提

で
、

沖
縄

に
来

県
さ

れ
た

方
が

IC
T
に

よ
る

新
た

な
観

光
体

験
を

す
る

と
い

う
視

点
か

ら
Ａ

Ｒ
・
Ｖ

Ｒ
提

供
施

設
数

に
変

更
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

産
業

実
態

調
査

に
て

調
査

3
-
(2

)-
ｴ
-
④

④
　

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
観

光
情

報
の

提
供

沖
縄

旅
行

の
満

足
度

（
案

内
表

記
の

わ
か

り
や

す
さ

）
リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

情
報

が
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

と
し

て
公

開
さ

れ
て

い
る

観
光

施
設

数

―
「
案

内
表

記
の

わ
か

り
や

す
さ

」
を

具
体

的
に

明
記

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

統
計

実
態

調
査

に
て

調
査
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
-
(2

)-
エ

①

①
　

IC
T
に

よ
る

新
た

な
観

光
体

験
の

創
出

促
進

A
R

・
V

R
提

供
施

設
数

―
取

組
を

統
合

し
た

た
め

、
指

標
を

変
更

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(2

)-
エ

②

②
　

IC
T
・
通

信
イ

ン
フ

ラ
を

拡
充

し
た

観
光

施
設

等
の

受
入

体
制

構
築

観
光

施
設

に
お

け
る

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ス
決

済
普

及
率

―
3
-
(2

)-
エ

①
に

取
組

を
統

合
し

た
た

め
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(2

)-
ｴ
-
④

④
　

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
観

光
情

報
の

提
供

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
情

報
が

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
と

し
て

公
開

さ
れ

て
い

る
観

光
施

設
数

―
3
-
(2

)-
エ

①
に

取
組

を
統

合
し

た
た

め
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(2

)-
ｴ
-
③

③
　

世
界

の
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン
等

が
訪

れ
る

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
の

形
成

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

目
的

と
し

た
来

県
者

数
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
目

的
と

し
た

来
県

者
の

割
合

―
来

県
者

数
を

把
握

す
る

こ
と

は
困

難
と

思
わ

れ
る

た
め

、
割

合
に

変
更

し
た

ほ
う

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

統
計

実
態

調
査

に
て

調
査

3
-
(2

)-
ウ

⑥

⑥
　

空
港

・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ

ア
に

お
け

る
観

光
二

次
交

通
の

利
便

性
向

上

空
港

と
観

光
拠

点
エ

リ
ア

の
移

動
時

間
―

3
-
(2

)-
エ

⑤
に

取
組

を
統

合
し

た
た

め
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(2

)-
エ

⑤

⑤
　

観
光

二
次

交
通

の
利

用
促

進

公
共

交
通

機
関

の
利

用
割

合
―

取
組

を
統

合
し

た
た

め
、

指
標

を
変

更
す

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
情

報
が

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
と

し
て

公
開

さ
れ

て
い

る
観

光
施

設
数

空
港

と
観

光
拠

点
エ

リ
ア

の
移

動
時

間
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
-
(2

)-
ｵ

-
②

②
 マ

リ
ン

タ
ウ

ン
M

IC
E
エ

リ
ア

を
核

と
し

た
全

県
的

な
M

IC
E
受

入
体

制
の

整
備

1
,0

0
0
人

以
上

の
M

IC
E
開

催
件

数
―

―
・
今

後
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
M

IC
E
の

開
催

が
増

え
て

く
る

と
言

わ
れ

て
い

る
の

で
、

そ
れ

に
応

じ
た

指
標

を
設

け
て

お
く
べ

き
で

は
な

い
か

。

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
M

IC
E
に

な
り

、
大

型
を

取
り

に
い

く
だ

け
と

い
う

方
向

か
ら

方
向

転
換

す
る

こ
と

に
な

る
と

思
う

の
で

、
1
,0

0
0
人

以
上

に
こ

だ
わ

ら
ず

、
中

身
の

議
論

を
し

た
ほ

う
が

よ
い

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
大

型
M

IC
E
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

リ
ア

ル
で

の
参

加
者

を
対

象
と

し
た

1
,0

0
0
人

以
上

の
M

IC
E
開

催
件

数
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
M

IC
E
の

開
催

件
数

は
、

今
後

改
定

を
予

定
し

て
い

る
沖

縄
M

IC
E
振

興
戦

略
に

お
い

て
、

検
討

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

3
-
(6

)-
ｳ

-
③

③
　

ｅ
-
ｽ

ﾎ
ﾟｰ

ﾂ
を

活
用

し
た

産
業

の
創

出
・

振
興

大
規

模
e
-
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
開

催
件

数
大

規
模

e
-
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
開

催
件

数
で

は
な

く
参

加
者

数
に

変
更

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ｅ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
団

体
等

へ
の

聞
き

取
り

調
査

3
-
(6

)-
ｳ

-
④

④
　

　
健

康
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

振
興

「
心

身
の

健
康

増
進

」
を

目
的

と
し

て
沖

縄
を

訪
問

し
た

観
光

客
の

割
合

避
寒

や
花

粉
症

等
の

症
状

緩
和

を
目

的
と

し
た

来
県

者
の

割
合

温
暖

な
気

候
を

利
用

し
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

展
開

と
い

う
視

点
か

ら
、

「
避

寒
や

花
粉

症
等

の
症

状
を

緩
和

を
目

的
と

し
た

来
県

者
の

割
合

」
に

変
更

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

統
計

実
態

調
査

に
て

調
査

3
-
(9

)-
ｲ
-
②

②
　

県
民

の
競

技
力

向
上

・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

推
進

県
出

身
日

本
代

表
ｽ

ﾎ
ﾟｰ

ﾂ
選

手
累

計
（
国

際
大

会
）

―
―

一
貫

し
た

指
導

体
制

、
中

体
連

・
高

体
連

と
の

連
携

が
示

さ
れ

て
い

る
中

で
、

中
体

連
や

高
体

連
に

関
係

す
る

指
標

が
必

要
で

は
な

い
か

。

（
委

員
案

）
中

体
連

・
高

体
連

の
九

州
大

会
や

全
国

大
会

で
の

入
賞

者

【
原

案
の

と
お

り
】

ご
提

案
頂

い
た

指
標

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

個
別

計
画

（
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
）
中

で
の

指
標

設
定

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
-
(9

)-
ｲ
-
③

③
　

県
民

一
人

ひ
と

り
が

参
加

す
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
実

施
率

―
―

総
合

型
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
記

載
が

示
さ

れ
て

い
る

中
で

、
総

合
型

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
な

ど
に

関
係

す
る

指
標

が
必

要
で

は
な

い
か

。

（
委

員
案

）
総

合
型

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

設
置

数
・
活

動
内

容 ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

参
加

人
数

【
原

案
の

と
お

り
】

ご
提

案
頂

い
た

指
標

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

個
別

計
画

（
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
）
中

で
の

指
標

設
定

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

3
-
(1

0
)-

ｳ
-
①

①
　

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

定
着

離
島

地
域

へ
の

入
域

観
光

客
数

及
び

離
島

地
域

の
一

人
当

た
り

観
光

消
費

額

離
島

地
域

（
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
、

久
米

島
）
の

入
域

観
光

客
数

及
び

離
島

地
域

（
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
、

久
米

島
）
の

一
人

当
た

り
観

光
消

費
額

―
離

島
の

範
囲

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

3
-
(1

0
)-

ｳ
-
②

②
　

環
境

に
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

の
推

進

離
島

に
お

け
る

（
地

域
住

民
・

観
光

客
・
観

光
事

業
者

）
の

満
足

度

●
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
取

組
に

参
加

し
た

地
元

住
民

の
割

合
●

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

取
組

に
参

加
し

た
観

光
客

の
割

合
●

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

旅
行

商
品

を
造

成
し

た
事

業
者

の
割

合

―
地

元
住

民
、

観
光

客
、

事
業

者
が

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

各
種

取
組

に
参

加
し

た
割

合
に

変
更

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

地
元

住
民

は
沖

縄
観

光
県

民
意

識
調

査
に

て
調

査 観
光

客
は

、
観

光
統

計
実

態
調

査
に

て
調

査
事

業
者

は
、

観
光

産
業

実
態

調
査

に
て

調
査
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
-
(1

0
)-

ｳ
-
②

②
　

環
境

に
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

の
推

進

●
持

続
可

能
な

観
光

に
係

る
取

組
に

参
加

し
た

地
元

住
民

の
割

合
●

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

取
組

に
参

加
し

た
観

光
客

の
割

合
●

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

旅
行

商
品

を
造

成
し

た
事

業
者

の
割

合

●
離

島
（
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
、

久
米

島
）
の

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

取
組

に
参

加
し

た
地

元
住

民
の

割
合

●
離

島
（
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
、

久
米

島
）
の

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

取
組

に
参

加
し

た
観

光
客

の
割

合
●

離
島

（
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
、

久
米

島
）
の

持
続

可
能

な
観

光
に

係
る

旅
行

商
品

を
造

成
し

た
事

業
者

の
割

合

―
離

島
の

範
囲

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

す
る

4
-
(2

)-
ｲ
-
①

①
　

在
住

外
国

人
等

が
住

み
や

す
い

地
域

づ
く
り

在
留

外
国

人
数

―
―

4
-
(2

)-
ｲ
-
①

の
成

果
指

標
「
在

住
外

国
人

数
」

に
つ

い
て

、
在

住
外

国
人

の
住

み
や

す
い

地
域

の
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
住

ん
で

い
る

外
国

人
の

増
加

に
つ

な
が

っ
て

い
く
と

い
う

説
明

だ
が

、
在

住
外

国
人

の
在

留
資

格
、

特
定

技
能

な
ど

に
よ

っ
て

在
住

外
国

人
が

増
え

て
き

た
実

態
も

あ
る

。
そ

う
い

う
点

も
踏

ま
え

て
、

ほ
か

の
指

標
も

考
慮

で
き

な
い

か
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
成

果
指

標
に

つ
い

て
は

、
各

施
策

に
つ

き
一

つ
設

定
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

素
案

に
記

載
し

て
い

る
住

み
や

す
い

地
域

づ
く
り

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

、
在

住
外

国
人

の
増

加
に

繋
げ

、
さ

ら
に

課
題

が
生

じ
た

場
合

は
、

在
住

外
国

人
や

関
係

機
関

の
皆

様
の

意
見

も
伺

い
つ

つ
、

更
な

る
取

組
を

実
施

し
て

参
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

4
-
(2

)-
ｲ
-
②

②
　

県
民

の
異

文
化

理
解

・
国

際
理

解
の

促
進

お
き

な
わ

国
際

協
力

・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
参

加
者

数
―

―
・
県

民
の

異
文

化
理

解
・
国

際
理

解
の

促
進

に
か

か
る

活
動

は
県

国
際

交
流

・
人

材
育

成
財

団
や

地
域

の
国

際
交

流
協

会
等

で
各

種
行

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

成
果

指
標

は
お

き
な

わ
国

際
協

力
・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
参

加
者

数
だ

け
で

よ
い

の
か

疑
問

で
あ

る
。

・
県

内
各

大
学

や
専

門
学

校
、

留
学

生
も

含
め

て
地

元
と

の
交

流
も

あ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
成

果
指

標
に

つ
い

て
は

、
各

施
策

に
つ

き
一

つ
設

定
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

お
き

な
わ

国
際

協
力

・
交

流
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

は
、

県
内

随
一

の
規

模
を

誇
る

交
流

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
で

あ
り

、
国

際
協

力
・
交

流
関

連
団

体
の

ほ
か

、
大

学
や

学
校

等
に

よ
る

ブ
ー

ス
展

示
、

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

実
施

し
て

お
り

、
県

民
の

異
文

化
・
国

際
理

解
を

促
進

す
る

最
大

規
模

の
場

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
　

本
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

が
増

え
る

こ
と

で
、

県
民

の
異

文
化

理
解

・
国

際
理

解
に

つ
な

が
る

最
適

な
指

標
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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（
別

紙
２

）

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

5
-
(1

)-
エ

②

生
き

が
い

を
も

た
ら

す
文

化
・
芸

術
活

動
の

振
興

沖
縄

県
芸

術
祭

参
加

者
数

県
立

博
物

館
・
美

術
館

入
館

者
数

―
公

民
館

を
は

じ
め

と
す

る
社

会
教

育
施

設
で

行
わ

れ
て

い
る

様
々

な
文

化
・
芸

術
活

動
に

お
い

て
、

沖
縄

県
芸

術
祭

参
加

を
目

標
に

し
て

い
る

も
の

は
決

し
て

多
い

と
は

言
え

な
い

。
沖

縄
県

芸
術

祭
以

外
に

も
県

民
が

生
き

が
い

を
感

じ
て

取
り

組
ん

で
い

る
文

化
・
芸

術
活

動
が

あ
る

は
ず

で
、

実
態

を
把

握
し

た
上

で
成

果
指

標
を

定
め

る
必

要
が

あ
る

よ
う

に
思

う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
　 　

生
き

が
い

を
も

た
ら

す
文

化
・
芸

術
活

動
の

振
興

に
向

け
て

は
、

よ
り

多
く
の

県
民

が
文

化
芸

術
等

に
直

接
触

れ
、

ま
た

、
文

化
芸

術
等

と
結

び
つ

い
た

体
験

を
通

し
て

、
積

極
的

に
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
を

自
ら

拡
充

し
て

い
く
こ

と
を

想
定

す
る

こ
と

か
ら

、
成

果
指

標
を

上
記

の
と

お
り

修
正

い
た

し
ま

す
。

5
-
(5

)-
ｲ
-
①

①
　

多
彩

で
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

で
き

る
観

光
人

材
の

育
成

・
確

保

観
光

客
の

沖
縄

旅
行

に
対

す
る

満
足

度
観

光
従

事
者

（
正

規
雇

用
者

）
1
人

当
た

り
の

平
均

月
額

給
与

・
満

足
度

を
指

標
に

す
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
前

振
計

の
見

直
し

な
ど

で
も

国
か

ら
指

摘
が

あ
っ

た
か

と
思

う
。

ま
た

、
施

策
と

指
標

の
関

係
性

が
遠

く
感

じ
る

の
で

、
観

光
人

材
の

視
点

か
ら

評
価

を
す

る
指

標
の

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

・
観

光
客

の
コ

メ
ン

ト
や

満
足

度
な

ど
だ

け
で

は
な

く
、

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

と
し

て
あ

ら
ゆ

る
面

か
ら

指
標

を
考

え
た

方
が

よ
い

。

（
委

員
案

）
●

人
材

育
成

の
施

策
の

実
施

数
と

、
受

講
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

●
経

営
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
●

自
治

体
観

光
部

局
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

観
光

従
事

者
の

人
数

、
給

料
の

推
移

、
従

事
者

か
ら

の
提

言
や

意
見

を
募

る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

観
光

産
業

実
態

調
査

に
て

調
査

す
る
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自由意見の一覧（文化観光スポーツ部会）

【全分野】

１ 行政版ＢＣＰだけでうまくいくとは思っていないが、沖縄は島しょ県

であるメリットを生かし、ワクチン接種、ＰＣＲの陰性証明を持ってい

る方のみ来県してもらい、県民は経済を回していくなど、経済を止め

ないという観点が必要である。

【基本施策１-⑷ 沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展】

１ 伝統芸能を保存・継承・発展させていくうえで大事なのは、正しく

保存・継承・発展させていくことであるため、民謡や踊り等、伝統芸

能については本来の形（原形）を正しく理解する必要がある。

２ 民謡に関して、正しく保存、継承、発展していくためにも、詳細な

調査を実施する必要がある。

３ 国内外へ向けた鑑賞機会の提供と情報発信に関しては、質の高

いものを提供することが大切である。鑑賞した人の評価が低けれ

ば、次の鑑賞機会はなかなか得られない。

公演の際には、人手が足りず演者が舞台裏の仕事をすることも

あり、演者が舞台に集中できない状況が多々ある。良い舞台を作り

上げるためには人手が掛かるので、舞台を支える人材の確保も必

要である。

４ 文化庁では文化観光推進法を制定し、それに基づく文化施設を拠

点とした観光の在り方について、全国で話が進められているようだ

が、沖縄には拠点が１カ所もない状況である。改めてそういう法律

の確認もお願いしたい。

５ 沖縄の観光資源の中でも文化というのは非常に重要であり、沖縄

の文化を継承、発展させていくというためにも、観光で得られる収益

などを今後の文化活動に生かしていくことも循環型という意味でもと
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ても大切である。

６ 武道というのは愛好者もいればライト層もいるため、道場を巡り、

道場が持っている非常にいいコンテンツを伝えていくようなライト層

向けのツアーパッケージも今後必要である。

７ 武道ツーリズム、空手ツーリズムは、今後相当期待できる分野で

あると考えており、企業をはじめいろいろな人が関われるような空手

界をつくり上げないといけないという気がしている。今は関係者だけ

が関わっているので、運営基盤の強化が重要である。

【基本施策３-⑵
世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖縄観光の変革】

１ 素案174ページ5行目「①多彩で質の高いサービスを提供できる観

光人材の育成・確保」について、書きぶりが観光企業人材を意識し

ているみたいだが、今、沖縄県に足りないのは、「Tourism」を体系

的に理解している行政職である。TourismはPublic Administrationで

あり、Travel Industry Management またはHotel AdministraionはB

usiness Administrationである。パソコンで例えるなら前者がOSで後

者がAS。OSが古かったらASが最新で高性能でも起動しない。官民

双方の人材育成が必要である。

２ 10年を見越した計画を立てることは、ゴールを見据えた展開がで

きるので、効果的であると考える。しかしながら足元を見てみると、

コロナ禍にあり、10年後どころか10日先でさえ、見通しが立たない

のが現状である。

特に、沖縄の主幹産業と言われる観光業界においては、人流

の抑制という観点から旅行、出張などの移動自粛が強く求められ

ており、全く先が見えていない。沖縄においては、「観光の回復な

くして県経済の回復なし」と考える。今回の趣旨とは少し時限的ポ

イントはずれるが、短期的に「観光回復の道筋」についてのイメー

ジをお示しいただきたい。
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３ 世界から観光地として選ばれるため、安心で快適に観光するた

め、安全・安心の島を構築するため、その全ての共通課題となるの

はどうやって安全安心を証明するのか？世界ではワクチンパスポー

トや陰性証明など安全安心を認証する仕組みが構築されつつあ

る。沖縄でもIT技術を駆使し安心して観光出来る独自システムが

必要である。

４ この本文からは「沖縄らしさ」が感じられず、どこの観光地か分か

らない表現になっていると考える。もっと「沖縄らしさ」を出す必要が

ある。

５ 観光インフラ、人的インフラとしてのバスガイドが不足しており、新

たななり手人も少なくなってきているため、バスガイドの養成制度の

創設の検討を行う必要がある。

６ クルーズに関しては、若狭バースから県庁前駅まで総２階建

ての屋根付きボードウォークを整備するなど、海路客を受け入

れるためハードインフラをどうするかという計画も並行して議

論する必要がある。

７ 規制緩和や国家戦略特区に関して、例えば空手や文化で素晴

らしいガイドがいてもツアーで回るときにタクシーかハイヤ

ーしか使えないとなると、コストが掛かってしまう。

いいガイドツアーのプログラムがあるのに、個人で来てもコ

ストが掛かりすぎて回れないということになるので、産業化

する場合はハードも交通も環境整備が必要である。

【基本施策３-⑼
世界にはばたき躍動する「スポーツアイランド沖縄」の形成】

１ 素案129ページ25行目「持続的な県内スポーツ関連産業の発展の

ため、スポーツ関連人材の育成に取り組む。」については、どのよう
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に人材育成を行うか、教育機関の設置等の具体的な方策が必要で

ある。

２ スポーツコンベンションについて、産業をはじめ、人材育成や地

域の活性化につながるよう各部会において多角的な視点での検討

をお願いしたい。
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